













































































パッチワーク！ワンダーランド3











著者　庄司 卓

イラスト　マニャ子


















電子版　ファミ通文庫










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




１章　おっさんの過去と妙な奴

２章　カジノで勝負だ!!　ストレンジネス・ギャンブラーズ

３章　アシュータの挑戦状、立花のメッセージ

４章　時計の謎、おっさんの謎

５章　目指せ大団円!!　突撃、敵本部

エピローグ

あとがき









[image: ]




　トランジスタラジオから割れた音でモダンジャズが流れる中、轟ごう音おんを上げて男の頭上をジェット旅客機が飛んでいく。

「ジャンボジェットか……」

　テンガロンハットの鍔つばを指先でピンと弾はじいて男はつぶやいた。

　一つ欠伸あくびをして立ち上がり、男は周囲を見回す。時刻は夕刻。沈む夕日が海を朱色に輝かせている。

「まったく、少しは静かにしてくれねえかねえ」

　そして男は小高い丘の上で寝転がる。丘があるのは周囲数キロもない小島だ。眼下には小さな港と集落が見えるが人の気配はない。それもそのはず。この島にはもう住人はいない。住人はすべて生活が便利な大きな島や本土に移ってしまっている。この島は今や事実上、無人島なのだ。

　無人島といっても絶ぜつ海かいの孤島というわけでもない。周囲にはいくつも島影が見えるし、目を凝こらさずとも本土の大都市さえ確認できる。

　この島を訪おとずれる気があればいつでもできる。しかしほとんどの人間はその必要性を感じない。ましてやここへ住み着こうなどと思う人間はよっぽどの物好きだ。

　そしてこの男は典型的な物好きなのである。

　かつての住民の代表から家屋や土地の管理を任されているのだが、その見返りにこの島で自由に生活する権利を得ている。管理といっても周囲は海。絶海の孤島ではないとはいえ、住民もいなければ何もない島に好きこのんで入り込む人間はまずいない。

　男は日がな一日島をぶらつき、気が向いた時には釣り糸を垂れるなどして、悠々自適の生活を送っていた。

「とはいうものの……」

　男は勢いをつけて立ち上がる。

「そろそろここにも飽きたかな。まぁ悪い所じゃねえんだが」

　そう独りごちる。男は生来の風ふう来らい坊ぼう。風の向くまま気の向くまま、特に目的もなくあちらこちらを巡めぐり歩いている。島の管理と引き替えにここへ腰を落ち着けてから数カ月。またぞろ退屈の虫が騒ぎ出したのだろう。

　ズボンのポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確認する。

「今からだと夜になるな。明日にも本土の方に渡って……」

　その時だ。男は異い変へんに気付いた。

　まずラジオのノイズが激しくなりまったく音楽が聞こえてこなくなった。続いて突然、突風が吹く。

「うん、一体どうした？」

　年代物のラジオを手に取り、叩たたいてみるが直る様子はない。それどころかノイズは酷くなる一方だ。

「雷のせいか？」

　突然の突風にテンガロンハットを飛ばされぬように手で押さえながら、男は改めて周囲の様子を確認する。はじめは夕立か何かと思ったのだがどうにも様子がおかしい。

「なんだ、こりゃ？　竜巻か？」

　確かに竜巻だ。しかしただの竜巻ではない。いくつもの竜巻が島を囲むように何本も立ち上っているのだ。

　妙みようだな、これは。ただの竜巻じゃない。

　男は丘を駆け下り、麓ふもとにある雑木林の中へ身を隠した。手に持ったラジオは相変わらずノイズばかりで、そこから何が起きたか情報を得る事はできそうにない。

　さて、どうしたものか。人心地ついてから男は考えを巡らせた。

　風は強いが雑木林の中にいれば吹き飛ばされるという程でもない。原因はわからないが、しばらくの間はここにいた方が無難か。

　そう思った時だ。現あらわれた時と同様、出し抜けに風が止む。雑木林から顔を出してみると、島の周囲に林立していた何本もの竜巻は徐々に姿を消していくところだった。

　竜巻は収まったようだが……。何か様子が変だな。

　首を傾かしげながら男は雑木林から歩み出て、再び丘の上を目指す。頂いただきに着く頃には完全に竜巻は消え去ってしまった。

　丘の頂から見下ろす周囲の光景も一見したところ、前と変わりがないように思えた。

　そう、あくまで一見したところではだ。

　一度、ぐるりと見回した時には気がつかなかった。改めてよく見ていると何か違和感がある。

　最初に気がついたのは、夕暮れの海に幾いく本ほんか走っていた船の航跡。それがまったく見当たらない。それだけならば、気象の急変に気付いてどこかに避難したとも考えられる。だがその一方でどうにも腑に落ちない点があるのだ。

　夕暮れの海に見える近くの島影。どうにもいくつか形が違う物がある。また遠くに見えていた大都市も見えなくなっている。

　それに快晴だった空の様子も何か変だ。夕日もどこか薄ぼんやりとした頼りなげな光を投げかけるだけ。

　男が手に持ったトランジスタラジオからはノイズが流れるばかりで、竜巻が消えたというのに放送が入ってくる様子はない。

「壊れたか。まぁ年代物だから仕方ねえが、ＮＨＫくらいは入らねえかね」

　そうぼやきながら男はチューナーを回すが、他の局からの放送も入る気配はない。

　どうやら何かとんでもない事態が起きたようだ。

　男はそう認めざるを得なかった。もっともだからといって今すぐどうにかなるわけでもない。

　もう一度、懐中時計を取り出して時間を確認する。時計は問題ないようだ。丘から見下ろしてみると港は無事なようだ。停とめてあるモーターボートもそのままだろう。

　どちらにせよ明日には島を出るつもりだった。しかし何が起きたかわからないまま、夕方から夜にかけて行動するのは危険だ。

「まぁいいさ、そのうち何とかなるだろう」

　男は丘の頂に寝転がると、テンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直した。




　１９８Ｘ年。瀬せ戸と内ない海かいの小さな島にあった港や集落が根こそぎ消え去ったというニュースが小さく報じられた。すでにその島には定住者はいなかったため、人的被害は一切なかったのだが、港や集落はまるで土台から引きはがされたように消え失せていたというのだ。消えていたのは建築物だけではない。島にあった雑木林もなくなり、中心にあった小高い丘も削り取られるように消えていたのだ。

　数週間前、近くを航行する船が、この島の周囲に竜巻が発生しているのを目撃していた。島には住民がおらず、定期的に行き来している人間もないため、報告が遅れたのだ。

　専門家は突然の竜巻で集落や雑木林が吹き飛ばされ、その後、地盤が緩ゆるくなったため、港や丘も崩くずれたのだろうと推測した。いささか無理があるのは事実だが、他にこれといって説得力のある推論もなく、島を管理していた役所もそれを認める事になった。

　本土や他の島に移住していた住民には幾ばくかの保険料が支払われ、死傷者がいなかった事もあり、この一件はほどなくして忘れ去られていった。

　一つ誰も顧かえりみなかった話があるとすれば、島が竜巻に襲われてから、集落や港が消え失せている事が報告されるまでの数週間に、一人の老人が息を引き取っていたという事実だろうか。

　その老人はかつて集落の代表をしており、一人の物好きな男に土地や家屋の管理を任せる見返りに、島で自由に過ごす権利を認めていたのだ。

　他にもその話を小耳に挟はさんでいた人間もいたのだが、なにしろ何もないも同然の小島に住み着く物好きなどそうもいるはずがない。老人の与よ太た話ばなしだろうと真に受けていなかったのである。

　そうして竜巻に襲われた小島に、物好きな男が一人いた事など、誰も知らぬまま月日が流れたのであった。




「くそ、何か妙な夢を見たな」

　ランドゥは目を覚ますとベッドの上に身を起こしてそうぼやいた。枕元の時計を見るとまだ夜明け前だ。窓の外に見える空はまだ暗い。

　柔らかなベッドで寝るなんて馴なれない事をするからだな。

　ランドゥはそう思う。

　昨日の夕方、『ハッピーラッキー』ことシティ『楽らく福ふく』に来たランドゥだが、結局のところ、昔なじみのハッタと会うという目的は達成できなかった。警備員の言うとおり、ハッタはギャンブルを始めると、他の事には耳を貸さない。ハッタが勝負をしているホテルにも入れなかったランドゥだが、警備員に取り次いで貰もらっても会う事はできなかったのだ。

　結局、ランドゥは『ハッピーラッキー』内にある安ホテルに一泊する事にした。安いといっても『ハッピーラッキー』内での基準だ。持ち合わせていたシティファーザーズ発行のチケットを『ハッピーラッキー』で使われている独自通貨『ハッピー』に交こう換かんして払ったのだが、腕利きのハウンドとはいえランドゥにとってもいささか痛い出費となってしまった。

　そして安ホテルといってもそこは名を知られた歓かん楽らく街がい。無駄に設せつ備びはよい。一番安いシングルルームでも、豪勢なベッドをはじめとして立派な調ちよう度どが揃そろえられていた。

　普段からバイカートで寝る事が多いランドゥにとっては、身体がどこまでも沈み込んでいきそうなベッドは、逆に寝苦しいばかりだったのだ。

　結局、妙な夢にうなされて朝早く目を覚ます羽は目めになってしまったというわけである。

　妙な夢といってもどんな内容だったのか、目を覚ました途と端たんに忘れてしまっていた。小さな島の真ん中にある丘の上で寝転がっていたような記憶はある。背中にはまだ草の感触が残っているほどだ。

　パッチワークワールドへ転てん移いしてきた人間は、徐々に元の世界での記憶を失う。ランドゥも例外ではない。すでにパッチワークワールドへ転移してきてから二十年ほど。元の世界での記憶はほぼ残っていない。

　パッチワークワールドへ転移した直後の記憶は小島に一人いた事。転移現象は都市単位で発生するのが普通だ。ランドゥの場合、自分以外誰もいない小島ごと転移してきたのだ。

　都市が転移するのはそこに住むストレンジャーを、ストレンジネスアトラクターが引き寄せるため。ストレンジャーが無意識のうちに生活圏と意識する空間ごと転移してくるので結果的に都市単位という事になる。

　つまりランドゥは自分以外は誰も住んでいない小島を生活圏と認識していた事になる。あまり例のない事だが、あり得ない話ではない。

　それは自分自身が記憶を失ってしまうと、ランドゥが元の世界でどのような生活をしており、どんな境遇だったのか知る術すべはないのを意味している。写真もなければ日記や電子記録も一切残っていないのだ。

　もっとも今となってはランドゥ自身、それを惜おしいとも思ってはいなかった。そもそも覚えていないのだ。悔くやみようもない。

　しかし今の夢のように、意識して思い出す事はできなくとも、身体のどこかが元の世界の記憶を残しているような感覚に囚とらわれる事がある。

　だからといって、それが何だというのだ。

　ランドゥは言葉にならぬ苛いら立だちを覚え、ベッドから起き上がる。

　カジノが開くのは夕方。今から起きてもやる事はない。それでもランドゥはもう一度、ベッドに横になるつもりはなかった。

　まぁ、いいさ。夕方まで適当に時間を潰つぶすとしよう。

　ランドゥは手早く着替えをすませ、ベッドの側そばにかけてあったテンガロンハットへ手を伸ばした。




「結局、わかったのはおっさんが住んでいた都市が、五年くらい前に消えちまったという事くらいか……」

　達たつ哉やはそうぼやく。達哉たち三人は周辺の調査を一いつ旦たん終えて『ヘキサスコラ』へ帰き還かんしたところ。道すがら『ヘキサスコラ』に寄り、すぐに調査を再開するつもりだったのだが、何か重要な話があると大会議室へ呼ばれたのだ。

「それだけではないぞ。何やら因いん縁ねんのあった昔のハウンド仲間の名前を、あのお婆ばあさんが教えてくれたではないか」

　隣を歩く立りつ花かが背伸びするようにしてそう言った。

「そうね。ハッタだっけ。その男がギャンブラーをやっていて、ここ数年『ハッピーラッキー』から一歩も出ないというのも確かみたいね。間違いなくランドゥはそのハッタに会いに行ったのよ」

　二人の後ろからついてくるクリスが少し厳きびしい顔つきで言った。

「でも昔の友達に会いに行くだけなら、別にそんな急がなくても……」

「お前はあのお婆さんの話をちゃんと聞いていたのか！」

　サッと達哉の前に回り込むと、立花は手にした日ひ傘がさ型がたアンドロイド樋ひ笠がさの石いし突づきを突きつけた。

「ランドゥとハッタの因縁についてはちゃんと説明していただろう！　住んでいた都市が消えた時、ランドゥはハッタに誘われて『ハッピーラッキー』に遊びに行っていたのだ！」

　立花の言うお婆さんとは、『ハッピーラッキー』の近くにある都市に住んでいる老人の事。以前はハウンドネストを経営していたそうで、ハウンド時代のハッタとも顔見知りだったという話だ。ランドゥの住んでいた都市を教えてくれたのも、そのお婆さんなのである。

「ハッタというハウンドは都市が消える事を知っていたという噂うわさがあるってお婆さんは言っていたわね。きっとランドゥはその一件を確かめに行ったのよ」

　クリスの言葉に立花は考え込む。

「家族が消えたのだからな……」

「そうね……。ランドゥの家族か」

　立花のその言葉にクリスも足を止めてつぶやいた。

「おっさんの家族ねえ。ちょっと想像つかないな」

　小首を傾げる達哉に、立花とクリスは複雑な顔を見合わせた。

「どうしたんだよ？」

　二人の反応に達哉は怪け訝げんな顔をしてみせる。

「いや、なに。ちょっとな……」

　立花はそう誤ご魔ま化かすが、クリスは苦笑いして言った。

「まだランドゥに私の知らないところがあるっていうのがどうにもねぇ」

　クリスのその言葉に立花は頰ほおを膨ふくらませた。

「何を言っている。ランドゥはあれだけの男だ。いろんな過去があっても……」

　しかし立花はその言葉を途中で飲み込んでしまった。そんな立花にクリスは言う。

「まぁまぁ、お子様は無理しなくてもいいって」

「何を言う！　私はお子様ではない、乙女おとめだ！」

　憤ふん然ぜんとして立花はクリスに反論した。

「何をしている。遅いぞ」

　そんな三人に声をかけてくる者がいた。ボゥイだ。心なしかその面は緊張しているようにも思える。

「遅いって急ぐような用事もないだろう？　こっちは『ハッピーラッキー』へ調査に行く予定だったんだし」

　達哉が言い返すが、ボゥイは厳しい表情で答える。

「その件は後だ。カリスがＴＺＹＸの重要メンバーを連れてきた。この辺り一帯のＴＺＹＸの中心的な人物だ」

　いささか持って回ったボゥイの言い回しとその雰ふん囲い気きから、さすがの達哉も何かおかしいと感じ始めていた。

「なにかあったのか？」

「来ればわかる」

「来ればわかるはないであろう。もう少しちゃんとした説明はできぬのか？」

　立花は反論するがボゥイはすぐに答えるつもりはないようだ。

「とにかく私からは何とも言えん。カリスから直接、説明して貰った方がいいだろう」

「ひょっとして大物が釣れたとか？」

　少しからかうようにクリスが言うが、ボゥイはそれに乗るつもりはないようだ。

「来ればわかる」

　そう繰り返すボゥイに、達哉は立花やクリスと怪訝な顔を見合わせた。




　大会議室にはよく知る顔が並んでいる。ほのかに教師の春はる川かわ、芳よし里さと。大学の代表者たち。そしてＴＺＹＸのカリス。その中に一人、達哉たちの見知らぬ顔があった。

　シティファーザーズだ。黒い軍服のような服装からそうとわかる。他のシティファーザーズがそうであるように、彼もまた少年のような姿であった。

　黒髪に人ひと懐なつっこそうな笑みを浮かべたそのシティファーザーズの少年は、大会議室へ入ってくる達哉たちに気付くなり、座っていた椅い子すから立ち上がり自ら挨拶した。

「葦あし谷や達哉さんですね？　それに橘たちばな立花さんに栗クリ栖ス寺テラクリスティーナさん。お名前はかねがね……」

　しかしそのシティファーザーズの言葉を、クリスが途中で遮さえぎる。

「あ～～、その名前は止やめてよ。格かつ好こう悪わるいから。普通にクリスでいいわよ」

　黒髪の少年は一時、怪訝な顔をしてから苦笑する。

「いやぁ御ご免めんなさい。気がつきませんで。それじゃクリスさんでいいですね？」

「う、うん。まぁ……」

　にこやかに笑うシティファーザーズの少年に、クリスは何か面食らったようで目を白黒させる。ボゥイやアーサーたちのように、シティファーザーズはパッチワークワールドへ転移してきた転てん移い民みんたちを見下す傾けい向こうがある。クリスも反論したら一いつ喝かつされるくらいには思っていたのだろう。しかし黒髪のシティファーザーズからはそんな様子など微み塵じんも感じられない。

　もっともそれがまた不気味なのも事実だ。

「……達哉、何かおかしいとは思わぬか？　あの少年はシティファーザーにしては物腰が穏やかすぎる。あれではむしろ慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだ」

　立花にそう囁ささやかれて達哉も首を傾げた。

「う～～ん、まぁ何か引っかかるよな」

　黒髪の少年は達哉と立花のその会話も耳ざとく聞きつけたようだ。苦笑しながら達哉たちの方へ向き直る。

「申し訳ありません、葦谷さん。どうも僕ぼくはいろいろと誤解を受ける性格みたいなんです。不愉快に思われたら謝ります」

「……はぁ？」

　あまりに腰の低いシティファーザーズだ。達哉たちは呆あつ気けにとられるだけ。そのすぐ横では相変わらずボゥイは強こわ張ばった表情のままで立っている。それは一種異様な光景だったが、大会議室の中にいる誰もがそれを笑う余裕はないようだ。

「ええと、あのさ……」

　達哉は髪を掻かきながら黒髪のシティファーザーズとボゥイを交こう互ごに見やりながら尋たずねる。

「この人、シティファーザーズなんだよね？　ええと、どれくらい偉えらい人？」

　達哉のその問いに黒髪のシティファーザーズは口を開きかける。

「別にそれほどの者では……」

　しかしすぐにボゥイがそれを遮った。

「Ａ級エージェントのアシュータだ」

　出し抜けにそう言われたので達哉たちはボゥイの言葉の意味が即座に理解できなかった。Ａ級エージェントのアシュータと紹介された少年は、困ったような顔でボゥイに向き直ると言った。

「あの、ボゥイさん。Ａ級エージェントと言われても、僕は皆さんよりも年下なので……」

　ボゥイは厳しい顔つきのままでアシュータへ振り返ると言った。

「いえ、Ａ級エージェントには変わりありません。そして私はあくまでＢ級エージェントですから」

「それはシティファーザーズ内でのヒエラルキーでしょう。今はＴＺＹＸの代表としてここにいるのですから関係ありませんよ」

「そうおっしゃいましても……」

　ボゥイもアシュータの言動には当とう惑わくしているようだ。アシュータは自分で説明した方がいいと思ったのか、達哉たちの方へ歩み寄ると言った。

「いまボゥイさんからも紹介されたように、僕はシティファーザーズのアシュータといいます。一応Ａ級エージェントという事になってますが、見てのとおり年齢は皆さんと変わりありません」

　アシュータのその言葉に立花はボゥイへ尋ねる。

「シティファーザーズというのは見た目よりも老ふけてるという話ではなかったのか？」

　いささか棘とげのあるその言い回しにボゥイは一時むっとしたようだが、すぐに気を取り直して説明した。

「エージェントアシュータはニューエイジという特別な存在なのだ。シティファーザーズの未来を託たくして生み出された……」

　一時ボゥイは言い淀よどむ。その隙すきにアシュータ自みずからが付け加えた。

「試験官ベイビーというのですかね。皆さんの言葉では」

「へえ、凄すごいな」

　すぐに返す言葉の出ない立花やクリスを尻しり目めに、例によってすぐさま達哉が反応した。

「いえ、どうという事はありません。生まれた形が違うだけで、後は皆さんと同じですよ」

　そう言ってアシュータは笑った。

「すまん、俺から説明するべきなんだろうが……」

　ようやく口を挟むタイミングを見つけたのか、カリスが座っていた椅子から立ち上がると言った。

「アシュータはＡ級エージェントであり、またＴＺＹＸに協力しているシティファーザーズを束ねている人でもある」

「それほどのものでも……」

　ボゥイの説明にアシュータは笑う。そんなアシュータの態度に、達哉が少し眉まゆをひそめて首を傾げた事に立花は気付いていた。

「近くの都市にあるＴＺＹＸのアジトを訪たずねた時、アシュータを紹介されたんだ。俺もその時まではまったく知らなかった」

　カリスの説明にボゥイはうなずく。

「カリスから話を聞いた時には私も驚きましたが、考えてみれば納得できる話です。エージェントアシュータ。あなたはニューエイジ。我々はもちろん他のＳ級スペシヤルズ、Ａ級エージェントとは違いますからね」

　気のせいだろうか。ボゥイの言葉からはいささか棘が感じ取れる。しかしアシュータは気に留めぬように答えた。

「僕なんてまだまだですよ。でもこのパッチワークワールドを何とかしたいという思いは皆さんと同じです。今のＳ級、Ａ級エージェントのやり方には疑問を感じてますから」

「いずれにせよ、アシュータほどの人がＴＺＹＸとして協力してくれるのはありがたい。いろいろとシティファーザーズの内情もわかるだろう」

　そう言うカリスにうなずいて春川も続けた。

「『ヘキサスコラ』が関かん西さいへ転移しなければ、アシュータさんと出で逢あう事もなかったでしょうな。不幸中の幸いという事ですか」

　しかし春川は値踏みするようにアシュータを眺ながめ回まわしている。どうもまだ完全に信頼を置くには至いたっていないようだ。

　ほのかもそんな空気を感じ取っているようだ。一つ咳せき払ばらいをしてから改めて達哉に尋ねた。

「それで周辺の都市を調査して何か新しくわかった事はあった？　さっきインターフォンでランドゥさんの事は聞いたけど」

『ヘキサスコラ』に戻ってすぐに達哉は簡単にほのかへ結果を報告していたのだ。

「うん、まぁ。正直、おっさんの事以外はあんまり目新しい事はなかったな」

　そう言う達哉に立花が付け加える。

「うむ、アシュータを連れてきたカリスの方がお手て柄がらだ」

「お手柄と言われてもなぁ。実際に何かやるのはアシュータだし」

　カリスは苦笑してみせる。一方アシュータはほのかが口にした名前に興味を持ったようだ。

「ランドゥさんとは、皆さんに協力している腕うで利ききハウンドの事ですよね？　もともとこちらにいた人のようで、シティファーザーズの間でも名前を聞きます」

「へえ、おっさんって結構有名人だったんだ」

「ええ、まぁ有名といいますか……。ちょっと過去にトラブルがありまして……」

　今まで人懐っこい笑みを絶やさなかったアシュータの表情がかげる。

「まぁおっさんの事だ。トラブルの十や二十は平気で抱えていそうだけどな。例のほら、ハッタだっけ？　『ハッピーラッキー』のギャンブラーとも因縁抱えているとかいう話だし」

　達哉が口にしたその名前にアシュータは厳しい表情を浮かべた。

「ハッタ？　『ハッピーラッキー』でギャンブラーをやってるハッタですね？　元ハウンドの」

「え、うん。まぁ」

　出し抜けに念を押された達哉は曖あい昧まいにうなずくだけだ。

「どうかしましたか、エージェントアシュータ？」

　尋ねるボゥイにはすぐに答えず、アシュータはしばらく何か考え込む。その様子に立花は何か思い当たるところがあったようだ。

「ランドゥが住んでいた都市が消えてしまったというあの事件に何か関係しているのか？」

　そう言われて達哉もポンと手を打つ。

「そういえばその話を教えてくれた、お婆さんもハッタという人が、おっさんの住んでいた都市が消える事を知っていたんじゃないかって言ってたな」

　そう言う達哉をじろりと睨にらみつけて立花はぼそりとつぶやいた。

「忘れていた癖くせに……」

「いやいや。覚えていたんだけど、すぐに出てこなかっただけだって」

「調子いいんだから」

　クリスが呆あきれて笑うが、アシュータは真剣な面持ちで口を開いた。

「ランドゥさんをそのハッタという人には会わせるべきではありません。ハッタは相当な危険人物と聞いています。ランドゥさんに何かあったら、皆さんはもちろん、我々ＴＺＹＸにも大打撃です」

　アシュータのその言葉に達哉と立花、そしてクリスは顔を見合わせた。

「あのお婆さんの口ぶりじゃ、ハッタという人はそれほど危険とは思えなかったなあ」

　首を傾げる達哉に立花とクリスも同意する。

「うむ、そうだな。詳くわしい人柄まで聞いたわけではないが、特に注意はされなかった」

「考え過ぎじゃないの、アシュータさん」

　そう言われてもアシュータは動じる様子はない。

「いえ、それはあくまでハウンドをやっていた頃の話ですよ。今はかなり剣けん呑のんな人物と聞いています」

「剣呑というと具体的にはどんな感じなんでしょうか？」

　ほのかの問いにアシュータは答えた。

「ハッタという男。ギャンブルにはめっぽう強いんですけど、勝負を邪魔されたり、イカサマだと言いがかりをつけてきた相手には容よう赦しやしないとか聞いてます」

「なんだ、そんな事か」

　立花は呆れたように言い放つ。

「ハッタというのがどれほど腕が立つのかは知らぬが、ランドゥの相手ではあるまい」

「そうだといいのですが……。ハッタは『ハッピーラッキー』の出身ではありませんが、他の都市のストレンジャーという噂があります。我々もハッタが本当にストレンジャーなのか、そしてどのような能力を持っているのかまでは把は握あくしてないんですよ」

　アシュータのその答えに立花とクリスは少し不安げな表情を浮かべた。その一方でボゥイは少し眉をひそめてアシュータを見つめている。

　達哉は立花とクリス、そしてボゥイを交互に見てから、改めてアシュータの方へ向き直った。

「う～～ん、じゃあおっさんを連れ戻した方がいいのかな？　多分『ハッピーラッキー』に向かったのは間違いないと思うんだけど。昨日、向かったのならもう着いてるだろうし、ハッタという人とも会っているんじゃないかな」

「それだったら急がないと」

　達哉たちを急せかすようにアシュータは言った。

「もしもランドゥさんが『ハッピーラッキー』に到着したのが、昨日の夕方以降ならまだ大丈夫かも知れない。カジノは夕方から開かれるし、ハッタは勝負が始まると絶対に人と会わないからね。無理を言っても警備員に追い返される」

「そうか、じゃあ善は急げだ。すぐにおっさんを連れ戻しに行こう」

「う、うむ。いずれにせよこれ以上、ランドゥを一人にしておくわけにもいくまい」

　アシュータの話を聞いていて、さすがに不安を覚えたのか、立花も達哉に同意した。

「よかったら僕も同行したいのだけれどもいいかな？　なんだったら僕からランドゥさんに事情を説明する」

「おお、そりゃ大助かりだ」

　達哉は一も二もなくアシュータの申し出を歓迎する。

「シティファーザーズのＡ級エージェントが助けてくれるんだったら、乗り物やアンドロイドも調達できるんだよな？」

　出し抜けに達哉からそう言われて、アシュータは困こん惑わくした顔をした。

「いや生あい憎にくとそうもいかないんだ。僕がＴＺＹＸに協力している事は、当然シティファーザーズ評議会には知られるわけにはいかない。乗り物ならここまで乗ってきたエアクッション艇ていがあるけど、アンドロイドを提供するとさすがに評議会にばれてしまう」

　アシュータのその説明にボゥイは怪訝な顔をして尋ねた。

「エージェントアシュータ。アンドロイドの投入くらいなら何とかなりませんか？　Ａ級エージェントならかなり融ゆう通ずうが利きくと聞いていますが？」

「あ～～、まぁそうなんだけどね」

　アシュータは苦笑いをボゥイに向かって返す。

「君の件があってから評議会もいろいろとうるさくなっちゃったんだよ。だから前ほど自由に装備を持ち出すわけにいかないんだ。御免」

「いえ、御免と言われましても……」

　Ａ級エージェントのアシュータに突然、くだけた口調で謝られたボゥイは呆気にとられたようだが、すぐに我に返って続けた。

「それにエージェントアシュータ自らが『ハッピーラッキー』に向かう必要はありません。『ヘキサスコラ』に残ってカリスたちと今後の事を相談するなり、評議会から疑われぬよう一度、帰還した方がよいのではありませんか？」

「一応、根回しはしておいたから、すぐには疑われないと思うよ。それに僕も実はハッタという人には聞いてみたい事があるんだ。もしかしたらランドゥさんとも関係があるかも知れない」

　ボゥイを煙けむに巻くつもりだろうか。アシュータは妙にくだけた口調でそう言った。

　いくらなんでも評議会に根回しなど、そう簡単には……。そう思ったボゥイだが、直前でその言葉を飲み込んだ。

　ボゥイのその反応に気付いているのかいないのか。アシュータは達哉たちの方へ向き直ると続けた。

「『ハッピーラッキー』はシティファーザーズの援えん助じよを受けないからね。あの都市に限った事じゃないけど僕たちは嫌われている。なかなか用もなしに都市には入り込めないんだ。僕にとってもこれはよい機会だから、同行したいんだよ」

「どうする？」

　達哉にしては珍めずらしくいきなり結論には飛びつかない。立花に目をやり尋ね、すぐに答えが返ってこないと見るや、今度はほのかの方へ顔を向けた。

「確かにアシュータさんが一緒なら心強いわね」

　ほのかの答えは含ふくみがあるが、カリスは違うようだ。

「そうだな、アシュータが協力してくれるなら心強い。ランドゥも連れ戻してくれるだろう」

　どうやらカリスは完全にアシュータを信用しているらしい。

「じゃあそういう事でいいか。『ハッピーラッキー』に行くのは、また俺たちでいいのかな？　あとアシュータさんも一緒で」

　そう言う達哉にアシュータは一つ注文をつける。

「アシュータでいいよ、葦谷くん」

　言われた達哉は意外そうな顔をしたものの、すぐにうなずき返した。

「そう？　じゃあ俺も達哉でいいや」

「わかったよ。それじゃよろしく頼むよ、達哉」

　そう言うとアシュータはまた人懐っこい笑みを浮かべた。




「どう思う？」

　達哉たち三人とアシュータが大会議室を出ていくなりボゥイは、ほのかやカリス、春川の方へ向き直ると尋ねた。そんなボゥイにカリスは怪訝な顔を浮かべた。

「どうって何が？　ランドゥさんと、ハッタとかいう人の事か？」

「鈍にぶいな貴様は」

　呆れたように嘆たん息そくするボゥイだが、さすがに春川は気付いていたようだ。

「あなたも信用ならないと見てますか、ボゥイさん」

　その言葉にボゥイは無言でうなずく。二人のそのやり取りにカリスは当とう惑わくする。

「信用ならないって……。アシュータがですか、春川先生？」

　カリスの問いに思わぬ方から返答があった。ほのかである。

「私も正直、何か引っかかりますね」

「みんな、気にしすぎだ」

　カリスは渋面を作ってみせる。どうやら自分が連れてきた重要人物に疑いの目を向けられているのが、いささか面白くないようだ。

「彼を紹介してくれたＴＺＹＸのメンバーは、関西方面の転移民側では指導的立場にいる。アシュータはともかく、転移民側の中心メンバーが裏切るはずもない」

「裏切ってはいないが、彼らもアシュータに騙だまされていたとすれば？」

　そう言うボゥイにカリスは憤然として言い返す。

「君自身、シティファーザーズを裏切ったのだろう？　Ａ級エージェントのアシュータも裏切ったところで何もおかしくない」

「Ａ級エージェントの中でもニューエイジのアシュータは特別なのだ。シティファーザーズを裏切るにしても、私たちとは違う目的があるような気がする」

「違う目的？」

　唇くちびるを嚙かむボゥイにほのかがそう尋ねた。

「アシュータ自身も言っていただろう？　彼は遺伝子操作された試験官ベイビー。一部方面に関してはずば抜けて高い知能を持つ。その中でもアシュータは何か特別な実験を担当していたというのが、もっぱらの噂だ」

「ストレンジネスアトラクターですか？」

「わからん」

　ほのかの問いにボゥイは頭を振るだけだ。その時、出し抜けに大会議室の入り口から声が聞こえてきた。

「ランドゥのおっさんが住んでた都市が消えたのと何か関係があるかもな」

「達哉!?」

　ほのかをはじめ、皆は驚きを隠せない。アシュータと一緒に出ていったはずの達哉がひょっこり戻ってきたのである。

「いやぁ、ちょっと忘れていた事があったんで戻ってきたんだ」

　そう言って笑いながら達哉は大会議室へ入ってきた。その手には古めかしいトランジスタラジオがある。

「これ、春川先生ならわかるかなと思って」

「ほぉ、こりゃまた年代物だな。どこにあったんだい、葦谷くん」

　達哉から手渡されたトランジスタラジオを懐なつかしそうに眺めながら春川はそう尋ねた。

「いやぁ、ちょっと俺も驚いたんですけど……。立花やクリスも知らなかったみたいで……」

　達哉にしては珍しく遠回しな言い方だ。ほのかも怪訝な顔をする。横から春川が持つトランジスタラジオを見ていた芳里も声を上げた。

「あら、これ。お父さんが同じメーカーのラジオを持ってましたよ。型も同じみたいですね」

「そうなんですよ」

　首を傾げ髪を掻きながら達哉は言った。

「これ、ハッタの話をしてくれたお婆さんから貰ったんですけどね。何でもランドゥのおっさんがパッチワークワールドへ転移してきた時に持っていた物みたいなんです。これを食い物に換かえてくれって」

「え？」













　ほのかは思わず声を上げ、そしてもう一度トランジスタラジオをよく観察してみた。物心ついた頃にはすでに携帯電話やインターネットが普及していた達哉やほのかにとってはこんなトランジスタラジオなど骨こつ董とう品ひんの領域だ。しかしスピーカーの下に刻印されていたメーカーロゴには見覚えがある。

　日本人なら誰でも知っている国内有数の家電メーカーのロゴだ。もっともそれはあくまで達哉たちの世界での話。別の世界からやってきた立花やクリスは、そんな会社の事は知らないはずだ。

「おいおい、それは本当かい。葦谷くん」

　さすがに春川も驚いたようだ。

「じゃあランドゥさんは、私たちと同じ世界から来たというの？」

　ほのかに尋ねられても達哉としては答えようがない。

「う～～ん。おっさんが持っていたとしても、本当に元の世界から持ち込んだ物かどうかもわからないし……。おっさんへ最初にハウンドの仕事を世話したっていう、元ハウンドネストのお婆さんが言ってただけだからなあ」

「同じ世界から複数の都市、いやストレンジャーが別々に転移してくるというのは、あり得ない話でもないと思うが、私個人としては他に例を知らないな。それこそエージェントアシュータに聞いてみないと……」

　ボゥイも首を傾げるばかりだが思わず口を突いて出た名前に、今しがたの話を思い出した。

「それよりも達哉。エージェントアシュータだが気をつけた方がいい」

「うんまぁな。俺もちょっと引っかかる。立花もなんかうさんくさいと思ってるみたいだし」

　達哉のその答えにカリスはますます機き嫌げんが悪くなる。

「おいおい、達哉くんまでそんな事を言うのかい？」

「いやまぁ。でも何か引っかかりませんか？　カリスさん。いきなり自分から乗り込んできたんでしょ？」

「それは……、まぁそうだが」

　達哉の指摘にカリスも口ごもってしまう。

「何事もないのなら、それに越した事はない。しかしエージェントアシュータと行動するなら気をつけた方がいい。あくまで念には念を入れての事だ。達哉」

　カリスを一いち瞥べつしてからボゥイは達哉にそう忠告した。カリスも仕方がないという面持ちで嘆息するだけで、反論はしなかった。

「ああ、わかってるって。まずはおっさんを連れ戻すのが先決だからな。まったく困った中年だぜ」

「また安やす請うけ合あいして。大丈夫なの？」

　ほのかが呆れたようにそう言うが、達哉は相変わらずだ。

「まぁ俺に任せておいてくれよ。おっさんはもちろん、アシュータにも探りを入れてみるぜ」

「無理はするな、達哉。私にも考えがある。準備ができたら、合流するかも知れない」

　意味ありげにそう言うと、ボゥイはほのかに一瞥をくれてから付け加えた。

「あまりほのかを心配させるなよ。一番、お前の行動にやきもきしてるのは、ほのかだからな」

　そう言われた途端、ほのかは真っ赤になる。

「ボ、ボ、ボゥイさん！　そんな言い方は……！」

　しかし唐とう変へん木ぼくの達哉がボゥイの真意に気付くはずもない。

「なぁにほのかが口うるさく言うのは、昔からだからな。お互い様だよ。だろう、ほのか!?」

　そう言われたほのかは一瞬きょとんした顔をすると、しばしの後、うんざりしたように答えた。

「ええ、そうね」

　そのほのかの肩をぽんと叩いて芳里は言った。

「あなたも苦労するわねえ。穂ほ積づみさん」




「遅いぞ、何をしていた！」

　大会議室から戻ってきた達哉を、立花は憤然としてそう怒ど鳴なりつけた。

「いや、ほら。お婆さんから預かってきた、あのトランジスタラジオを春川先生たちに渡してきただけだって。何かわかるかも知れないだろう？」

「あぁあのラジオか。でも本当に達哉くんたちが来た世界にもあったメーカーと同じだったの？」

　クリスはまだ疑わしげだ。

「う～～ん、古いタイプのロゴデザインだけど間違いないと思うぜ。芳里先生のお父さんも同じ物を持っていたとか言っていた」

　そこで達哉はエアクッション艇の運転席から顔を出しているアシュータへ視線を巡らせる。

「あ～～、そうだ。アシュータなら何かわかるかもって、ボゥイが言っていたけど……。わかる？」

「ええと、何の話かな？　今ひとつ君たちの言ってる事がわからないんだけど」

　そう言ってアシュータは首を傾げた。

「ランドゥのおっさんが、パッチワークワールドに転移してきた時に持っていたラジオのメーカーが、俺たちが転移してきた世界にもあった会社らしいんだよ。そんでランドゥのおっさんも実は俺たちと同じ世界から転移してきたんじゃないかってね」

　アシュータがシティファーザーズのアジトから乗ってきたエアクッション艇は大型のピックアップトラックを思わせる形状だ。達哉は後部座席のドアに手をかけながら話を続けた。

「それでさ、ボゥイが言うには自分よりもアシュータに聞いた方が何かわかるんじゃないかって。ストレンジネスアトラクターの研究とかやっていたんだって？」

　アシュータがやっていた研究内容についてはボゥイはわからないと言っていた。達哉なりにアシュータに鎌をかけてみたのである。そして思いの外、あっさりとアシュータは口を割った。

「うん、まぁね。ストレンジネスアトラクターに限らないけど、パッチワークワールドそのものというか、転移現象全般についてかな」

「頭いいのねえ」

　クリスは驚いたようにそう言った。

「だってあなた、他のシティファーザーズと違って、見た目の年齢どおりなんでしょ？　達哉とは大して変わらないはずじゃん」

　その言葉にアシュータは笑う。

「だってほら。僕は特別、頭がいいですから。物心つく頃には、もう転移現象の研究を始めてたくらいだし」

「ははは、そうか……」

　あっさりとそう言うアシュータに、達哉は乾かわいた笑いを浮かべ、そして立花とクリスは呆れたような顔をする。そんな三人にはあまり関心を示さず、アシュータは続けた。

「うん、あり得ない話じゃないね。一つの世界から一つの都市というか、一人のストレンジャーだけがこのパッチワークワールドへ転移してくるというわけじゃない。少なくともそうでなければならい理由は今のところ見つかっていない」

　アシュータは後部座席に乗った達哉に向かってそう答えた。達哉はエアクッション艇の外で待っていた立花とクリスに乗るように促うながしながら、アシュータに向かって言った。

「へえ、じゃあ同じ世界から別の都市が転移してくる事もあるってわけか」

「そうだね。可能性は低いけどないわけじゃない」

　達哉の隣に陣じん取どった立花は、身を乗り出すようにしてアシュータに尋ねる。

「ストレンジャーは一つの世界に一人ではないのか？」

「そうでなければならない理由はない。決して多いとは言えないけど、どの世界でも一定の確率でストレンジャーが存在するんだよ。そもそも一つの都市に一人とも……」

　そこでアシュータは突然、言い淀む。

「どうした？」

　怪訝な顔で尋ねる立花に、アシュータは振り返ると言った。

「うん、ちょっとね。実はエージェントアーサーがまとめたこの都市、『ヘキサスコラ』って名前だっけ？　その報告書に目を通したんだけど」

「うん？　どうかしたのか」

　持って回ったアシュータの言葉に達哉は訝いぶかる。

「結論から言うとエージェントアーサーは『ヘキサスコラ』にストレンジャーが二人いると推測してるらしい」

「二人？」

　顔を見合わせる立花とクリスにアシュータは言った。

「うん、僕も同じ意見だ。ストレンジャーが二人いるから、その結果、干かん渉しようが起きて『ヘキサスコラ』はパッチワークワールドと元の世界を行き来している。一方が引き寄せられるともう一方が反発するから、なかなか安定しないという感じかな」

「あれ、それじゃあ……」

　しかしそれを聞いた立花が色めき立ち、達哉を遮って口を開く。

「ちょっと待て、アシュータ。もしもそれが事実ならば、ストレンジャーを複数揃えればパッチワークワールドと元の世界を行き来する事ができるのではないか？」

　その時だ。達哉はアシュータが一時、険けわしい表情を浮かべたように思えた。しかしすぐさまその面は柔にゆう和わな笑みに戻る。

「うん、まぁそうかもね。そうだと話は楽なんだけどね」

「ふぅ～～ん、本当かなあ」

　そんな言葉が反射的に達哉の口を突いて出た。何気ない言葉のつもりだったが、アシュータは突然、苛立ちを顕あらわにした。

「なんだい、達哉。君は僕が噓うそをついているとでも言うのかい!?」

　出し抜けに感情を剝むき出だしにするアシュータに、言われた達哉はもちろん立花やクリスも面食らって呆気にとられるだけだ。そんな三人の反応に、アシュータは慌あわてて言い繕つくろう。

「いや、御免。ちょっと別の事を考えていたものだから……。ほら、そろそろ『ハッピーラッキー』へ向かって出発した方がいいんじゃないかと思ってさ」

「カジノが開くのは夕方からだから、まだ時間はあると言ったのはお前ではないか」

「そうだっけ？」

　立花にそう問い詰められてもアシュータはしらばっくれるだけだ。

「まぁいいよ。それじゃさっさと『ハッピーラッキー』へ行こう。早めに着いても損はないだろう」

　話を切り上げるように達哉はそう言った。

「そうだね」

　アシュータは何事もなかったかのようにそう答え、そしてエアクッション艇を発進させた。

　さすがにシティファーザーズの技術力は達哉たちの世界を上回っているようだ。達哉たちの世界のエアクッション艇は、移動する際にけたたましいほどの轟音を立ててしまうのだが、アシュータが操縦しているものはせいぜいが小型トラックほどのエンジン音なのである。

「……そういえば」

　思い出した風を装よそおい達哉は後部座席から運転席のアシュータに向かって尋ねた。

「なんだい、達哉」

　少し言い淀んでから達哉は続けた。

「あのさ、ストレンジャーってストレンジネス能力ってものがあるんだよな？　それってどういうもの？」

「なんだ、お前。もう何度も説明したではないか」

「いや一応、専門家に聞いておこうと思ってさ」

　呆れる立花に達哉はそう弁明した。そんな達哉に悟さとられぬよう、アシュータは口元に薄い笑みを浮かべて答えた。

「それもそうだね。もっとも僕もストレンジャーじゃないから、具体的にはわからない。でも感覚が鋭えい敏びんになったり、特定の感情を抑制できたりする程度らしい。超能力みたいな便利な物じゃないみたいだね」

「『霧む笛てき港こう』のあの娘は、確か恐怖感を押さえ込める能力だったな」

　杏きよう子この事を思い出した立花がそう言った。

「それって例えば、時間感覚が変わったりするのもあり？　例えばほら、人間て危険な目に遭あうと、実際には数秒だったりするのが、何分にも感じたりするじゃん。そういうのもストレンジネス能力なのかな？」

「やけに具体的ね」

　クリスが疑わしげな目で達哉を見やる。

「達哉殿、ひょっとして自分がストレンジャーであると自覚があるのですかな？」

　突然、樋笠が喋しやべった事にアシュータは少し驚いたようだ。

「あれ、その日傘、喋れるんだ？」

「これは自己紹介が遅れました。私、橘家の執事も務めております日傘型アンドロイドの樋笠と申します。お嬢じようさまにはお子様の頃からお仕えさせていただいております」

「へえ、珍しいね。なんでまた日傘型のアンドロイドなの？」

「ああ、それはだな……」

　何気なく尋ねたアシュータに、立花もすぐに答えようとする。しかし即座に答えに詰まってしまった。

「ええと……、あれ？」













　首を傾げる立花に樋笠が助け船を出す。

「幼い立花さまでも自由に持ち歩けるよう、日傘の形としたはずではありませんか。まさかお忘れしたわけでは……」

「何を言う！　ちゃんと覚えているぞ!!　お爺じいさまがそうしてくださったのだ。忘れるはずがない」

「それならばよいのですが……」

　日傘の表面に表示されている目で、樋笠はいささか心配そうな表情を作ってみせた。何でもない風を装う立花だが、アシュータはその変化を見み逃のがさなかった。一瞬、立花の面に不安げな色が宿り、それを誤魔化すかのように窓の外へ視線を巡らせたのだ。

　達哉がそれに気付く前にアシュータは先程の話を蒸むし返かえす。

「達哉。ストレンジネス能力の事だけど、さっき言ったみたいな時間感覚の変化も確かにあり得るね。達哉がストレンジャーなら、『ヘキサスコラ』にはもう一人ストレンジャーがいるはずだけどね」

「こやつがストレンジャーのはずがなかろう。そんな便利な能力があるなら、もっと役に立っている」

　不安を紛まぎらわせるかのように立花が口を挟んだ。

「でもランドゥはストレンジャーだって噂があるのよ」

　クリスの言葉にアシュータはうなずく。

「腕利きのハウンドならその可能性は高いね。もしもそうなら余計にハッタには会わせない方がいい」

「うむ。確かにランドゥならストレンジャーであってもおかしくないな。もっともランドゥならば、ストレンジネス能力がなくとも頼りになる。達哉とは大違いだ」

　そう言って自分の方を横目で睨みつける立花に、達哉はほとほと呆れたようだ。

「あ～～、はいはい。おっさんは格好いいで構かまいませんよ」

　そしてアシュータの方へ向き直ると尋ねた。

「ところでさ、同じ都市のストレンジャーじゃなくても、『ヘキサスコラ』みたいな逆ぎやく転てん移いや再さい転てん移いが起きるのか？」

　達哉のその言葉にアシュータは曖昧に首を捻ひねる。

「さぁ僕もその辺はわからないよ。エージェントアーサーが何か研究していたようだけどね」

「そっか」

　思いの外、あっさり達哉は引き下がったが、何事か考え込んでいる。

「えっと……」

　妙な空気にクリスは困惑を隠せない。アシュータは笑いながら話題を変える。

「ははは、ちょっとおかしな話になっちゃったね。でもついでという訳じゃないけど、いい機会だから一つ聞いておきたいんだ」

　そう前置きしてからアシュータは尋ねた。

「君たちはどうしてＴＺＹＸに協力しているんだい？」

「どうって……」

　出し抜けにそう尋ねられた達哉たちは思わず顔を見合わせた。その中で一番、最初に口を開いたのはクリスであった。

「別に私は理由があるわけじゃないなあ。乗りかかった船というか……。ランドゥが協力していたのが切っかけだけど、達哉や立花ちゃんたちを見ていると、何か放っておけなくて……」

「別に私は放っておいて貰ってもいいのだがな」

　不安を紛らわせるためか、立花は唇を尖とがらせてみせる。

「じゃあ君はどうなの？　元の世界へ帰りたいからかな」

　元の世界という単語に、アシュータはいやに力を込めてそう尋ねた。

「そうだな。帰りたくないと言えば噓になるし……」

「早く帰らないと、元の世界の記憶もなくなっちゃうからね」

　アシュータのその返答に立花はむっとして口をつぐんだ。

「でも考えてみて欲しいんだ。人間は未来に生きるものだ。それならパッチワークワールドをよりよい世界にした方がいいんじゃないかってね」

「元の世界へ戻れなくてもいいのかよ？」

　意外そうにそう言う達哉にアシュータは答えた。

「君はエージェントボゥイやカリスからＴＺＹＸの目的を聞いているんだろう？　アーサーたちＡ級やＳ級エージェントたちは、パッチワークワールドを元の姿に戻したい。でも僕は違う」

　ＴＺＹＸの目的と言いながら、僕という表現を使うアシュータに達哉は眉をひそめた。

「僕は今のこの世界、パッチワークワールドを理想の世界へしたいんだ。そのためにはストレンジネスアトラクターの研究がかかせない。それに……」

　アシュータはエアクッション艇のバックミラーへ目をやると付け加えた。

「『ヘキサスコラ』の技術力、科学力もね」

「今さらシティファーザーズがうちの学校をどうこうしても意味ないでしょ。うちの学校じゃ恐竜型のロボット作ったりできないぜ」

　達哉が言うのは『ヘキサスコラ』がパッチワークワールドへ転移してきた直後、シティファーザーズが送り込んできた翼よく竜りゆう型ロボットの事だ。転移してきた都市の住民にシティファーザーズを信用させるためのいわば仕掛けである。

「もちろん科学力では僕たちの方が優れてるよ。でも今のままでは実験や研究にも何かと不便だからね。協力して貰えればそれに越した事はない」

　自分の都合だけを一方的に主張するアシュータに、さすがの達哉も目を白黒させるだけだ。

「まったく、いけしゃあしゃあとよくも言えるものだな」

　達哉に代わって立花がアシュータを非難する。しかしその言葉にもアシュータは笑うばかりだ。

「ははは、僕は正直なのが取り柄なんだよ」

　そんなアシュータに達哉と立花、クリスは顔を見合わせて嘆息するしかなかった。




「よぉ、しけてんじゃねえか」

　店の中に入るなり、ランドゥはマスターにそう声をかけた。しょぼくれた口ひげをたくわえたマスターは、ランドゥに一瞥をくれるとすぐに皿洗いに戻る。

　カウンターの席にランドゥが着くのを待ってからようやくマスターは口を開いた。

「お前さんが通かよっていた頃よりは繁盛してるさ」

　その言葉が自じ嘲ちようである事は店の中を見回してみるとわかる。店の中は埃ほこりだらけ、テーブルや椅子も壊れて修理されていない。そもそも客がランドゥ以外にはいない。まだ日が高い時間帯ゆえ、酒場に客が少ないのは当然だが、それでも流は行やっているようには到とう底てい思えない。

「五年ぶりか。久々なんだから、ちったぁ驚けよ。俺もこの店がまだやってる事には驚いたんだぜ」

「お前さんはいずれこの『楽福』、いや『ハッピーラッキー』に戻ってくると思っていたからな。別に意外でも何でもねえ」

　そう言うとマスターは頼まれてもいないのに、ランドゥの前に黒ビールのグラスを出した。

「少し東の方に野や暮ぼ用ようがあってな。まだそいつが片づいていないんだが、こちらに来るついでがあったんだ。それで顔を出した」

　黒ビールを一気に半分ほど呷あおってからランドゥはそう言った。

「お前さんが来てる事は警備員連中から聞いた」

　そう前置きしてからマスターは続けた。

「ハッタの野郎だろう？　だから言ったじゃねえか。あいつが怪あやしいって。大体あの時、お前さんをうちに誘う事自体、何か裏があったとしか思えねえだろう」

「まぁな」

　無ぶ精しようヒゲを抜きながらランドゥはしばし黙もつ考こうする。そんなランドゥにマスターは話を続ける。

「シティファーザーズのアーサーだったか。そいつは見つかったのか？　いや、まだ片づいてないって事は見つからないのか」

「いや見つけた。見つけた事は見つけたんだが、いろいろとあってこっちに来るハメになっちまったんだ」

　ランドゥのその答えをマスターは笑う。

「ふん、相変わらずだな。話は聞いていると思うが、ハッタの野郎は向こうの『ＴＨＥギャラクシー』ってカジノを根ね城じろにしてるぜ。ここ数年、併へい設せつのホテルから一歩も出ないで、ギャンブルに明け暮れてやがる」

「変わった事は？」

　そう問われてマスターは安っぽく肩をすくめてみせる。

「すべて」

「ハッタの野郎についてだけでいい」

「妙に羽振りがよくなった。最初の頃は大負けする事もあったんだが、すぐにどこからか資金を調達して、またギャンブルにつぎ込む。今では負け知らずのカリスマギャンブラー様だ」

　それを聞いてにやりと笑うランドゥに、マスターはひと言付け加えた。

「未来予知のストレンジネス能力があるって噂がある。そうでもないとそこまで勝てないってな」

「ねえよ」

　ランドゥはマスターの言葉を即座に否定した。

「ハッタはストレンジャーかも知れねえが、そんな都合のいい能力なんて持ってるわけじゃない。それにストレンジネス能力たって、そんなご大層なもんじゃねえ。まぁ本人がそれをわかっているのかどうか、まあそこが問題だな」

「お前さんがそう言うんなら、そうなんだろうさ」

　案外あっさりとマスターはランドゥの言葉を受け入れた。

「まぁハッタの件は今日中には片づけるさ。じゃあな。また来る」

　ランドゥはカウンターから離れると、テンガロンハットを上げて軽く挨あい拶さつした。

「おい、ランドゥ。世の中には飲み代ってものがあるんだけどよ」

「そいつは知らなかった。大発見だな」

「ああ、すげえだろう。お前が飲み代を払ってくれるなら、さらに大発見だ」

「ＯＫ、ツケといてくれ」

「五年前のツケも残ってるんだがな」

「わかってるよ」

　マスターはそう言って出ていくランドゥを無言で見送った。




「……そういえばボゥイさんは？」

　達哉がアシュータと共に『ハッピーラッキー』へ向かった後、大会議室で雑務をこなしていたほのかが、ふとボゥイの姿がない事に気付いて皆にそう尋ねた。

「そう言えば先程から見えませんね」

　芳里も首を傾げた。

「ちょっと『ヘキサスコラ』を離れると言って、自分のエアクッション艇で出ていった。『ハッピーラッキー』の場所を確認していたから、達哉くんたちの後を追ったんじゃないのか」

　二人の会話を聞いたカリスがそう説明した。

「そうですか……。でもなんで一緒に行かなかったのかしら？」

「アシュータに疑念を持っていたようだから、別行動を取って監かん視しするつもりじゃないかね。まぁそれでボゥイの疑いが晴れるなら、俺は別に構わないけどな」

　首を傾げるほのかにアシュータを完全に信頼しているカリスはそう言った。

「まぁ正直、私もあのアシュータという人はちょっと……」

「はぁ……」

　苦笑いを浮かべてそう言う芳里に、カリスはいささか肩を落とす。

「そういえばさっき、達哉と話していた時、ボゥイさんは『考えがある』みたいな事を言っていましたね。この事だったのかしら」

「そうなんじゃないですか」

　少しふて腐くされたようにカリスはそう答えた。




「この辺りで間違いないはずだが……」

『ヘキサスコラ』からエアクッション艇を飛ばして十数分。ボゥイは何もない荒野でエアクッション艇の速度を落とした。

　一見すると三百六十度どの方向を見ても、同じ風景のように見える。しかしボゥイは周到に隠されたそのシンボルを見つけた。

　あそこか……。

　ボゥイはエアクッション艇をゆっくりとそちらの方向へ向けていく。

　人の腰ほどの大きさがある岩が数個、一定の間隔で並んでいる。何気なく見るとただの変哲もない岩だが、ボゥイはそれが意味するところを知っていた。

『ヘキサスコラ』がこちらへ転移したという情報は伝わっているはずだが、さすがに各中継施し設せつを撤てつ収しゆうする事はしなかったか。

　ランドキッドナップ現象が頻ひん発ぱつしているため、シティファーザーズは重要拠点を地中深くに作っている。重要拠点同士の通信も地下ケーブルを利用しているのだ。

　ボゥイが探していたのは、通信用地下ケーブルの中継施設。ボゥイの裏切りが発覚すると同時に、関かん東とう周辺の中継施設はすべて廃はい棄きされたが、さすがにまだ関西ではそこまでの処置は行おこなわれていないようだ。

　地下中継施設は巧妙にカモフラージュされているが、シティファーザーズだけが知る目印、シンボルが施ほどこしてある。

　ボゥイは置かれた岩で示される地下中継施設の入り口を難なく探し当てた。

　少し窪くぼんでいる以外は、これといってどうという事もない荒れ地の一角。ボゥイはもっとも窪んでいる地点に立ち、つま先で転がっていた石のいくつかを掘り起こす。

　あった……。

　石の下から妙に固い岩盤が顔を出す。さらに土を払いのけると、岩盤の一部にまるでボタンのような突起がある事がわかる。

　事情を知らない人間から見れば、妙な形だと首を傾げるだけに留まるのだろうが、その絡から繰くりを知っているボゥイは、突起を足で踏み込むと言った。

「誰かいるのだろう？　私がエアクッション艇でここへ来たのも見ているはずだ」

　一見したところではわからないが、近くの岩か何かに監視カメラが隠してあるはず。地下中継施設で待機しているシティファーザーズは、ここに来るボゥイを見ているのは間違いない。

　岩盤の下から場違いなピッと言う電子音が聞こえるなり返答があった。

「Ｃ級エージェントのクーベルです。何か御用でしょうか」

　ボゥイは覚悟を決めるように一つ深呼吸してから言った。

「Ｂ級エージェントのボゥイだ。関東方面を担当していた。そう言えば、私の今の状況がわかるな？」

　一瞬の沈黙の後、クーベルと名乗ったＣ級エージェントは震える声で答えた。

「あ、あの……。Ｂ級エージェントのボゥイですか？」

「そうだ」

　再びしばしの沈ちん黙もくが流れる。関西方面のシティファーザーズにもボゥイの裏切りは当然、伝わっているはずだ。そのボゥイが自らシティファーザーズの拠きよ点てんに来たのである。向こうはその意い図とを計りかねているのだろう。

「ええと、その……。エージェントボゥイ。如い何かなる御用で……」

　どのように応対したものか。クーベルは困り果てているようで、慎重に言葉を選びながらそう尋ねた。

「エージェントアーサーに取り次いで欲しい。至急だ。エージェントアシュータの件で話があるとな」

「取り次げと言われましても、いきなりＡ級エージェントには……。それにエージェントボゥイ。あなたは評議会より処分が通達されております」

　煮え切らないクーベルの態度にボゥイは思わず声を荒らげた。

「そんな事はわかっている！　殺さつ処しよ分ぶんでも何でも好きなようにすればいい。その前に私は確認しなければならない事があるのだ。エージェントアシュータの真意と、それを評議会がどう評価しているのかをな！」

「……わかりました」

　どこまで事の重大さを理解しているのかはわからないが、とりあえずクーベルは折れてくれたようだ。

　よし、これでいい。

　ボゥイは自分に言い聞かせる。

　アシュータに何か腹づもりがないのならば、自分はここで裏切り者として評議会から処刑される。しかし自分の読みが正しければ、アーサーはもちろん評議会もアシュータの危険性を認識しているだろう。

　そうなれば、アーサーや評議会を巻き込む事ができる。

　いま一番、危険なのはアシュータだ。アーサーでも評議会でもない。

　ボゥイの直感がそう告げていたのだ。そんなボゥイの足あし下もとで、分厚い岩盤がスライドして、地下施設へ通じる縦穴が姿を現した。
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「それは真まことか？」

「はい、旦だん那なさま」

　正ただ真まさの問いに若わか松まつがうなずく。

「まだ確認は取れていませんが、あの学園都市『ヘキサスコラ』は関かん西さい、大おお阪さか湾わん近辺に出現したという情報が入りました。運搬業者の護衛を仕事にしているハウンドからの話です。都市の外見から推測して『ヘキサスコラ』で間違いないかと」

『ヘキサスコラ』が再び姿を消した翌日。シティ『花はな形がた』で橘たちばな正真は私室でその報告を受けたところだった。

「ふむ、まずは僥ぎよう倖こうという事か。ランドゥ殿と一緒ならば立りつ花かも無事だろう。しかし関西、大阪湾とは……。何とも不思議な巡めぐり合わせだな」

「そういえばランドゥ殿は昔、関西方面でハウンドをしていたと聞きましたが」

　正真のつぶやきに若松はその事を思い出した。

「そうだ」

　正真はうなずき、そして前にしていた机の引き出しを開けた。

「瀬せ戸と内ない海かいの小島で転てん移い現げん象しように遭そう遇ぐうしたようだ。もっともランドゥ殿も転移してから二十年ほど。もうすでに元の世界の記憶はない……」

　そう言いながら正真が引き出しから取り出したのは、一つの古めかしい懐かい中ちゆう時計だった。

「元の世界にいた時から持っていた、この懐中時計の由来ももちろん覚えてはおらぬ。しかしこれを私に預けた理由は覚えているだろう。いや、忘れられぬはずだ」

　若松もその懐中時計は初めて見る。

「旦那さま、それは一体？」

　正真は若松の問いにうなずき答えた。

「うむ、ランドゥ殿から預かっている物だ」

「左さ様ようでございますか」

　正真のその口調から何か因いん縁ねんのある物と悟さとった若松は、自みずから詮せん索さくするような真ま似ねはしない。それを承知した上で正真は説明した。

「ランドゥ殿はこの世界で結婚して家族をもった。その後、訳あって家族を亡くされたのはお前も知っているだろう。早い話、この懐中時計は家族の形かた見みなのだ」

　深く詮索するつもりのない若松だったが、それでも正真の今の言葉には首を傾かしげる。

「なぜランドゥ殿はご家族の形見を旦那さまにお預けになったのでしょうか？」

　若松が疑問に思うのも無理からぬところだ。家族の形見ならばなおさらの事、肌身離さずにしておきたいはず。

「ランドゥ殿なりのけじめのつけ方なのだ。けじめがついたとランドゥ殿が思う時まで、私がこの懐中時計を預かる約束だ」

　正真はそうと答えただけであった。今の段階では正真がこれ以上の説明をする意思がないと若松もわかっていた。しかし一方でおおよその事情を察さつせられたのも事実だ。

　若松は頭を垂れて言った。

「それでは引き続き『ヘキサスコラ』に関する情報収集を続けます」

「うむ。何かわかったら、すぐに連絡してくれ」

　手にした懐中時計へ感かん慨がい深ぶかげな視線を送る正真に、もう一度、礼をしてから若松は部屋から下がった。




「あのすいません。お客さま。ハッタ様とのアポイントメントは……」

「ねえよ、そんなものは！」

　ランドゥはそう言い放つとカジノの店員を押しのけ中へ入り込もうとする。店員がカジノの奥へ目配せすると、きらびやかな店内の各所に影のように身を潜ひそめていた黒服にサングラスの男たちが音もなくランドゥの前を固めた。

　ただでさえごつい体格の上、スーツは所々が膨ふくらみ何か武器を隠しているさまがありありとわかる。

「お客様。『ＴＨＥギャラクシー』は紳しん士し淑しゆく女じよの社交場でございます。楽しく遊んでくださるのなら、何も文句は申しませんが、他のお客様にご迷惑をかけるようでしたら、こちらとしても相応の対応をさせていただく事になります」

　野太い声で威い圧あつするように黒服の男はそう言った。何のことはない。出ていけ、出ていかないと力ずくで追い出すと言っているのだ。

　もちろん、それに応じるランドゥではない。

「そりゃ結けつ構こう。俺は他の連中に迷惑をかけるつもりはないんでな」

　そして黒服の男たちの間をすり抜けようとする。その瞬間だ。黒服の男たちの様子が変わる。威圧感から明確な敵意になったのだ。

「おい、待てや。おっさん！」

　黒服の一人がスーツの下から伸縮式の特とく殊しゆ警けい棒ぼうを取り出すや、空あいた方の手でランドゥの肩に摑つかみかかろうとする。しかしランドゥはまるでそれを予期していたかのようにするりと避よけてしまう。続けざまに特殊警棒を振り下ろすがそれも空くうを切るだけ。

「野郎！」

　黒服二人がランドゥを挟はさみ込もうとする。しかしランドゥはコートの下から取り出したスタンスティック『しばき棒』を黒服の一人に打ちつけた。その黒服は呻うめき声を立てて床に転がり、ようやく事の次第に気付いた周囲の客の間から悲鳴が上がる。

「こうなったら力ずくでも……！」

　残った黒服が特殊警棒を投げ捨て、懐ふところから拳銃を取り出したその時だ。

「止やめなさい。ここは紳士淑女の社交場ですよ。手荒な真似は慎つつしむようにいつも言ってるではないですか」

「マネージャー？」

　黒服が振り向いた先にはタキシード姿の中年男性の姿がある。その視線を追ったランドゥも男性に気付いたようだ。

　テンガロンハットの鍔つばを指先で弾はじき上げる。

「お前さんか……」

「帽ぼう子しを被かぶったままというのは、マナーに反してますよ。相変わらずですね、ランドゥ」

　マネージャーはランドゥに歩み寄りながらそう言った。

「相変わらずすかしてやがるな」

　にやりと笑みを浮かべてランドゥはようやくテンガロンハットを取った。ランドゥが帽子を取ったのを確認してマネージャーは満足げにうなずく。

「よろしい」

　そして黒服たちへと振り返る。

「これでよろしいでしょう。こちらのお客様も当カジノのルールどおり帽子を取ってくださいました」

　ランドゥから『しばき棒』の一撃を食らった黒服は、立ち上がりながら怪け訝げんな顔で尋たずねる。

「アガタマネージャー、自分たちはこの男がアポイントなしでハッタ様に会わせろと入ってきたというので……」

　アガタと呼ばれた男はわざとらしく首を傾げてみせる。

「おかしいですね。私はこちらの方が着帽不可の規程を守っていないと聞いたのですが……」

　そして入り口へと頭を巡らせ、最初にランドゥへ声をかけた店員に向かって尋ねた。

「そうでしたね？」

　言葉尻こそ柔にゆう和わだが、その声からは有う無むを言わさぬ調子が感じ取れる。店員はさっと背筋を伸ばして答えた。

「はい、そのとおりでございます。アガタマネージャー」

「聞いてのとおりです」

　アガタは黒服の男たちに向かって言った。

「問題ありません。下がってください」

　どうやらこのカジノではマネージャーであるアガタの意思は絶対のようだ。黒服の男たちも身を縮こまらせるようにして一礼すると下がった。

「偉えらくなったもんだな」

「偉いですから」

　にやりと笑ってランドゥに答えると、アガタは続けた。

「ハッタなら一番奥にあるルーレットの所にいます。今日はまだ勝負をしていません。声をかけるなら今ですよ、ランドゥ」

「ＯＫ」

　そう答えたランドゥは、いつもの癖くせでうっかりテンガロンハットを頭に戻そうとしてしまう。

「お客様、店内では帽子の着用は禁止です」

「ああ、悪ぃ」

　ランドゥは所しよ在ざいなさげにテンガロンハットを下ろした。そんなランドゥに向かってアガタは付け加えた。

「気を利かせてあげたのです。以前のツケはちゃんと返して欲しいものですね」

「考えておくわ」

　そう言うとランドゥはカジノの奥へと向かっていった。




「いやはやまったく……。これは面白いことになりましたね」

　エアクッション艇ていの操縦席でアーサーは独りごちる。アーサーは『ヘキサスコラ』出現の報を聞き関西へ駆けつけてきたところだった。そこにボゥイからの連絡が来たのだ。

　いずれはここへ戻ってくることになるとは思っていたがよもやこんな形でとはな。エアクッション艇の外に流れる景色を眺ながめアーサーは思いを巡らせる。

　それにしてもやはりアシュータか……。評議会も目をつけていたが、ここに来て自ら動くとは。

『ヘキサスコラ』の転移を好機と見たか……。まぁいい。それならばこちらも動くまでだ。いずれにせよアシュータはこのままにしておくわけにはいかない。

「まぁ、それは向こうも同じでしょうけどね」

　アーサーは最後のひと言を口に出してつぶやいた。




「おお、これは確かに凄すごいな」

　達たつ哉やは周囲を見回して感かん嘆たんの声を挙あげた。シティ『楽らく福ふく』こと『ハッピーラッキー』に到着した頃には日も傾かたむき始めていた。カジノが本格的に始まるのは夕方から。それでもすでに店は開き軽快なＢＧＭと共にネオンサインも輝き始めていた。

　その光景は達哉にとってはテレビや映画でしか見た事のないラスベガスを思い起こさせるものだった。違うのはネオンサインや飛び交う言葉が日本語という事だろうか。そのせいだろうか、本場ラスベガスよりはかなり下世話な雰ふん囲い気きがある。

「まったく、騒々しいだけではないか。こんな所のどこがいいのだか」

　立花はあまりこの都市の雰囲気に感かん銘めいを受けないようで、先程から憮ぶ然ぜんとした表情のままだ。

　アシュータと共にゲストチケットで『ハッピーラッキー』に入った達哉たちはランドゥの行方ゆくえを追っているところ。達哉と立花、そしてクリスに分かれて情報を集めていたのだ。もっとも実際に情報を集めるのはクリスの方で、達哉たちはアシュータの見張りといった方が適当なところだ。

　アシュータは少し離れた所で、物もの珍めずらしそうに周囲を見回していた。そんなアシュータを見ながら立花はぼやいた。

「お前もあいつも、すっかりお上のぼりさん気分だな。こんな事で本当にランドゥを見つけられるのか？」

　そして立花は少し頰ほおを膨らませてみせる。

「まぁ何とかなるんじゃないの？」

　いつもの調子で軽くそう答える達哉を、立花はキッと睨にらみ上げた。

「まったく、お前はいつもいつもそうだ！　もう少ししっかりして貰もらわないと困るのだ」

　そう言う立花に達哉は首を傾げる。

「なんで俺がしっかりしないと立花が困るんだよ？」

「それはだな……」

　言いかけた立花だが、途中で返答に詰まる。しばらくそのままの姿勢で何事か考え込んでいたが、それでも答えが出てこないようで、今度は腕組みをし始めた。

　やがてポンと手を打ち、立花は逆に達哉に向かって尋ねた。

「達哉がしっかりしないと、なんで私が困るのだ？」

「いや、だからそれは俺が聞いているんだって」

「そうか、それもそうだな……」

　立花は首を傾げるが、そうしたいのは達哉の方であった。達哉が自分の方を怪訝な顔で見ているのに気付いた立花は一つ咳せき払ばらいをしてから言った。

「と、とにかく！　お前はもうちょっとしっかりしないと、私が困るのだ！　確かにランドゥは頼りになるが、お前を見てると危なっかしくて仕方ない」

「おっさんと比べられても、困るんだけどなあ」

　頭を掻かく達哉に、ぷいと立花はそっぽを向いてしまう。

「とにかく、お前を見てるといらつくのだ！　もうちょっとしっかりしていれば、そんな気分になる事もないんだろうが。少しは私の事を……」

　そこまで言いかけた立花だが、突然、頰を赤くして口をつぐんでしまった。その異い変へんに気付いた達哉は前に回り込もうとするが、立花は慌あわててあらぬ方へ顔を向ける。

「どうしたんだ？」

「な、なんでもない！」

「そんなわけないだろう。何か様子が変だし……」

「なんでもないと言ってるだろう!!　ええと、なんだ。ほら……。アシュータだ、アシュータ。あいつを一人にしておくのは危険ではないのか」

　心配する達哉の方へ目を向けないままそう言い放つと、立花は少し先にいるアシュータの方へ小走りに駆け寄る。そして肩ごしにつぶやいた。

「……まったく、気の回らない男だ」

「あ、何か言ったか」

　聞き返す達哉にまたもや立花は声を荒らげた。

「何も言ってない!!」

　そんな事を言い合いながら近づいてくる達哉と立花に気付いたようだ。アシュータは二人の方へ振り向いた。

「賑にぎやかでいいじゃないか。この『ハッピーラッキー』という都市は。シティファーザーズの援えん助じよなしでここまで発展するのは凄い事だと思うよ」

　達哉たちから疑惑の目を向けられているのを察しているのかいないのか。アシュータは他人事のようにそう言った。その視線がある場所で止まる。

「どうかしたのか？」

　尋ねる達哉にアシュータは頤おとがいに指を当て鷹おう揚ように答えた。

「いやいや、ああいうのもいいものだねえ」

　達哉が視線を追ってみると、そこではバニーガールがカジノの呼び込みをしているところだった。その姿に達哉も思わず鼻の下を伸ばす。

「お～～、いいねえ。リアルバニーガールか。初めて見たよ！」

「バニーガールというのか。あの頭の上の飾りは何を意味してるのかと思ってね」

　どうやらアシュータはバニーガールを初めて見るばかりか、その衣装がウサギをモチーフとしている事も知らないようだ。ひょっとしてウサギそのものを知らないのかも知れない。しかし達哉がそれを説明する前に立花が憤ふん然ぜんとしてみせる。

「何をしている、お前たち。みっともないぞ、さっさとランドゥの行方を捜さぬか！」

「立花お嬢じようさま。人目があります。あまりランドゥ殿の名前を出さぬ方が……」

　立花が手にした樋ひ笠がさがそうたしなめた時だ。

「達哉くん！　立花ちゃん！」

　突然、人混みの間からクリスの声が響ひびいた。振り返ると反対側から行き交う客を掻かき分けながらクリスが歩み寄ってきた。街中の喧けん噪そうで声を張り上げないと話が聞き取れない。クリスは内容を悟られぬよう注意をしながら達哉と立花には聞こえるように言った。

「ランドゥの行き先がわかったわ。やっぱりハッタの所みたい。昨日、ランドゥに会った警備員がハッタを捜していたと言ってたわ。ハッタは『ＴＨＥギャラクシー』というカジノにいるみたいよ」

「でかしたぞ、クリス！」

　立花はぱっと顔を輝かせた。

「よし、そうと決まれば話は早い。すぐにそのカジノへ行こうぜ。おい、アシュータも……」

　達哉がそう言いながら振り返った時、三人の側そばにはアシュータの姿はなかった。クリスと話をしていたほんの一瞬の間に、どこかへ姿を消してしまったようなのである。




　見つかったか？

　ボゥイは並んだカジノやホテルの間にある路地へ身を隠す。大通りでは客をカジノへ招いているバニーガールの姿が見て取れる。

　ここへ来る途中で寄った中ちゆう継けい施し設せつで転てん移い民みん向けの物資から、女性用の地味なワンピースを調達してきた。髪型も変えツインテールをほどきアップにまとめている。達哉や立花はともかくアシュータとは会って間もない。身なりを変えておけば即座に気付かれるはずがない。

　何とかアシュータに気付かれぬ前に達哉たちと接触したかったのだが、どうやらそれは難しそうだ。アシュータを監かん視ししているつもりなのだろう。達哉と立花はアシュータの側から離れない。クリスが単独行動をとってランドゥの情報を集めていたようだが、そちらと接触すればよかったと思っても後の祭り。

　どうやらクリスはランドゥの居場所を見つけたらしいな。達哉たちの様子からボゥイはそう判断する。話は騒音でなかなか聞き取れないが、立花の喜び方からそう察せられる。

　後をつければランドゥと合流できるはず。アシュータの処置はランドゥと合流してからでもいいか。いや、その前には恐らく……。

　待てよ、おかしい。

　ボゥイはその事に気付いて慌てて大通りの達哉たちの方へ視線を戻した。達哉に立花、そしてクリスの姿が人混みの向こうに見えるがアシュータが見えない。どうやら達哉はアシュータを捜しているようで周囲を見回していた。

「しまった……！　と思ってるでしょ？」

　突然、背後から声がかけられた。ボゥイは舌打ちと共に振り返り、腰に下げたポシェットに隠した銃へ手を伸ばす。しかし背後に回り込み、密ひそかに隙すきをうかがっていた相手が後手に回るはずもない。

　鋭く空気を劈つんざく音がしたかと思うと、ボゥイは左脇腹辺りに強い衝撃を受け、声もなく路地に転がった。

「貴様……」

　呻うめきながら見上げる視線の先には、無表情にボゥイを見下ろすアシュータの姿があった。

「何をこそこそしてるのかと思ったけど……。まぁ今さら聞く事もないかな」

　意外な事にアシュータはそのままボゥイにとどめを刺す事はなく、手にしたシティファーザーズ特製消音器付き拳銃を服の下に隠す。

「情けをかけるつもりか？」

「冗談でしょ」

　アシュータは口の端で嗤わらう。

「僕ぼくは人殺しはいやなんだ。例えそれが僕の敵になる奴でもね。この都市の連中はシティファーザーズを嫌ってる。どうせ君を助けようなんて物好きはいない。正体がばれたらそれでおしまいさ。あとは転移民に任せるよ」

　そう言いながらアシュータは倒れているボゥイをまたぐと、そのまま大通りに向かおうとする。

「ああ、でも大通りに出られると面倒だね。しばらくここにいてくれよ。ここなら大声を出しても大通りまで聞こえないだろうし」

　アシュータはまた軍服の下から拳銃を取り出し、倒れているボゥイの右足に狙ねらいを定める。次の瞬間、直接骨を殴られたかと思うほどの衝撃がボゥイを襲った。

　呻く余裕すらもなくボゥイはただその場に丸くなるだけだった。

「じゃあね」

　そう言い放つとアシュータは再び拳銃を隠し、大通りへ向かって歩き出した。

「ま、待て……！　アシュータ。達哉……、そいつは危険だ。そいつはストレンジネスアトラクターを……」

　声を挙げようとしても声にはならない。ボゥイはただ大通りへ向かうアシュータの後ろ姿を見る事しかできなかった。出血のためだろう。その視界も徐々にぼやけていく。

　くそ……、間に合わないか……。




「どこに行っていたんだよ」

　捜し回るまでもなかった。アシュータはすぐに人混みの間から姿を現あらわした。小走りに駆け寄ってくるアシュータに達哉がそう声をかけた。

「いやぁ、あのバニーガールというものをよく観察しておこうと思ってね。どうしてあんな格かつ好こうをしているのか興味があるだろう」

　にやにやしているアシュータにクリスが意外そうな顔をしてみせる。

「へえ、あんたたちもああいうのに興味があるんだ？」

「興味があるというか、不思議に思っただけだよ」

　そう答えるアシュータに、クリスは首を傾げ鼻をひくつかせる。

　硝しよう煙えんの臭いに気付いたか。そう察したアシュータは達哉と立花の方へ声をかけた。

「それでどうしたんだい？　ランドゥさんの行き先がわかったのか」

「ああ、そうだ。『ＴＨＥギャラクシー』というカジノに向かったらしい。ランドゥが追っているハッタという男がそこにいるようだからな」

　アシュータに疑念を持っている立花はつっけんどんにそう答えた。

「よし、じゃあ急ごう。ランドゥさんをハッタに会わせるわけにはいかない。『ＴＨＥギャラクシー』というカジノはどっちだい？」

　アシュータにそう尋ねられてクリスは反射的に答えた。

「うん、あっちの中心街のほう。一番、高いビルのすぐそばだって」

「よし、急ごうか。達哉」

「あ、うん」

　ハッタを危険だと言っているのはわかるにしても、なぜアシュータがそんなに急ぐのか。達哉は首を傾げ、そして立花、クリスへと順に視線を送る。二人も同じ疑問を持っているようだ。しかし今はランドゥと合流するのが優先。アシュータが何かを企んでいるにせよ、ランドゥがいれば何とかなるだろう。今はアシュータから目を離さない事が重要だ。

　目を離さない？

　今しがたまでアシュータはどこにいたのだ？　達哉はアシュータが興味を持っていたというバニーガールの方へ頭を巡らせた。カジノの前に立つバニーガールたちは通行人に声をかけている。衣装や客引きの文句こそ違え、それはこの『ハッピーラッキー』内では珍しくもない光景だ。

　ん……？

　達哉はそれに気を取られた。

　バニーガールたちが立つカジノと、隣のカジノの間には細い路地がある。隣のカジノは高級そうだがこぢんまりとした店みせ構がまえで、反対側の通りを使えば簡単に裏へ回る事ができそうだ。

「どうしたんだ？　そんなにバニーガールから離れるのが嫌なのかな」

　にやにや笑いながらアシュータがそう達哉に尋ねた。

「いやちょっと……」

「まぁ仕方ないわね。男の子だもん」

　口ごもった達哉をすかさずクリスがからかうと、横で見ていた立花が途と端たんにむくれ始める。

「あんな格好のどこがいいのかわからん！」

「私は悪くないと思いますぞ」

　意外な事に樋笠が賛さん意いを示してきた。

「そうそう、きっとランドゥも好きだよ」

「ランドゥに限ってそんな事はあり得ん!!」

　立花はむっとしてそう言い放つと、歩を早めて『ＴＨＥギャラクシー』のある一番高いビルの方へ向かう。

「急ごう、達哉」

「ああ、うん」

　アシュータに声をかけられて達哉も急いで立花の後を追い始めた。

　もっとも達哉が気を取られたのは、カジノの店構えではない。二軒のカジノの間にある路地の上。そこの景色が妙みように歪ゆがんでいるように見えたからだ。たわんだ透明なプラスチック版や古い板ガラスを通して見ているようなのだ。そうと見えるのはハンドボールくらいの空間。その端から細いアンテナのようなものが時々突き出すのも目に入る。

　達哉は最近、同じような現象を目にした記憶があったのだが、アシュータに急せかされている事もあり、すぐには出てきてくれなかったのである。

「う～～ん？」

「どうしたのよ」

　首を傾げる達哉にクリスが訝いぶかり尋ねた。

「いや、ちょっと……。まぁいいか」

　なんだっけなぁ……。のど元まで出かかってるのに。

　達哉は自分の記憶を探りながらも先を行くアシュータを追った。




「なんだ、ガキの癖してハウンドか」

　カジノから出てきたその客は蔑さげすむような視線を投げかけた。

「貧乏なハウンドはこの町に用などないはずだろう。仕事で来たわけじゃないならさっさと出ていけ。仕事ならすぐにクライアントの所へ行け。目め障ざわりだ」

「いやぁ、今日は野や暮ぼ用ようでしてね」

　銀髪のその少年は露ろ骨こつなその挑ちよう発はつを軽く受け流す。

「なんだと、このガキ！」

　どうもこの客は開店早々のカジノで早くも大枚をすってしまったようだ。腹いせに店を出てすぐ目についた通行人に絡からんだのだろう。

「お客様、店の前での騒動は困ります。ケンカならどこかよそでやってください」

　カジノの店員は銀髪の少年に絡む客を冷ややかな目で見つめてそう言った。負けて店を出て店先で通行人に絡むのはもはや客ではない。その視線はそう語っていた。

　銀髪の少年は客を無視してその店員の方へ声をかけてきた。

「なぁ、あんた。この店の人だろう。ちょっと話があるんだ」

「話？」

　無視された事に客がいきり立つ。

「何を言ってる、このガキ！　話をしてるのは俺……」

　その台詞せりふは途中で遮さえぎられた。客は腹部に強烈な打撃を受けて路上に転がったのだ。銀髪の少年が問答無用で、がら空きになった客の腹部に蹴けりを放ったのだ。

「しばらく何も見なかった事にしてくれないかな」

　そう言うなり銀髪の少年はポケットから取り出したものを店員に握らせた。それはシティファーザーズが発行している、食料や燃料、日用品などの生活物資と交換できるチケットであった。

「こんなものをいただきましてもねえ」

　店員の困こん惑わくは本物だ。シティ『楽福』こと『ハッピーラッキー』では、独自通貨『ハッピー』が幅はばを利かせている。都市の外では事実上の通貨として流通しているシティファーザーズのチケットも立場が弱い。

　しかしそれも数の問題だ。少年はさらに握りきれぬほどのチケットを押しつけた。

「実はちょっと余らせちゃってさ。隣の店にも話はつけてある。いやもちろん、断ってもいいけど。君にも悪い話じゃないでしょ」

　シティファーザーズ発行のチケットは、最小の単位が一日分の生活物資の提供を保証している。店員の手に握られたチケットの額面単位は「一〇〇」。つまり一枚で百日分の生活物資と交換できる。それが握りきれぬ程あるのだ。三枚で一年、三十枚で十年。当然、三百枚で百年分。正確にはわからないが、少年から握らされたチケットは間違いなくそれくらいはあるだろう。一時、店員は偽ぎ造ぞうかとも疑ったが、シティファーザーズのチケットは転移民の技術では偽造不可能。手にした感触からもそれが本物とわかる。

　生活物資の中には食料はもちろん、衣服やガソリンもある。シティファーザーズはチケットと交換した物資を他に流す事を特に禁止していない。これだけあればいつシティ『楽福』を出る事になっても、充分に生活していける。いや食うに困らないどころか、一生遊んで暮らすのも可能だ。

「何のことだかわからないが……。まぁ好きにしろ」

　震える声で店員は銀髪の少年に答え、チケットをポケットに突っ込むとカジノの中へと戻った。

「ＯＫ、物わかりのいい大人は好きだよ」

　銀髪の少年は大人というのをやけに強調して言った。

　隣はバニーガールで呼び込みをやっているカジノ。少年が言ったようにそちらにもすでに店員へ袖の下を渡してある。これから両店の間にある路地で何が起きても、両店の人間は見て見ぬ振りを決め込むだろう。

　銀髪の少年は路地の中へと入っていった。少し進むとそこでは血だまりの中で金髪の少女が倒れていた。

「つくづくあなたは運がよい。エージェントボゥイ」

　そう言って少年は路地の入り口の方へ視線を巡らせた。

「監視カメラをここまで配置していれば、私が追いかけてきた時にすぐに見つけて貰えると思ったのでしょうが。それにしても運がよい」

「……あなたなら、監視カメラの存在に気付くと思いましたからね。エージェントアーサー」

　息も絶え絶えにボゥイはそう言った。

「このまま私に殺されるとは思わないのですか？」

「覚悟はできてます。ただ……」

「ただ……？」

　ボゥイの言葉にアーサーは聞き返す。

「ただエージェントアシュータは、シティファーザーズにも転移民にとっても危険な存在と感じましたから……。その危険性を排はい除じよするには、あなたの力が必要と思っただけです。エージェントアーサー……」

「よろしい。私もエージェントアシュータは警けい戒かいしていました。遅かれ早かれこうなったでしょう」

　アーサーは満足げにうなずくと、倒れているボゥイに手を差し伸べた。そんなアーサーにボゥイは弱々しい笑みを返す。

「私を助けるおつもりですか、エージェントアーサー？」

「助ける？　とんでもない」

　アーサーは頭を振った。

「状況が変わりましたからね。まだあなたは利用できます。まぁ助ける事にはなるのでしょうが、それは結果論というものです」

　そう言うとアーサーはボゥイを助け起こした。




「ハッタ様、今日の勝負はどうなさいますか？」

「そうだね。昨日の相手はいささか物足りなかった」

　カクテルグラスを手にしたハッタは、まだ客のついていないルーレット台を眺めながら鷹揚に答えた。

「あまり歯ごたえがないと、逆に相手を気遣ってしまうから疲れるよ。ギャラリーも僕がすぐに圧勝してはつまらないだろうからね。今日のところはしばらく高みの見物をさせていただこうか。まだお客さんも少ないようだからね」

「そりゃ結構」

　やにわにカジノの隅すみから男の声が響く。

「それじゃ俺の相手をしてくれねえかね。ハッタさんよ」

　そう言いながら黒ビールの入ったマグを片手に、一人の男がルーレット台の方へと歩み寄ってきた。その姿にハッタは一瞬、無表情になる。あまりにも突然の出来事に、一時、感情が麻ま痺ひしてしまったかのようだ。

「……ハッタ様？」

　カジノの店員が声をかけてようやくハッタは我に返る。

「あ、いや。なんでもないよ……」

　そう答えハッタはカクテルに口をつけようとする。しかし手が震え思うようにいかない。グラスを取り落としそうになりながらも、ハッタは残ったカクテルを飲み干して、その男へと向き直った。

　向き直ってからも何と声をかけていいものか、しばらくの間、考えあぐねていたようだ。

「あ～～、そうだな……」

　気を利かせた店員が空いたカクテルグラスを受け取りに来る。トレーにグラスを戻す間にハッタは呼吸を整え、改めて男の方へ向き直った。

「いやぁ、久しぶりだな。ランドゥ」

「五年ぶりだな」

　ランドゥもマグの中の黒ビールを空からにして店員に渡す。

「いろいろと噂うわさには聞いているぜ。なかなか派手にやってるそうじゃないか」

「いや、まぁな。ぼちぼちだよ」

　ランドゥの意い図とを探るように、ハッタは曖あい昧まいな返答をする。

「昔からお前はギャンブルは得意だったがな。プロのギャンブラーになってるとは思ってもいなかったぜ」

　そう言いながらランドゥは空いたままのルーレット台に腰掛ける。ルーレット台を担当しているディーラーは、露骨に不愉快そうな顔をしてみせるが、そんな事を気に留めるランドゥではない。

「まあな。お前はまだハウンドをやっているんだろう？　なんだったら俺が仕事を紹介しようか？　いつまでもハウンドなんて根無し草を続けても意味ないだろう」

　一人称が僕から、昔と同じ俺に変わっている事には、ハッタ自身も気付いていなかった。

「あぁ、ハウンドといえばな。ハッタよ……」

　椅子に座ったランドゥはハッタを睨み上げるようにして言った。

「お前、ゴウトというハウンドを知ってるだろう？　もとはこっちでハウンドをやっていたはずだが、今は関かん東とうの方にいる」

「ゴウト？」

　一瞬、ハッタの表情が強こわ張ばったのは、ランドゥはもとより店員やディーラーの目にも明らかだった。それでもハッタは素知らぬふりを通そうとする。

「いや知らないな。昔の事もあってハウンドとは知り合いが多いもので、一人一人をすべて覚えてはいられないからな」

「そうか、お前は覚えてないのか……」

　ランドゥは意味ありげにそう前置きしてから言った。

「何年か前にな、そのゴウトという野郎と関東のハウンドネストで会ってな。俺と同じくこっちから流れてきたもんだから話が弾はずんだわけだ」

「……そうか」

　額ひたいから流れる脂汗に気付いたハッタは、視線で店員に飲み物を持ってくるように促うながす。店員が慌ててカウンターに走る間にもランドゥは話を続けていた。

「そのゴウトは実は俺と同じ目的でこっちから関東へ流れてきたわけだ。よぉ兄ちゃん。俺もビールお代わり」

　ハッタにカクテルを持ってきた店員にそう声をかけてからランドゥは言った。

「五年前、この近くでシティ『大だい園えん』という都市が消えた。それも逆ぎやく転てん移いとかじゃねえ。異常な消失の仕方だった。それを仕掛けたのがシティファーザーズのＡ級エージェントアーサー。そいつは今、関東で何かをやっているらしい」

　店員が持ってきた黒ビールのマグを受け取り、一口つけてからランドゥはハッタを見つめて付け加える。

「その話を教えてくれたのが、他でもない。お前だって話だ。ハッタ」

　自分を落ち着かせるようにグラスのカクテルを飲み干してからハッタはランドゥに答えた。

「そうだな。そういう話は複数のハウンドにしている。でもそれはお前も同じだろう。ランドゥ。エージェントアーサーが、シティ『大園』消滅に関わっていたというのは本当……」

「……なのはわかってる」

　ランドゥはハッタの言葉を遮り、指を突きつけて問い質ただす。

「あの時は俺も頭に血が上っていて、そこまで考える余裕がなかった。でもよ、確かにおかしい。なんで一いつ介かいのハウンドに過ぎないお前が、そんな事を知っていた？」

　その問いにハッタは笑いを繕つくろい、肩をすくめてみせる。

「なんだそんな事か。俺が独自の情報網を持っていたのはお前も知っているだろう。そのルートからの情報だ」

「そのルートってのはどのルートだ」

「教えられない。提供者の秘密を守るという契約で情報を流して貰ったんだ。ハウンドを辞めた今でもその契約を破るわけにはいかない。信用もあるけど、命にも関わるんでね」

「ＯＫ、じゃあ聞き方を変えよう」

　即答したハッタにランドゥはビールを一口呷あおってから尋ねた。

「ゴウトも首を傾げていたが、お前、あの事件以降、妙に羽振りがいいようじゃないか」

　その質問にハッタは今までになく余裕を持って答えた。

「ハウンドよりギャンブルが性しように合っていたみたいだからな。その理由はお前もよく知っているだろう」

　含ふくみのあるニュアンスだ。ランドゥはその答えに笑う。

「ああ、わかってるさ。お前以上にな……！」

「……ほぅ」

　逆げき鱗りんに触れるというほどではない。しかしランドゥの言葉がいささかハッタの癪しやくに障さわったのも確かなようだ。

「いずれにせよこの町でギャンブルをやって生活している方がいいという事さ。それだけだ」

「いくらお前にギャンブラーの才能があったとしても、元手がゼロじゃあどうにもならねえだろう？　ゴウトもその辺を不思議に思っていたぜ。最初からいきなり大きく張って『ハッピーラッキー』で話題になったとな」

「お前には言ってなかったが、昔からこつこつ小金を貯めていたんだよ。それが元手さ」

　憮然として答えるハッタにランドゥは畳たたみかける。

「それじゃあお前はなぜこの『ハッピーラッキー』を出ない？　金はもう充分にあるはずだ。カジノとホテルしかないこの都市にいても何も面白くないだろう。金は使わねえと意味がない」

「俺にとって金はギャンブルに使うための物だ。この都市以上にギャンブルが楽しめる所があるならばいざ知らず、他にないのなら動く理由はない」

　しかしなおもランドゥは食い下がる。

「ゴウトだけじゃねえ。他にもお前に言われてアーサーを追って関東へ来たハウンドを何人か知ってる。俺と同じようにな。連中、言っていたぜ。お前が何か怯おびえて『ハッピーラッキー』にこもっているようだってな」

「下らん話だ。お前はそんな話をしに来たのか、ランドゥ？」

　鼻で笑うハッタにランドゥは言った。

「お前、シティ『大園』が消える直前に、自分の知り合いだけには逃げるように連絡していたって噂は本当なのか？」

　一瞬、ハッタの顔が強張ったように思えた。しかしハッタはすぐに否定する。

「それはお前の勘かんぐりってものだ。ランドゥ。シティ『大園』の消滅で、家族を亡くされた事は残念だと思う。だが俺のクライアントが消滅直前にシティ『大園』から出ていたのはただの偶ぐう然ぜんに過ぎない」

「じゃあ消滅直前にお前が、俺をまだ『楽福』の方が通りがよかったこの都市へ誘ったのも偶然か？」

「他に何かあるとでも？」

　素知らぬ振りを決め込みハッタはそう答えた。

「何かあるって関西のハウンドの間じゃもっぱらの噂だって、ゴウトや他の連中も言っていた」

「悲しいぞ、ランドゥ。お前がそんな根も葉もない噂を真まに受うけるなんて」

　大げさに嘆なげいてみせるハッタだが、そうしている間にも店内にも客の姿が増えてきた。客たちはランドゥとハッタの会話に耳を傾け、口々に話を始めていた。

「ああ、俺も小耳に挟んだ事があるな」

「ハッタがシティファーザーズから情報を流して貰っていたって噂だろう？」

「ないない。シティファーザーズの方にそんな事をするメリットがあるはずがない」

　周囲のそんな空気にハッタの方が徐々に追い詰められていく。その頃合いを見計らってランドゥが言った。

「俺が聞きたいのは本当の事だ。ハッタ。いずれ関西へ戻ってきた時、お前を問い詰めてやろうとは思っていたが、ちょいとばかり事情があってな。側に来たもんだからついでに、お前の件を片づけに来ただけだ。そんなわけで時間がない……」

　ランドゥはルーレットの方に顎あごをしゃくる。

「久しぶりに勝負しようぜ、ハッタ。お前が負けたら本当の事を言って貰う」

「僕が勝ったらどうする？　何のメリットもないだろう」

　ギャンブルと聞いて少し落ち着きを取り戻してハッタは言った。

「面白い話ですね。この勝負、私が個人的にスポンサーとなりましょう」

　その声が響くなり、いつの間にかできていた周囲の人の輪が割れる。その間から現れたのは先程ランドゥを迎えたカジノのマネージャー、アガタであった。

　アガタの思わぬ申し出にハッタは当とう惑わくを隠せない。

「マネージャー。そんな事はこのカジノの服務規程に……」

「勝った方に十万ハッピー。私のポケットマネーから出します。天才ギャンブラーハッタと、彼と何やら因縁のあるハウンド、ランドゥ。どうです皆さん、今日最初の勝負としてはまずまずではないですか？」

　アガタの言葉にギャラリーは盛り上がる。

「十万か、これは面白くなってきたな」

「あのハウンド、ハッタを挑発するからにはかなり自信があるんだろうな」

「なぁにハッタが負けるわけにはいかねえよ」

　十万ハッピーといえば、最新のレートでシティファーザーズ発行のチケット約千単位と交換できる。少々贅ぜい沢たくしても一年は暮らせる。普通に生活しても三年は持つ計算だ。マネージャーをしているアガタにとってはほぼ年収に匹敵する額がくだ。

　ギャラリーのその盛り上がりにハッタも引くに引けなくなってしまった。

「まあいい、僕が負けるはずがない」

　ハッタはそう言うとルーレット台に着く。

「本当にルーレットでいいのか、ランドゥ？　いや別に僕は何でもいいんだけどな。どうせ負けるわけがない」

「ルーレットの方が都合がいい。その方が負ける気がしないからな」

　露骨なランドゥの挑発にハッタはむっとするが言葉に出す事はしなかった。

「よろしい、合意と見なします」

　二人がルーレット台に着いたのを確認してアガタが言った。

「ランドゥにいくつか当カジノのローカルルールを説明させていただきます。まず当カジノのルーレットでは、ディーラーがボールを投入してから張っていただきます。これはお客様とディーラーの勝負を盛り上げたいというオーナーの意向です」

「構わねえが、一つ確認したい事がある」

　無言のまま視線で言ってみろと促すアガタにランドゥは答えた。

「このディーラーは腕うで利ききなんだろうな？　見る限りちと頼りないようだが？」

　ランドゥにそう言われたディーラーは憮然とした顔でアガタへ視線を送る。アガタはディーラーにうなずき、ランドゥの方へ向き直ると言った。

「ルーレットに関してはうちで一番のディーラーです。もちろんハッタとの間でイカサマをやるような人間ではありません。私とこの店が保証します」

「ふん。まぁ信用ならねえが、あんたがそこまで言うなら我慢してやるか。じゃあ、話を続けてくれ」

　そう言うとルーレット台に置いてあったテンガロンハットを頭の上に戻そうとするランドゥにアガタはやんわりと注意する。

「失礼、このカジノ内では着帽が禁止されていますので。それから今回はお二人の勝負になりますので、ベット締めきりのタイミングは……」




「あそこだ、あそこ。奥のルーレットだっていうからあそこしかないはずだ」

　達哉は立花やクリスに奥の方を指さす。すでにそこには黒山の人だかりとなっていた。

「なになに、もう始まってるの？」

　クリスが背を伸ばしてルーレット台へ目を凝こらすが、まだ広いフロアの半分ほど先にある。距離にしてざっと二十メートルほど。到とう底てい、それくらいで見通せる距離ではない。ましてや小さな立花はなおさらだ。

「ええい、どうなっているのだ。箱はこ崎ざきを連れてきていれば、上に乗って見る事ができたのに……。おい、樋笠。お前、見られぬか？」

　そう言って立花は樋笠の柄えを持って頭上に掲げる。

「ううむ、ここからでは何やらさっぱりですな。もっと近づきませぬと」

　その時だ。ルーレット台を囲んでいる人垣からどよめきが上がる。どうやら思わぬ番狂わせに誰もが驚きを隠せないようだ。

「なぁなぁ、一体どうしたんだ？　何が起きてるの？」

　達哉は背伸びしてルーレット台を覗のぞき込む客の何人かに尋ねるが、相手の反応はさっぱりである。

「俺の方が聞きたいよ」

「なんでもハッタさんがよそ者と勝負してるらしいぜ」

「そんなのいつもの事じゃないか」

　どうやら聞いても埒らちが明あきそうにない。しかしそれ以上、近寄ろうとしても人垣が邪魔になっている。立花さえも通り抜けできそうにない。

「よそ者っておっさんの事かな」

「それはまずいな」

　達哉の言葉にアシュータが苦い顔をする。

「ハッタに会わせてしまうのはまずかったな」

「よし、それじゃあ今から乱入して止めてやる」

　達哉のその言葉を本気か冗談か、アシュータは図りかねたようにぽかんと眺めるだけ。しかし達哉が勢い込んで人垣を掻き分け始めたのを見て、ようやく本気だと悟ったらしい。アシュータは慌てて達哉を止めた。

「待て、達哉。ここで事を荒立てるのはよくない。二人が会うのを阻そ止しできなかったのは仕方ない。ここはまず勝負が終わるのを待った方がいい」

「う～～ん、それもそうか」

　達哉はいささか拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。

「皆さん。あそこによい場所がありますぞ」

「あそこもどこも、お前が言っただけではわからん」

　突然、声を上げた樋笠に立花がもっともな反論をした。そんな立花に応こたえて樋笠は詳くわしい説明をする。

「上を見てください。このカジノは一階と二階が吹き抜けになっております。二階の周囲が回廊になって一階が見回せるようになってますぞ」

「うわ、本当だ！」

　達哉が今さらのように驚きの声を上げるが、確かに樋笠の言うとおり、一階フロアを囲んで二階は回廊になっていた。そこにも見物客が鈴なりになっているが、一階よりはまだ余裕がありそうだ。何しろ高い場所だから背の低い立花でも階下を見下ろせる。

「階段はあそこか。よし、さっそく上に登るぞ！」

　立花は樋笠を手に二階の回廊へ繋つながる階段へ向かった。

「おい、待てよ！」

「単独行動は駄だ目めよ、立花ちゃん！」

　階段を昇る立花を達哉とクリスが慌てて追いかける。そんな三人を見やりながらアシュータは独りごちる。

「後手に回ったかな。まあいい。いくらでも凌しのぐ方法はあるさ」

　そうつぶやきながらアシュータは三人に続いて階段を駆け上った。

　回廊に上がった立花は人混みを掻き分けて手すりに近づく。

「おお、ランドゥだ！」

　ルーレット台に着いているランドゥの姿を見つけてそう叫ぶ。立花の位置はちょうどルーレット台を挟んでランドゥを正面から見る場所。ハッタは背を向けた格好になるが、ランドゥの視界には入るはずだ。

「おお、本当だ。おっさん、頑張れ！」

「きゃ～～、ランドゥ。愛してるわよ～～！」

　後から追いかけてきた達哉も声を上げ、クリスも黄色い歓かん声せいを上げた。

　その時になってようやくランドゥは達哉たちの存在に気付いたようだ。顔を上げ三人を見つけると、気まずい顔をして椅い子すの脇に置いたテンガロンハットに手を伸ばしかける。だがルーレット台の横にいた男に注意されて手を引っ込めると、回廊の上にいる達哉たちに向かって、唇くちびるに指を当ててみせ黙だまっていろと仕し草ぐさで示した。

「うむ、そうだな！　どうやらハッタとかいう男とルーレット勝負の真っ最中のようだ。気を散らせてはいかん。わかったな、達哉、クリス!!」

「おお、当然だ！」

「そんな事、言われなくてもわかってるわよ！」

　達哉、クリスは立花とうなずき合い、そして再びランドゥへ向き直ると、今度は声を揃そろえて言った。

「頑張れ、ランドゥー!!　フレーフレーランドゥ!!」

　さすがのランドゥもうんざりとした顔で三人に怒ど鳴なりつけた。

「だから黙っていろって言ってるんだ！　大体、おめえらどうしてここへ来た!!」

「ええと、それはだな……！」

　答えかけた達哉に、ルーレット台の脇に立つ男が口を開く。先程、テンガロンハットに手を伸ばしかけた時、注意したあの男だ。

「申し訳ありません。私はこの『ＴＨＥギャラクシー』のマネージャーのアガタと申します。いまお二人は大切な勝負の最中なのです。お静かにしてはいただけませんか？　お話はまた後でできるでしょう」

「だから黙っていろと言っただろう！」

　自分の事を棚たなに上げて立花が達哉とクリスにそう注意した。




「……なんだ、あの漫まん才ざいトリオは？」

　背後の回廊を振り返り見上げ、ハッタは怪訝な顔でそうランドゥに尋ねた。

「ちょっとした野暮用で、俺が世話になってる都市の連中だ。いや全員、その都市の住民という訳じゃねえが……。まぁいい。すぐにすむ。勝負が終わってから説明するとしよう」

　そしてランドゥはにやりと挑発的な笑みで続けた。

「どうせ、お前の負けは目に見えてるんだからな！」

　ランドゥの言うとおりだ。ハッタは苦戦している。最初のうちはハッタが無難に出目を当てた。それでもランドゥはハッタに対して挑発的な言葉を繰り返していたのだ。

　もっともそれもハッタにとっては予想ずみの事。ハッタはランドゥがストレンジャーという事も、またその能力も知っていたのだ。しかしそれはランドゥにとっても同じ事。お互いのストレンジネス能力は承知の上の勝負なのである。

　ランドゥの能力は、敵意を向ける相手の行動を先読みする事。だから俺に強い敵意を抱かせて、俺がどの目に賭かけるか読み取ろうとしているはず。

　ランドゥの挑発に耳を貸さぬ事。そうすれば負ける事はない。

　そうだ……。俺のストレンジネス能力は、ことギャンブルに関しては無敵だ。

　なにしろ俺の能力は未来予知。ランドゥの能力はあくまで敵意を持つ相手の行動を先読みするだけ。予知能力には敵かなうわけがない。

　ハッタは自分にそう言い聞かせていた。

「おい、兄ちゃん。さっさと次を始めてくれ」

　馴なれ馴れしくそう声をかけるランドゥに、ディーラーは不ふ機き嫌げんそうな表情を隠しもせずにルーレットを回す。

　ハッタが予知した目に賭けようとするのを、ランドゥが敵意の先読みで見抜けば、常に同じ結果になるはずだ。ただハッタの方が最初から大きく張り、ランドゥは様子見のつもりだったのだろう。少額ずつ賭けていたため、序盤はハッタが徐々にランドゥをリードしていた。

　それがある時から形勢逆転したのである。

　このままランドゥを押し切れる。どうという事はない勝負だった。

　その気の緩ゆるみがハッタのストレンジネス能力を鈍にぶらせたのかも知れない。初めてランドゥとハッタが異ことなる目に賭けたのだ。そしてハッタは外した。

　その後、数回はランドゥとハッタの勝ち負けは五分五分。そして徐々にハッタの負けが込み始めていた。

「どうした、張らないのか？」

　ランドゥがまたもやハッタを挑発するように言った。ハッタは無造作にチップを握り、賭けるべき出目を探る。予知のストレンジネス能力といっても、それはハッタ自身にも曖昧な感覚だ。この能力に目覚めてから十年近く経たつが、今でも漠然としか予知できない。ルーレットの出目については大体どの辺りに玉が止まるかというのはわかる。時折、前後に外す事はあっても、何回も勝負していれば最終的には勝てるはずなのだ。

　それなのに先程から完全にランドゥの後手に回っている。

　おかしい……。

　ハッタは徐々に焦あせり始めていた。

　今の自分はランドゥに敵意を持っている。だからランドゥは自分がどの目に賭けるか読めるはずだ。ランドゥはそこに賭ければいいだけの話だ。裏を掻くにはベット締めきりのぎりぎりまで待てばいい。

　いや、待てよ。それでもランドゥは自分がどこに賭けるかを読めるのではないか？　ならばぎりぎりまで予知のストレンジネス能力を使わなければ……。

　そうだ。ランドゥの挑発に乗らず、無心になって一時能力を封印するんだ。そしてベット締めきりの瞬間、予知能力を使って……。

「おい、ディーラーの兄ちゃん。ハッタさんが悩んでいるぜ。お前が下手だから困ってるんじゃないか？」

　そう言うランドゥを睨みつけてからディーラーは玉をルーレットに投げ入れた。次の瞬間、ランドゥは思いもよらぬ行動に出た。

「ほらよ」

　ハッタが迷っているうちに、ランドゥはいきなり『22』の目に大きくチップを張ったのだ。













　なに……？　まだ自分は予知のストレンジネス能力を使っていないはずだ。それとも無意識に使ってしまい、そこをランドゥに読まれたのか？　じゃあ自分が予知した出目はどこだ？　いや、待て。これもランドゥの挑発ではないのか？　確かにランドゥは大きく張ったが、すべてのチップというわけでもない。ここで揺さぶりをかけようという魂胆か？

　いや、そんな揺さぶりなどどうでもいい。俺が予知すればいいだけだ。同じ目に賭けてもランドゥより大きく張ればいい。

　どこだ、どこに来る？

　しかし気が焦るばかりでハッタはなかなか次の出目を予知できない。ストレンジネス能力を使っても、なかなか予知の結果が浮かんでこないのだ。

　くそ、なぜだ？　ランドゥに挑発されて平常心を失っているためか。今までにこんな事はなかった……。なぜだ!?

　そうこうしている間にもベット締めきりの時間が近づいてくる。

　ランドゥは『22』。同じか？　いや『00』のような気もする。……違う『13』だ！　待てここは……。

　一瞬、ハッタは雲間が切れ陽光が差し込むような錯さつ覚かくを覚えた。その錯覚が導くままハッタはその目に賭けた。

『８』。

　賭けたのは残りチップ全部。

　さぁ勝負だ、ランドゥ！




　会場がどよめきに包まれた。

「どうした？　ランドゥは勝ったのか!?」

　ディーラーとマネージャーが何か言っているようだが、会場内の喧噪で掻き消されてしまいよくわからない。手すりにしがみついた立花は傍かたわらの達哉にそう尋ねた。

「おう、ルーレットのルールはゲームでしか知らないが、どうも勝ったみたいだぜ!!」

「さっすがランドゥ！」

　クリスも飛び上がって喜ぶ。しかし周囲のギャラリーはランドゥの勝利を讃えるというよりは、なぜハッタが負けたのかそれを訝っているようである。

「おいおい、ハッタさんが何でこうも簡単に負けるんだ」

「ああ、ルーレットじゃ負けなしのはずなのに……」

　それを聞きつけた達哉が例によって首を突っ込む。

「おっさんが勝負してるハッタって、そんなに強いのかよ？」

「お前、あのテンガロンハットのハウンドの知り合いだったよな」

　先程、達哉たちが声援を送ったのを思い出した客の一人が逆にそう尋ねた。

「ああ、そうだけど？」

「あのハウンド、何かストレンジネス能力を持ってるのか？」

　その問いに達哉たちは顔を見合わせる。

「う～～ん、ハウンド仲間ではそういう噂が流れているけど。どういう能力なのか、あんまりはっきりした事はわからないのよね」

　クリスが首を傾げた。

「だけどハッタが天才ギャンブラーで、おっさんがそれに勝ててるという事は、やっぱり何かの能力で勝ってるとしか思えないなあ」

「うむ、ランドゥの事だ。ストレンジネス能力の一つや二つ持っていてもおかしくはない」

　達哉と立花がそう言うのを聞いて、尋ねた客はさもありなんと他の客とうなずき合った。

「そりゃそうだろうな。そうでもなきゃハッタさんに敵うわけがない。いや、何かストレンジネス能力があったとしても、勝てるとは限らないけどな」

「なになに、あのハッタという人もストレンジャーなのかよ？」

　馴れ馴れしく尋ねる達哉にうるさそうな視線を送りながらもその客は答えてくれた。

「いやはっきりとご本人がそう言った事はないんだけどな。でも圧倒的な勝率からストレンジネス能力を持ってると噂されてるんだ。それも並の能力じゃない」

「おお、ただの能力じゃない！　チート能力！　時間止めたり、絶ぜつ対たい遵じゆん守しゆの契約だったり！　これは燃え展開だぜ。もちろん草くさ冠かんむりじゃなくて、火ひ偏へんの燃え！」

　一人で盛り上がる達哉に立花とクリスは冷さめた視線を送ってから、改めてその客たちに向かって尋ねた。

「それでどのような能力なのだ？」

「並のストレンジネス能力じゃないっていう事は、かなり珍しい力なんでしょ？」

「だからきっと光速の拳こぶしとか！　無限に武器を呼び出せるとか！」

「お前は黙っていろ！　話がまったく進まないではないか！」

　立花が達哉を一いつ喝かつするのを待って、客の一人が口を開く。

「未来予知だって噂だぜ」

「予知？」

「ああ、数分だけだけど完全に未来を予知する事ができるらしい。だからハッタさんはギャンブルに負けなしだって噂だ」

　立花とクリスは即座にその言葉が意味するところを察して厳きびしい顔つきになるが、達哉はむしろ拍子抜けしたようだ。

「なんだ、ちょっと地味だなあ。もうちょっとこう派手に……」

「いやいや、ないない。あははは」

　突然、背後から乾かわいた笑いが聞こえてきた。笑い声がした方へ頭を巡らせると、人混みの間からアシュータが歩み寄ってくるところだった。

　首を傾げる達哉に代わり、立花がその疑問を口にする。

「なんだお前。今までどこにいた？」

「いやちょっと道に迷っちゃってさ」

　アシュータは髪を掻きそう弁明した。立花は疑わしげな態度は崩くずさないものの、それ以上、その件を問い詰める事はしない。

「それよりも、今のないないってどういう意味だよ？」

　達哉が尋ねるとアシュータは笑いながら答えた。

「ストレンジネス能力は人間の感覚、知覚が強化されただけだ。それほど超常的な力が使える訳じゃない。予知に近い事はできても、完全に予知する事は不可能だ。せいぜいが並外れた先読み能力といったところだろうね」

「あ～～、なるほどね」

「達哉。お前、全然わかっておらぬだろう」

　首を傾げる達哉にすかさず立花が突っ込みを入れる。しかしそれでたじろぐ達哉ではない。

「いやわかっているって。例えばほら……。え～～と野球選手が山を張って打つようなものだろう？　同じ山を張るにしても、新人よりベテランの方が当たりやすいとか」

「お前なにを……」

　言いかけた立花を遮り、アシュータは答えた。

「いや、達哉の言う事で大体正しいと思うよ。僕は野球選手が何だか知らないけど、山を張るって意味はわかる」

　アシュータのその答えに、それ見た事かと得意げな顔をしてみせる達哉を、立花は憤然として見上げるばかりだ。

「でもなんでハッタという人はギャンブルが馬鹿強いわけ？　しかもランドゥはそのハッタに勝っているみたいだし」

「さあね。でもハッタが何らかのストレンジネス能力を持ってる可能性は否定できないよ。ランドゥさんは何かその弱点を知っているのかもね」

　ハッタが勝負に専念するまで、後ろに隠れて様子をうかがっていたアシュータは、クリスにそう答えた。




　結局、玉が入ったのはランドゥが張った数字。ハッタは残りのチップをすべて賭けた勝負にも敗れた。

　最初は歓声を上げて一喜一憂していたギャラリーも、一方的に敗れたハッタに声もなく見つめるだけだ。ディーラーさえも唖あ然ぜんとしてランドゥとハッタを交互に見る事しかできない。

「勝負ありましたね」

　マネージャーのアガタがそう言うと、ハッタはがっくりとうなだれる。

「よし俺の勝ちだな。話して貰うぜ、ハッタ」

　ランドゥのその声にハッタは顔を上げる。

「ま、待て。ランドゥ。どうしても俺は納得がいかない。どうして俺が負けた？　どうしてお前が勝ったんだ？　お前はそれほどギャンブルが得意じゃなかっただろう。なのにどうして俺が負ける？　俺のストレンジネス能力は未来予知のはずなのに……！」

　思わず自分の能力を口走ってしまったハッタに、見守っていたギャラリーは騒そう然ぜんとなる。これまでにもそんな噂があったのだが、ハッタ自らが認めたのは初めてだったからだ。

　ストレンジネス能力自体、様々なものがあり、そして安定して発現できるとも限らない。ギャンブルで使う事を禁止してはいないカジノがほとんどだが、どうしても相手とイーブンコンディションで勝ったとは言えず、あまりよく思われていないのも確かである。

　自らストレンジネス能力を使っていた事を告白する事のリスクがわかっていないハッタではない。だからこそ今まで自分のストレンジネス能力を明かしてこなかったのである。だがそれが通じないとわかれば話は別だ。その理由を確かめない限り、ハッタはギャンブラーとして再起する事はできない。それもまたわかっていたのだ。

「お前が知っている事を全部話すというのなら教えてやらん事もない」

　そう言うランドゥを回廊の上から達哉がはやし立てる。

「おいおい、おっさん。人が悪いぜ」

「うるせい、お前は黙ってろ！」

　一喝したランドゥだが、達哉と立花、クリスの側になにやら見かけない少年の姿があるのに気がついた。年格好だけではなく何となく達哉に似た雰囲気もある。しかし少年は達哉の言葉につられてハッタが振り返るのを嫌うように人混みの影に姿を隠してしまった。

　特に達哉たちと知り合いというわけではないのか。ランドゥはそう思い、ハッタの方へ向き直った。

　まだ迷っているハッタにアガタが言う。

「いずれにせよハッタさんは負けました。ランドゥさんに知っている事をすべて話す義務はあるはずです。ランドゥさんが勝った種明かしをするか否かは、ご自身の自由という事になると思いますが」

　言い終えると同時にハッタが口を開く。

「わかった、言おう。どうせ負けた理由がわからなければ、俺のギャンブラーとしての将来はない」

「ＯＫ、じゃあサービスだ。俺から先にネタ晴らしをしてやろう」

　ランドゥは頭の上に乗っていないテンガロンハットの鍔を弾こうと指を伸ばしかけ、そこになにもない事に気付くや間が悪そうに手を下ろしてから言った。

「単純な話だ、ハッタ。お前は自分のストレンジネス能力を誤解していた」

「誤解？」

　鸚おう鵡む返がえしに尋ねるハッタにランドゥはうなずいた。

「ああ、誤解というか勘違いだな。お前はずっとそれに気付いてなかった。まぁ俺は気付いていたけどよ」

　それを聞いてまた達哉が回廊から突っ込みを入れる。

「最初から教えてやれよ、おっさん。人が悪いぜ」

「だからお前は黙っていろと言っただろう！」

　もう一度、達哉を怒鳴りつけてからランドゥはハッタに向かって続けた。

「お前のストレンジネス能力は相手の行動を先読みできる。ある意味、俺のストレンジネス能力と同じタイプだ。しかし先読みや予測ではあるが予知じゃあねえ。お前が予知だと思い込んでいたのは知っていたが、俺は昔から妙だと思っていた」

「予知じゃなければどうして先読みなんて事ができるんだ？」

　強張った顔で尋ねるハッタにランドゥは答える。

「お前の場合は、恐らく単なる観察力。驚異的な観察眼だ」

　いきなりそう答えられたハッタは当惑を隠せない。

「観察眼？　一体なにをどうして観察したら、ギャンブルの出目が当てられると言うんだ？」

　ランドゥはその問いには答えず、マネージャーのアガタへ尋ねる。

「よぉアガタ。ハッタが好このんでやる勝負はなんだ？　ブラックジャックやポーカーはやってもスロットマシンはやらないだろう？　やってもあまり勝てないはずだ」

「その通りですね」

　うなずくアガタにランドゥは重ねて尋ねた。

「ルーレットも玉を入れてから張るという、ここのローカルルール以外ではあまり勝てないはずだ」

「まさにその通り」

　岡目八目と言うべきか、端で聞いていたルーレットのディーラーの方が先に真相に気付いたようだ。

「……つまり私の癖を読んだと？」

「まぁそういう事だ」

「それはない！」

　ハッタは出し抜けに椅子から立ち上がり色を成して叫んだ。

「確かにディーラーの癖を見抜く事は重要だ。だが俺はそれだけを意識した事などない！」

「だからこそのストレンジネス能力なんだろうよ」

　ランドゥは言う。

「ハッタ。お前は無意識にその能力を使っていたんだ。最初はギャンブルで負けが込み、追い詰められた上で発現したとかいうパターンだろう。そしてお前は自分の能力がなんなのかわからないまま、それを予知だと思い込んだ」

「それは……、しかしランドゥ……」

　反論しようとしても言葉が思いつかない。ランドゥの指摘に思い当たる節ふしがあるようだ。

「ブラックジャックやポーカーならディーラーや対戦相手の微妙な癖を見抜ける。しかしスロットマシンだとそうは行かない。ルーレットでも張ってから玉を入れるルールでは意味がないってわけだ」

　力なく椅子に座り直すハッタにランドゥは追い打ちをかける。

「お前は俺の挑発に乗るまいと、意識を集中させたため、ディーラーの観察を怠おこたってしまったんだ。無意識の観察力というストレンジネス能力でも、さすがにディーラーを見ないとどうしようもない。文字通り自分で自分の目をふさいでしまったわけだ」

「……ランドゥ。相変わらずお前は……」

　そう言いかけたハッタだが、途中でその件に気付いて顔を上げた。

「待てランドゥ。それじゃあ俺が負けた理由がついても、お前が勝った理由がつかない。どうしてお前は出目が読めたんだ？　そもそもお前の能力は……」

　そこでランドゥはハッタに待ったをかけた。

「おっと、勝ったのは俺だ。俺のストレンジネス能力をバラすのはなしだぜ。企業秘密だ。俺の能力がわかっていれば、容易たやすく想像はつくだろう。なぁ、ディーラーの兄ちゃん？」

　馴れ馴れしくランドゥからそう話しかけられて、ディーラーは憮然とした顔をしてみせる。その様子を見てハッタは察しがついた。

　ランドゥが挑発していたのは自分だけではなかった。ディーラーも一緒に挑発していたのだ。

　なるほど、そういう事か……。ランドゥのストレンジネス能力は敵意を持った相手の行動を先読みする。それはハッタも知っていた。だからこそランドゥが自分を挑発して敵意を持つように仕掛けているのだと思っていたのだ。しかし実際にはディーラーをも挑発して敵意を持たせていたのだ。

　まだハッタが冷静なうちに出目とディーラーの動きがどう関連しているのか確認しておく。そしてハッタが冷静さを失った頃合いを見計らい、敵意を持ったディーラーの動きを先読みする。そして最初のうちに確認しておいた動きと合わせて出目を予測していたのだ。

　ディーラーも挑発され、また大負けしていくハッタばかりに注意を取られていたため、ランドゥがストレンジネス能力でその動きを先読みしていたとは思ってもいなかったのだろう。




「ええと、つまりあれか？　おっさんはやっぱりストレンジネス能力持っていたということなのか？」

　階下で行おこなわれていたランドゥとハッタの会話を聞いていた達哉は首を傾げる。

「ストレンジネス能力をバラすのはなしだと言ってるからな。何かの能力があるのは間違いないだろう」

　背伸びして階下を見下ろしながら立花は言った。

「だよなあ。でもおっさんもセコいぜ。ストレンジネス能力があるなら、どういう能力なのかちゃんと教えてくれればいいのに」

　唇を尖とがらせる達哉にクリスがやんわりと諭さとす。

「まぁハウンドみたいな仕事をしてると、ストレンジネス能力っていうのは切り札になるからね。隠しておくのは当然、さすがはランドゥね」

「うむ、さすがはランドゥだな。できる男には秘密の一つや二つないとな」

「だよねえ～～」

　ランドゥを誉ほめそやす立花とクリスに、達哉は調子に乗って言った。

「そうか、実は俺にも二千の秘密が……」

「沢たく山さんあればいいというものではない!!」

　立花はそんな達哉を一喝した。




　くそ、やられた！　ランドゥの種明かしにハッタは唇を嚙かむ。そんなハッタに向かってランドゥは言った。

「『ハッピーラッキー』に閉じこもって外に出ないから、自分の能力がどういうものなのか客観的に見る機会がなかったのがお前の敗因だ。さて、それじゃ話して貰おうか……。お前がこの都市に閉じこもっていた事にも関係があるんだろうが」

　ルーレット台に肘ひじを突き、身を乗り出すランドゥに、ハッタは覚悟を決めたように一つ深呼吸してから話し始めた。

「おおよそお前の言うとおりだ。ランドゥ。俺は五年少し前、あるシティファーザーズに呼び出されて、別のシティファーザーズに腕の立つハウンドをけしかけるように要よう請せいされた」

　ハッタの告白に見つめるギャラリーの間からざわめきが起きる。もともとギャンブルにしか興味のない人間がほとんどのはずだが、『ハッピーラッキー』を代表する凄腕ギャンブラーの過去となれば興味を引かれるのだろう。

「そのシティファーザーズは切っかけを作ってるとも言っていた。それがシティ『大園』の消失事件だ」

「シティ『大園』の消失事件を起こしたのは、アーサーではなく別のシティファーザーズだというわけか？」

「いや、それは違う」

　ハッタは頭を振る。

「都市が消失する危険性を孕はらんでいた実験を計画しているのは、確かにアーサーだとそのシティファーザーズは言っていた。しかしアーサーは念の為、周辺の都市に退たい避ひ勧かん告こくを出していたんだ」

「なんだと？」

　今度はランドゥの方が思わず椅子から立ち上がる番だった。

「そんな話は聞いてねえぞ」

　憤いきどおるランドゥにハッタは答える。

「それはそうだ。アーサーの退避勧告は自分が握り潰つぶすと、そのシティファーザーズは言っていた」

「じゃあ何か!?　お前はシティ『大園』が消える事を知って、俺を呼び出した訳か!?」

　嚙みつかんばかりの勢いでそう食ってかかるランドゥに、たじたじとなりながらもハッタは何とか答えようとする。

「それは、その……。悪かったとは思ってる。俺だって、本当に都市が消えてしまうなんて信じてなかったんだ。なにしろそのシティファーザーズというのが……」

「そのシティファーザーズがどうしたって？」

　尋ねるランドゥにハッタは一つ前置きする。

「信じて貰えないかも知れないが、決して俺は適当に言い逃のがれしようなんてつもりはない。だから……」

「まどろっこしいな！」

　ランドゥは怒声と共にルーレット台に拳を打ちつけた。

「さっさと言いやがれ!!　そのシティファーザーズがなんだって!?」

　ハッタは恐る恐る答える。

「ガキだったんだ」

「ガキだぁ？」

　その答えにランドゥは呆あきれた顔をする。

「シティファーザーズが見た目みんなガキだってのは当たり前だろうが！」

　ランドゥの言うとおりだ。シティファーザーズは実際の年齢には関わりなくみな十代半なかばの外見をしている。しかしそう言われたハッタは慌てて頭を振った。

「違う、違う！　俺が言ってるのは本当の意味でガキだったという事だ。普通のシティファーザーズよりも年齢が下に見えたんだ。ちょうど十歳かそこいらの外見だったんだ。それにしちゃあ物腰が大人びているのは他の連中と同じだったけどな」

「ガキ……、子供だって？」

　ランドゥが首を傾げるのも無理からぬところだ。

「あぁ、しかもどうやらそのガキ。どうにもシティファーザーズ内での権力争いに首を突っ込んでいるらしくて、シティ『大園』やお前たちをアーサーにけしかけたのもそれに関係してるみたいなんだ。それで……」

「お前はそのガキから逃れるため、シティファーザーズの援助を受けてない、この『ハッピーラッキー』にこもっていたってわけか」

「……まぁ、そういうことになるか」

　ハッタのその答えにランドゥはどかりとばかりに椅子へ腰を下ろしなおす。そして改めてハッタへ尋ねた。

「それで？　そのガキのシティファーザーズの名前はなんていうんだ」

「そうだな、確か……」

　うなだれていたハッタだが気を取り直すように顔を上げた。しかしその表情はすぐさま凍りつく。ただ事ではない。ランドゥも即座にその異変に気付いた。コートの下に隠してある非殺傷型軽機関銃『スパイダー』へ密かに手を伸ばしながら言った。

「確か、なんだって……？」

　そう言われてもハッタは即座に答える事ができなかった。唇はうなされたように震え、まるで操り人形のようにぎくしゃくと右手を挙げる。右手の指はランドゥの背後を指さしていた。

「あいつだ……」

　視線を追いながらランドゥはすぐさま向き直る。二人を囲んでいた人混みがハッタの言葉の意味を察して、一いつ斉せいに指さす方向へ目を向けた時には、ランドゥはその相手に『スパイダー』の銃口を向けていた。

「……あれ、どうかしたの？」

　銃口と無数の視線を向けられた先で、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて首を傾げるのは、先程、達哉と一緒にいたあの少年であった。




「アシュータ!?　いつのまに？」

　さすがの達哉も驚きを隠せなかった。どうやらアシュータは、達哉たちがランドゥとハッタのやり取りに聞き入っている隙を見て、階下へ下りていたようだ。

　その階下ではハッタが立ち上がり叫んでいた。

「五年経って成長してるが間違いない！　そいつが俺に依頼したガキのシティファーザーズだ！　名前は確かアシュータ！　Ａ級エージェントのアシュータだ!!」

「怪あやしいと思っていたが、やはり裏があったか……」

　ハッタのその言葉に立花は思わずうなずく。

「おい、達哉！」

　先程まで一緒にいたのを思い出したランドゥが、回廊の上で様子を見ていた達哉に声をかけた。その間もランドゥはアシュータに『スパイダー』の銃口を向けたままだ。

「お前、さっきこいつと一緒にいたな!?　知り合いか!?」

「知り合いっていうか、なんていうか……」

　珍しく言いい淀よどむ達哉を、アシュータは階下から笑いながら見上げている。その笑顔はアーサーのそれのように何か含みがあるようには思えない。純真な少年のように屈くつ託たくのない笑みだ。しかしそれだけに底知れぬ不気味さを覚える。アシュータはそんな達哉に声をかけた。

「君の知ってる事を言ってあげなよ、達哉。君から説明してあげた方が説得力があるんじゃないかな。僕自身が説明するよりも」

「それはどうかと思うがな……」

　横で立花が突っ込みを入れるが、確かにアシュータ自身が説明してもあまり信用が得られないのは確かだろう。どっちに転ぶかはわからないが、とりあえず達哉は自分の口からアシュータに対して知っている事だけを説明した。

「確かにそいつの名前はアシュータだ。シティファーザーズのＡ級エージェント。でもＴＺＹＸのシティファーザーズ側の代表者で評議会とは敵対してるんだって」

　そう言いながら達哉が回廊から一階へ下りる階段へ向かう。

「ＴＺＹＸのカリスさんが『ヘキサスコラ』に連れてきたんだ。ランドゥのおっさんとハッタさんを会わせるのは危険だって言うもんだから、一緒に『ハッピーラッキー』に来た」

　階段を駆け下り、ルーレット台の側へ向かいながら達哉はそう続けた。立花とクリスもその達哉の後を追いかけてきた。

「大体、私は最初からこいつは怪しいと睨んでいたのだ！」

　立花は一階に下りてくるなり、アシュータに樋笠の石いし突づきを突きつけてそう言った。

「まぁ結構、見え見えだったけどね」

　クリスはそう言って苦笑した。しかし言われたアシュータの方は涼しい顔である。

「あれ、なんか変な雰囲気になっちゃってるなあ。どうしようか、達哉」

「いや、どうしようって言われてもなあ」

　この期に及んでも馴れ馴れしくそう話しかけてくるアシュータには、達哉といえども調子が狂いっぱなしのようだ。それは達哉に限らない。ランドゥはもちろん、周囲にいる客たちも、なにやら拍子抜けしたようだ。

「おい、ハッタ。この野郎が本当にお前を唆そそのかしたアシュータとかいうシティファーザーズなのか？　五年経っているんだろう。見間違いじゃないのか？」

　ランドゥがそう確認するが、ハッタは慌てて頭を振る。

「そんなはずはない。確かにあのガキの頃の面おも影かげがある。それにお前の連れもアシュータだと言っただろう？　シティファーザーズ評議会と対立してるというのも、俺の言うとおりじゃないか」

　ランドゥがアシュータに銃口を突きつけているためか、ハッタは少々強気になってそうまくし立てた。

「まぁまぁハッタさん。そう慌てないでくださいよ。別に僕はハッタさんの言う事を否定したわけでもないでしょ？」

　アシュータがそう声をかけると、ハッタはびくりとして身を震わせる。ランドゥはアシュータを牽けん制せいするように、手にした『スパイダー』の銃口をついと上げて言った。

「おい、シティファーザーズ！　動くな！」

「ええ、まぁ動くなと言うなら動かないけど」

　アシュータは苦笑しながらランドゥに答えた。

「まったく、どうしてまぁシティファーザーズってのは、こう人を食った連中ばかりなんだ」

　吐き捨てるようにそう言うランドゥに、一時、アシュータは眉まゆをひそめる。そして明らかに今までとは違う口調で言う。

「僕をあんな連中とは一緒にしないで欲しいな」

「なんか言ったか！」

「うん、まぁひとり言かな」

　立ち上がるランドゥにアシュータはにやにやと笑う。これ以上、アシュータと話をしても埒が明かないと悟ったらしい。ランドゥは達哉の方へ向き直ると尋ねた。

「それで達哉、今言った事は本当なのか？　こいつがＴＺＹＸのシティファーザーズ側リーダーなのか？」

　しかし答えたのは達哉ではなくアシュータであった。

「うん、本当だよ」

　あっさり肯こう定ていされて、慌てて達哉も補足する。

「え～～と、カリスさんが言っていたし間違いないと思う」

「おかしいじゃねえか」

　アシュータの方へ視線を戻すとランドゥは言った。

「なんだって、この野郎は俺とハッタを会わすのが危険だって言っていやがったんだ？」

「それは……」

　答えかけて達哉は途中で考え込む。そして傍らの立花に向かって尋ねた。

「なんでだっけ？」

「私が知るか！」

　立花が即答する横でクリスが助け船を出した。

「確かハッタが危険人物だとしか言ってなかったでしょう」

　その言葉に達哉はポンと手を叩たたくやランドゥへ向き直る。

「おう、そうだそうだ！　おっさん！　そういうわけだ、そのハッタという人は危険人物だぞ！」

「つうかお前等、今までの勝負見ていたんじゃねえのか！　ケリは着いた。こいつの能力だって知れてる。これ以上の危険はない。そうだよな、アシュータとやら！」

　ランドゥにそう問いかけられてアシュータはきまりの悪い笑みを浮かべた。

「う～～ん、まぁそうだねえ。御ご免めん」

　言うなりアシュータは顔の前で手を合わせて達哉たちに向かって頭を下げた。

「いやぁ、噓も方便という言葉もあるだろう？　実はこの件については君たちを騙だましていた」

「はい？」

　何となくうさんくさげなものは感じていた達哉でも、アシュータの方から噓を認め、あまつさえ先に謝られてしまうと返す言葉がない。

「ランドゥさんに協力して欲しいというのは変わりないよ。でも僕自身から説明する前に、ハッタさんから何か聞いて誤解が生じると困ると思ったんだよ。それだけさ」

　ぬけぬけとアシュータは釈明してみせる。そんなアシュータに向かって、ランドゥはさらに数歩詰め寄りながら尋ねた。

「誤解も何も、ハッタが説明した事が本当なのかどうか。俺はそれを聞きたいんだがな」

「あぁ、退避勧告が出なかった事？　御免、だからあれが誤解なんだよ。ほんのちょっとしたミスだったんだ。故こ意いに握り潰すなんて、そんな事しても意味ないじゃないか」

「噓だ！」

　ハッタが思わず椅子から立ち上がり叫んだ。

「噓をつくな！　アーサーの退避勧告については、自分の方で止めておく。都市が消失した責任をアーサーになすりつけ、腕利きのハウンドに追わせろと、お前が言ったじゃないか!!」

「あれ、そうだっけ？」

　アシュータは本当に思い出せないかのように首を傾げた。

「何しろ子供の頃の事だからなあ。詳しい経緯は忘れちゃったみたいだ。もしもハッタさんを誤解させちゃったら謝るよ。御免」

　またハッタに頭を下げると、アシュータは立花の方へ一いち瞥べつを送ると付け加える。

「何しろ子供だったからね。数年前の事は忘れてしまっても無理ないよね。そうだよな、達哉」

　問いかけたのは達哉の方。しかしアシュータの視線はあくまで立花へ向けられている。達哉はそれに気付かぬまま首を傾げながら答えた。

「そうかぁ？　俺たちくらいの年頃なら、五年くらい前なら普通に覚えてると思うけどなあ」

　達哉のその答えにアシュータは含みのある笑みで言った。

「そうだな。五年くらい前ならちょうど立花さんくらいの年頃か。それくらいなら覚えていて当たり前だよな」

　アシュータのその口ぶりが立花の勘に障ったようだ。立花は一歩、ついと歩み出るやアシュータに向かって言う。

「お前、一体なにが言いたい!?　言いたい事があるのなら、はっきりと言ったらどうだ！」

「いや、別に他意はないよ。どうも僕は人に誤解されやすいみたいだなあ。気に障ったなら謝る。ほら、御免」

　そう言うとまたアシュータは頭を下げる。ランドゥはそんなアシュータをやりにくそうな顔で見つめ一つ舌打ちしてから口を開いた。

「結局、貴様は何をやりたかったんだ？」

　尋ねられたアシュータはランドゥの方へ向き直った。

「エージェントアーサーは邪魔なんだよ。だから彼を排除したかった。それだけじゃ駄目かな？」

「そのために俺たちハウンドを利用したのか？　シティ『大園』が消えるのをわかっていて、あえて退避勧告を握り潰したんじゃねえのか？」

「アーサーを排除するため、ハウンドを利用しようとしたのは事実だよ。シティファーザーズ評議会の目を盗ぬすんでアーサーを倒すには他に方法はなかった。僕はあくまでアーサーの企てを阻止したいんだ」

　そう答えアシュータはさらに弁明する。

「結果的に退避勧告を徹底できなかったのは僕のミスだ。アーサーの実験で都市が消える可能性があったのは知ってるけど、まさか本当に消えるとは思ってなかった。そこのハッタさんと同じようにね」

　そう言ってアシュータはちらりとハッタに視線を巡らせた。ハッタはその視線に射すくめられるように、一瞬、身を縮こまらせる。しかしすぐに自らを奮い立たせてアシュータに反論した。

「違う！　お前はアーサーからの退避勧告は止めておくから任せろと言ったはずだ。あの事件の後も口封じのため、俺を始末しようとしたじゃないか！　こうやって『ハッピーラッキー』に入り込んだのも、俺を殺すのが本当の目的じゃないのか!?」

　そしてハッタはランドゥへ向き直る。

「ランドゥ、こいつを信用するな！　こいつはシティファーザーズなんだぞ！」

「うん、そうだね。僕はシティファーザーズだ。でもシティファーザーズとしてＴＺＹＸに参加しているんだ。君たちの仲間でもあるんだ。一緒にこのパッチワークワールドを救いたいというのは駄目かな？」

「面倒くさい事になっちまったな……」

　ランドゥはそうぼやき、無意識のうちにルーレット台に置いてあったテンガロンハットを頭に乗せる。こういう状況のためか、マネージャーのアガタも眉の端をぴくりとつり上げただけで、特にそれ以上、注意しようとはしなかった。

　もしもハッタが言う事が本当ならば、ランドゥが狙う真の仇かたきはアーサーではなく、アシュータになるわけだ。ランドゥとハッタとは昔からの付き合い。その様子から察しても噓をついているわけでないのはわかる。アシュータの態度には何か引っかかるが、その真意を測りかねるのも確かだ。

　それに……。ランドゥは考える。

　うまくすればアシュータを仲間に引き込めるかも知れない。しかしそれがアシュータの目的とも考えられるのだ。

　アシュータにはアシュータなりの目的があり、その目的のため、ＴＺＹＸや『ヘキサスコラ』の連中を利用しようと考えていたら……？

　ええい、面倒くせい。ハッタはともかく、俺はこのアシュータというシティファーザーズをよく知らないんだ。知らない以上、判断は下せない。

　そう考えたランドゥが達哉に声をかけようとした時だ。達哉の方から口を開いた。

「なぁ、おっさん。俺、思ったんだけど……」

　だがその達哉の言葉は途中で遮られた。

「やぁやぁ、困ってるようだね。ランドゥの旦だん那な」

　出し抜けにそう話しかけてきたのは、アサクラことアーサーであった。




　ランドゥがカジノ『ＴＨＥギャラクシー』でハッタと勝負している間に、シティ『楽福』こと『ハッピーラッキー』は剣けん呑のんな状況になっていたのだ。

　シティ『楽福』のストレンジャーを確保してからというもの、シティファーザーズはこの都市への干かん渉しようを止やめていた。カジノで大きく繁栄して周囲の都市への経済的影響力が大きくなろうとも、シティファーザーズはさしたる関心を寄せなかったのである。

　それがこの日、変わった。

　一台のエアクッション艇が『ハッピーラッキー』へ到着してしばらく後、シティファーザーズ所有の大型トレーラーが何台も横付けされたのである。トレーラーからはすぐさま武装したアンドロイドたちが降りてきた。

　シティ『楽福』へシティファーザーズがこれだけの戦力を割くのは、この都市が転移して間もなく以来の事であった。

『ハッピーラッキー』が雇やとっていた警備員たちは最初のうちこそ抵抗したものの、すぐさま諦あきらめてアンドロイドたちを受け入れてしまった。完全に虚きよを突かれたうえ、もともとが都市の外から金で集められて来た人間。都市への忠誠心があるわけでも、それほど士気が高いわけでもない。不利を悟ればさっさと手を挙げてしまう。

　そしてアンドロイドたちは先に『ハッピーラッキー』へ入っていった主人を追いかけて都市へなだれ込んだのである。




「てめえ、相変わらずやる事が派手すぎるぜ」

　窓に歩み寄りかけてあったカーテンを上げ、外の様子を確認すると、ランドゥはアンドロイドを従えて乗り込んできたアーサーに向かってそう言った。

　カジノ『ＴＨＥギャラクシー』の中や周囲はもちろん、窓から見える限り『ハッピーラッキー』全体にシティファーザーズのアンドロイドが入り込んでいるようだ。

「なあに、旦那のピンチとなればこの程度の事は造ぞう作さもないさ」

　にやにやと笑いながらアサクラことエージェントアーサーはそう答えた。そのアーサーを見つめるアシュータはというと、狼ろう狽ばいするわけでもなくまた怒るわけでもなく、能面のような無表情だ。

「それにしても……、なんだお前か」

　ルーレット台の方へ戻ろうとしたランドゥは、アーサーが傍らに抱えるようにしている少女の正体にようやく気がついた。

「なんだとは……、結構な言いぐさだな」

　少女は少し笑ってそう答えた。どうやら怪け我がをしているようだ。応急処置はしてあるようだが、脇腹と足には血ちの痕あとがある。

「……え、ボゥイ？　ボゥイなのか」

　声を聞いてようやく達哉もその正体に気付いた。

「ほぉ、これはよくも化けたな」

「へぇ、なかなか可愛いじゃないの」

　立花とクリスが口々にそう誉めそやす。そんな二人にボゥイは痛みを堪こらえ少し顔をしかめながらも呆れてみせる。

「お前たちも、この状況でよくそうも言っていられるな」

「この子の手当てで少し手間取ってね。まぁ途中からは興味深く観戦させて貰ったよ」

　そしてアーサーはランドゥからアシュータへ視線を巡らせ口調を変えた。

「先程のあなたの弁明も興味深く聞かせて貰いましたよ。エージェントアシュータ」

　アーサーからそう言われるなり、アシュータは笑いながら頭を掻く。

「いやぁ、参ったな。エージェントアーサー。こちらへ来るのならひと言こと言いってくださればよかったのに」

　そんなアシュータを牽制するように、アーサーの周囲にいた数体のアンドロイドが、腕部に装備されたスタンガンを上げた。

「へらへらと笑ってなにを言う！」

　アシュータに答えたのはアーサーではなくボゥイだった。

「達哉たちにお前の事を伝えようとしていた私を撃ったのはお前ではないか！」

　あまりに声を張り上げてしまったためか、言ってからボゥイは思わず顔をしかめる。

「いい加減にしなさい、エージェントボゥイ。調子に乗ってると今度こそ死にますよ」

　そう言うとアーサーはマネージャーのアガタの方へ頭を巡らせる。

「彼女のために椅子を」

　アガタが持ってきた椅子にボゥイを座らせるとアーサーは改めて説明する。

「ランドゥ、達哉。尋ねられる前に、なぜ私がここへ来たのか説明しておきましょう」

　そして達哉の方へ視線を送るとひと言付け加えた。

「達哉が質問していたらなかなか話が進みませんからね」

「おお、それもそうだな」

「自分で納得するな！」

　ぽんと手を打つ達哉を立花が怒鳴りつける。それに構わずアーサーは話し始めた。

「そこのエージェントアシュータが何か企んでいるのではないかと考えたエージェントボゥイが、逮捕処分されるのを承知の上でシティファーザーズ評議会へ連絡を取ってきたまでの事です。そしてたまたまこちらに来ていた私に連絡があった」

　そして再びアシュータへと視線を戻す。

「その結果、私がこうして作業用アンドロイドサポートロイドたちと共に『ハッピーラッキー』へやってきた事でもわかるように、エージェントアシュータは危険であると評議会は判断したわけです。無論、それには私も同意します」

　アーサーの説明が終わるやアシュータもすかさず反論した。

「だけど評議会が危険視するという事は、僕やＴＺＹＸが転移民の味方だって意味だよね」

「あなたはストレンジネスアトラクターの研究成果を独占しようとした。そのためにはいかなる手段も使う。ＴＺＹＸや転移民への協力もその手段の一つに過ぎない。評議会はそう判断したのです」

　アーサーも間かん髪はつを入れず冷静に切り返す。しかしアシュータも簡単には引き下がらない。

「ストレンジネスアトラクターで、ランドキッドナップ現象が起きる前の世界を取り戻そうとするあなたや評議会を止めようとしただけだ。それは結果的にＴＺＹＸや転移民の利益になる事だろう？」

「じゃあなぜお前はボゥイを撃った」

　出し抜けに厳しい調子でそう尋ねるのは立花である。

「勝手にシティファーザーズ評議会へ連絡を取ったとはいえ、丸腰の女を撃つ男を信用するのは難しいな」

「ああ、それもそうだ。いくらなんでもやり過ぎだろう」

　さすがの達哉もアシュータのやり方には憤りを感じているようだ。厳しい顔でアシュータに向かってそう言った。アシュータはわざとらしく狼狽うろたえ、そしてランドゥへと向かって言った。

「だってボゥイは僕たちを裏切ったんだろう？　それにランドゥさん。あなたの仇はアーサーのはずだ。彼が行った実験であなたが住んでいた都市が消えてしまったんだ」

　そこでハッタが横から口を挟んだ。

「お前がアーサーからの情報を握り潰さなかったら、ランドゥの家族は助かったんだ！」

「面倒くせい」

　ランドゥはそう言い放つとテンガロンハットを目ま深ぶかに被り直す。

「面倒だからシティファーザーズは全員ぶちのめすって事でいいか？」

　その言葉に固かた唾ずを呑のんで見守っていた見物客の間から歓声が上がった。

「おやおや、嫌われていますね。我々は」

　アーサーは苦笑しながらアシュータに向かってそう言う。しかしアシュータはまた無表情のままアーサーを見つめているだけだ。

「待て、ランドゥ。そうするのはアシュータの本当の目的を聞いてからでも遅くはないだろう」

　ボゥイが慌ててランドゥを止める。それに立花も同意した。

「確かに何かありそうだ。アシュータはＡ級エージェント。シティファーザーズ内ではかなりの権力があるはず。それならストレンジネスアトラクターの独占も可能だったはずだ。なぜ遠回りな手段を選択したのか興味があるな」

「アシュータはストレンジネスアトラクターの研究に一定の成果が出るのを待っていたのですよ」

　アーサーはそう答え、ランドゥに向かって今度はアサクラの口調で続けた。

「旦那。あんたは一つ勘違いしてる。あんたの住んでいたシティ『大園』は、消えてしまったけど、住んでいた人間が死んだ訳じゃない」

「どういう事だ？　おい、アーサー。貴様、その場しのぎの出任せ言ってるんじゃないだろうな!?」

　ランドゥは色を成すが、立花はハッとしてアーサーに向かって尋ねた。

「まさか、あの『黒い塔の都市』!?」

「そのまさかです」

　アーサーは我が意を得たりとうなずく。

「ランドキッドナップ現象は百数十年前に行われたある実験が切っかけで発生しました。物体を別の場所へ瞬間転移させる実験。それが失敗して元の都市が消え、多世界からの転移現象が無秩序に起こり始めてしまった。これがランドキッドナップ現象です」

「お、それ俺たちの世界でも似たような話があったぜ！　映画で見た事がある。なんだっけかフランクフルトエレメント……、いやフィフスエクリプスだったかな？」

「だからお前は一々人の話の腰を折るな！　それに映画と現実をごっちゃにするな！」

　首を捻ひねる達哉を立花は背伸びするようにして怒鳴りつけた。それに構わずアーサーは続けた。

「百数十年前の実験装置こそストレンジネスアトラクター。それをもう一度、制せい御ぎよできれば、この世界を元通りにする事ができると私は考えたのです。この意味がわかりますか、ランドゥ？」

「いや、わかんねえ」

　あっさりと頭を振るランドゥだが、達哉はその言葉の意味に気付いた。

「この世界を元通りにするって、他の世界から来た都市と一緒で、最初からあった都市はどこかに転移しただけで、完全に消滅した訳じゃないってわけか？」

「それがあの『黒い塔の都市』？」

　立花の方へ向き直るとアーサーはうなずく。

「はい。あの塔と上空に現れたリングこそストレンジネスアトラクター。最初の転移実験に使われた施設です。そして『黒い塔の都市』が再出現したように、他の消えた都市も取り戻す事ができる」

　そしてアーサーは数歩、立花の方へ歩み寄るや膝ひざを着き、顔を同じ高さにしてから言った。

「それにはあなたの協力が必要なのです。橘立花」

　突然の申し出に立花は言葉が出ない。こんな時、妙に役に立つのが達哉である。

「おいおい、アーサー。なんで立花の協力が必要なんだよ？」

　誰もが頭に浮かぶが言いにくい疑問をすぐさま口に出してくれる。

「彼女がｅエｘクストレンジャーだからですよ、達哉。ただのストレンジャーとは違い、消えた都市の住民とコンタクトできる。なぜならば橘立花と『黒い塔の都市』で出で逢あったという少女リッカは対ついになる存在だからです」

　そしてアーサーは立ち上がる。

「この世界での橘立花こそ『黒い塔の都市』の少女リッカ。二人は別人ですが重ね合わされた存在。だから精神が同調する事によりコンタクトが可能なのです。リッカを通じて向こうの都市の住民の協力が得られるはずです」

　黙って聞いていたランドゥだが、たまりかねたように口を開いた。

「待てよ、アーサー。今の言いぐさだと『黒い塔の都市』の住民は生きてるみたいじゃねえか」

「生きてます。『黒い塔の都市』だけではありません。ランドゥ。他の都市はもちろん、シティ『大園』の住民も生きています」

「貴様、だから口から出任せを……！」

「もともと物体の転移実験とは……！」

　食ってかかろうとするランドゥを牽制するように、アーサーは少し声を張り上げて説明する。

「一度物体をデータ化してストレンジネスアトラクターへ記録。他の場所でデータから再現するという手段を取ってました。しかしデータ化には成功したものの、それを再現する事ができなかったのです」

　その説明がピンと来ないのか呆あつ気けにとられるランドゥだが、達哉の方がいち早くその理屈を飲み込んでいた。

「おお、何となくわかりかけてきたぞ！　つまり『黒い塔の都市』やおっさんが住んでいたシティ『大園』はストレンジネスアトラクターにデータとして記録されているとかそういう設定だな！」

「設定といいますか、まぁそういう状態ですね。付け加えるなら他の世界から都市が転移してくるのは、データ化されて消滅した分を埋め合わせようとする、いわば空間の復元現象だと推察しています」

「でも元の世界に戻すだけでいいのかなって思わないか？」

　いきなりアシュータがそう言った。

「達哉、立花さん。それにランドゥさんやみんなも聞いてくれ。ストレンジネスアトラクターが制御可能なら、いろんな世界からいろんな都市を呼び寄せる事ができる。僕たちはこの世界を思うがままに作り変えることができるんだ。素晴らしいじゃないか」

「元の世界へは帰れるのか？」

　ここまで事の成り行きを見守っていた客の一人がそう声を上げる。

「アーサーならそうするかも知れないけど、僕は意味がないと思うよ。元の世界へ戻っても今さら君たちの帰る場所があるのかい？　だったらこの世界を自分たちの理想通りにした方がいいじゃないか」

「開き直りましたか」

　そんなアシュータにアーサーは嘆たん息そくする。そう言われたアシュータは屈託のない笑みで答えた。

「まぁ僕はいつでも本音で行動するけどね」

「おっと、それは聞き捨てならないな」

　達哉は今まで見せた事がない真剣な面おも持もちでアシュータに詰め寄る。

「帰る場所があるかだって？　あるに決まってるじゃないか。必ず誰かが覚えていてくれる。そんな人がいれば誰だって帰りたいとは思うはずだ」

「達哉……」

　そう言う達哉を立花は一時、感心したように見つめる。だがしかしすぐに我に返った。

「どうした、頭でも打ったか？　突然、まともな事を言い出しおって」

「いやいや、俺だってまともな事を言うのは稀まれによくある」

　立花の言葉に調子に乗ったか、達哉は自慢げな顔をするが、アシュータは白けた表情を浮かべていた。

「全然まともじゃないよ。それじゃアーサーと同じだ」

　そしてアシュータはアーサーへと視線を巡らせた。

「過去に拘こう泥でいしてるばかりで、未来を見ようとはしない。老人の戯ざれ言ごとだよ、そんなの」

　しかしアーサーもその程度では動じない。

「過去なくして未来はあり得ませんよ。若者の無理無茶無謀は結構。しかしそれが意味するところを教えるのは年長者の役目です」

　アシュータは再び矛先を達哉へと向ける。

「達哉、君なら未来が見えるはずだ。僕らに協力してくれないか？　このパッチワークワールドを理想の世界にしようじゃないか」

「あのさぁ、俺、頭悪いから今ひとつお前の言うところがわからんのだけど……」

　アシュータの問いかけに達哉は頭を掻きながら言った。

「まぁあれだ。一歩譲って理想の世界を作るのはいいとしよう……」

「達哉！」

　思わず横で立花が声を荒らげた。

「いや、だから仮定の話だって。超厨ちゆう二にっぽい展開だけどその手の場合、必ずというかお約束というか、こういう質問になるんだよな。こういう問いかけするのって、何かＲＰＧの主人公みたいで燃えだよな。火偏の燃え」

「厨二とかＲＰＧとかは何のことだかわからないけど、聞きたい事があるのなら何でも答えるよ」

　達哉の態度にさすがのアシュータも苛いら立だちを隠しきれなくなっているようだ。いささか言葉尻から棘とげが感じ取れる。そんなアシュータに向かって達哉は言った。

「その理想的な世界って具体的にどんな感じなんだよ？」













　達哉がそう問うや否や、アシュータが答える前にランドゥが大声を上げて笑い始めた。ランドゥだけではない。アーサーも苦笑を押さえきれない。二人の笑いが引き金になったのか、客たちの間にも徐々に笑い声が広がり始めていた。

　動揺するかと思えたアシュータだが、冷静を装よそおいながら答えた。

「それにはまずストレンジネスアトラクターを手に入れる事だ。そのために仲間を募る。その仲間たちと理想的な世界は何かを協議して……」

「何も考えてないんじゃないか」

　間髪を入れずに達哉はそう言った。達哉のその言葉にまた笑いが広がる。その笑いを聞いてアシュータはいささかむきになって達哉に反論する。

「この先、まだいろいろとやらなければならない事がある。事態は流動的だ。今の段階で一から十まで詰めても意味はない」

「だったら、みんなで協力すればいいんじゃないの？　別にお前たちだけでやる必要はないじゃないか。一緒にやった方がもっと早く計画が進むだろう」

「それは駄目だ。新しい世界を作るには、今の世界を顧かえりみない人間が必要なんだ。それが僕たちだ。僕たちが先頭になってパッチワークワールドのみんなを導いていかなければならないんだ」

「う～～ん……」

　達哉は一時、腕組みしてから答えた。

「いや、でもそれってお前が勝手に言ってるだけだし……。みんなとの話し合いもなしに勝手に先頭になられてもなあ」

　達哉のその口調に、そこかしこから苦笑と共に同意の声が漏もれた。

「アシュータ。あなたはストレンジネスアトラクターが欲しいだけです。新しい玩具おもちやを欲しがる子供に過ぎません。理想の世界などそのための理由づけに過ぎません。これは老人からの忠告です。考え直しなさい」

　やはり苦笑を堪えながらアーサーはそう諭した。

「じゃあ立花さんは？　立花さんなら僕の言う事が理解できるんじゃないのか？」

　達哉は説得できないと悟ったのか、アシュータは次の目標を立花へと定めたようだ。

「お前は信用ならん。『黒い塔の都市』で出逢った私とそっくりな女の子は、自分たちの事を伝えてくれと言っていた。私はその役目を果たさねばならん」

　立花はそう答えたがアシュータは引き下がらない。そればかりか数歩、立花の方へ歩み寄り続けた。

「信用してくれとは言ってないでしょ。立花さん。僕の言うことが理解できるんじゃないかと言ったはずだよね」

「おい、アシュータ。お嬢さんに近づくんじゃねえ！」

　ランドゥがそう怒鳴るやコートの下に隠してあった『スパイダー』に手を伸ばす。達哉も立花とアシュータの間に立ちふさがった。

　アシュータは足こそ止めたものの、話す事は止めない。

「パッチワークワールドが理想の世界になれば、元の世界の事なんて忘れても問題ないはずだよね？」

　その言葉に立花は怯えたような表情を浮かべ、反射的に達哉の陰に回る。

「ちょっとそれ以上、近づかないでね！」

　クリスも背中へかけていた非殺傷型ライフル『ドラゴンフライ』を下ろしてアシュータに突きつけた。一時、アシュータは険けわしい表情を浮かべたものの、すぐに笑みを浮かべて引き下がる。

「あぁ、御免御免。ちょっと調子に乗りすぎたかな」

「そうですね。調子に乗りすぎたようです」

　そう言うとアーサーはゆっくりとアシュータへ歩み寄っていった。ランドゥも『スパイダー』を構えたままでアシュータへ近寄る。

「待て待てアサクラ……、じゃねえアーサー。どうやらアシュータは俺の獲え物ものみたいじゃねえか」

「エージェントアシュータはシティファーザーズへの反逆者です。こちらの方で処分いたします」

「いやぁ、困ったなぁ」

　二人のやり取りにアシュータは笑う。

「何が困っただよ。人気者じゃないか、うらやましい」

　達哉にしては珍しくアシュータをそう皮肉ってみせる。どうにもアシュータの態度がお気に召さなかったようだ。

「さっきもおっさんに言おうと思ったんだけど、どうも俺はお前の言う事が信用できない。何か自分だけで一杯一杯で、他の人の事なんて考える余裕ないんだろう？」

「ははは、達哉。君とは気が合うと思ったんだけど残念だよ。まったく君は面白い人間だ。だからこそ僕と来るべきだったんだけどね」

　そう言うとアシュータはアーサーへと頭を巡らせた。

「エージェントアーサー。感謝しますよ」

「感謝？」

　鸚鵡返しにそう問うと共にアーサーは何事かを予感して身構える。ランドゥもそれは同じこと。『スパイダー』をアシュータへ向けたままで声を挙げた。

「貴様、何を企んでいやがる！」

　しかしアシュータはランドゥへは答えず、あくまでアーサーへ向かって続けた。

「あなたはもともと関西地区の担当でしたが、ｅｘストレンジャーを捜索するため、ここ数年関東にいた。その間、こちらで僕が何をしていたかはご存じないでしょう」

　アシュータのその言葉だけでアーサーは察しがついたようだ。振り返ると叫んだ。

「しまった！　アンドロイドか!!　アンドロイドに何か仕込んでいたな!!」

「そのとおり」

　ランドゥや達哉、クリス。そしてボゥイたちが反応する前にアシュータは行動を起こした。ポケットに隠しておいたリモコンのスイッチを入れたのである。

「アンドロイドのＡＩそのものに細工するのは難しい。でも外部装備にちょっと悪戯いたずらをするのは、僕くらいの権限があるエージェントならさして難しい事じゃないんですよ」

　次の瞬間、アシュータの周囲を取り囲んでいたアンドロイドから黒い煙が吹き出したのである。

「うわ、煙幕かよ。原始的だな、まったく！」

「原始的な手段ほど、虚を突けば効果的なんだよ」

　ぼやく達哉にランドゥがそう説明した。その間にも勢いよく吹き出す黒煙が、カジノ『ＴＨＥギャラクシー』内を包み込みはじめていた。

「作業用アンドロイドサポートロイド！　エージェントアシュータの身柄を確保しなさい。早く！」

　アーサーはそう叫ぶが、すでに視界は利かない。どうやらこの煙幕は赤外線や電波など、アンドロイドに装備されたセンサーを阻害する事もできるようだ。

「おい、達哉。クリス！　入り口を押さえろ!!　どっちにしろ奴は外へ逃げる!!」

　ランドゥが叫ぶ。

「わかってるけど……。ちょっと退どいてください、退いて!!」

「いやだ、もう。どこ触ってるのよ!!　どけって言ってるでしょ!!」

　達哉とクリスはランドゥに指示されるまでもなく、出入り口へ先回りしようとするが、煙幕でパニックになった客に邪魔されてなかなか進めない。

「樋笠、何とかならぬか？」

　立花に尋ねられた樋笠は周囲の状況を走査スキヤンして答えた。

「どうやら電子回路の働きを阻害する物質が含まれているようです。まぁこの樋笠ならばどうという事はないものですが……。ちょっと待ってください、立花お嬢さま。誰かが近づいてきます！」

　樋笠がそう答えた瞬間だ。樋笠を持つのとは反対側の手を誰かが握った。

「橘立花。僕だ。アシュータだ。よく聞いてくれ」

　アシュータは声を潜めて立花に囁ささやく。

「君はもうそろそろ元の世界の記憶を失いかけているはずだ。違うか？」

「そんな事は……」

　しかしアシュータは立花の答えを期待して尋ねたわけではない。一方的に話を続ける。

「これからどんどん元の世界の記憶はなくなる。戻る事はない。君はこの世界で生きていくしかないんだ。それならばこの世界をもっとよくしようとは思わないか？　それを僕だけに任せておいていいの？　何をしでかすかわからないよ」

「脅きよう迫はくするのか？」

「冗談でしょ」

　鼻の先ほども見通せぬ煙幕の向こうで、アシュータが笑っているであろう事を立花は察していた。

「僕と一緒に来るのが君にとっても得策だという事だよ。僕たちに歯止めをかけられる誰かが必要だとは思わないかい？　君が仲間になってその役目を担になえばいい。ストレンジネスアトラクターが手に入れば、君の言う女の子ともコンタクトできるはずだ」

　一時、立花は思い悩む。しかしすぐに決断した。

「面白い事を言う」

　そして樋笠を口元へ寄せ、すぐ側にいるアシュータにも聞き取れぬ程の小声で囁いた。

「私の事は心配するなと達哉に伝えろ。考えがある。いざとなったら……。そうだな、お爺じいさまの例のメッセージで伝える」

　そして立花は樋笠を手放す。

「立花お嬢さま!?　何をするのですか、立花お嬢さま！」

　樋笠のその声を達哉が聞きつけた。

「立花？　立花がどうしたって、樋笠さん？」

「それがどうもアシュータが立花お嬢さまを連れ去ってしまったようで……」

「どうせ奴も煙幕で目をふさがれてる！　俺たちと条件は同じだ！」

　ランドゥがそう言うがアーサーは異なる意見のようだ。なぜかアサクラの口調になって言った。

「ランドゥの旦那、よく考えてみろよ。あの野郎は自分で煙幕張ったんだぜ。逃げる手段を考えてあるからやったんだ。違うか？」

「そりゃそうだろうがな……。貴様、どっちの味方だ。それに喋しやべり方かたの区別はどうしているんだ？」

「気分だよ、気分。達哉、何か思い当たる節はありませんか？」

　再びアーサーの口調に戻ると達哉に尋ねた。

「思い当たる節って……。待てよ、馬鹿正直に入り口から出る必要はないじゃないか！」

「しまった、それだ！」

　ランドゥとアーサーが同時にそう叫んだ時だ。ガラスの割れる音が響く。ランドゥが先程、外の様子をうかがっていた窓の方だ。案の定、窓ガラスが割られたらしく、そこから外へ煙幕が流れ出す。

「ついてこい、達哉！」

「言われなくても……！」

　ランドゥがガラスが割られた窓に辿たどり着くのと同時に達哉も追いつく。窓の外へ目をやると、カジノ『ＴＨＥギャラクシー』の周囲を囲んでいたアンドロイドたちからも煙幕が放出されている。しかし外という事もあり、カジノの中ほど見通しが利かないわけではない。

「いたぜ、おっさん！」













　立花の手を引き走るアシュータを見つけ達哉が叫ぶ。ランドゥがサウンドブレットの入った『スパイダー』を、牽制のために空へ向けて撃とうとした時だ。一台のエアクッション艇が都市の外へ通じる道路を走ってくるなりアシュータの前で止まった。

「エージェントアシュータ。計画どおりお迎えに上がりました」

「ありがとう、助かる」

　そんな会話が辛かろうじて耳に飛び込んでくる。アシュータは立花と共にそのエアクッション艇へ乗り込み『ハッピーラッキー』の外へと向かってしまったのだ。ランドゥは『スパイダー』のカートリッジを対物ブレットに交換したがすでに遅い。もっとも中に立花が乗っており、さらに周囲に通行人がいる状況では、そう簡単に撃ちまくるというわけにもいかなかったはずだ。

「アシュータ！　立花を返せ!!」

　達哉の叫びもむなしく『ハッピーラッキー』のネオンサインの間に消えていくだけだった。

「……仲間がいやがったか」

　舌打ちと共にランドゥはそう吐き捨てる。そのランドゥの横に来たアーサーがエアクッション艇の消えていった方を見やりながら言った。

「ニューエイジという連中ですよ。これは厄介な事になりそうだ」

「ったく他人事みてぇに」

　アーサーを忌いま々いましげに睨みランドゥはそうぼやいた。
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「ニューエイジのエージェントの多くがアシュータをリーダーとして離り反はんした」

「これは由ゆ々ゆしき問題ですぞ、エージェントシルバー、エージェントシード」

「当然、事の重大さは認識しております。エージェントソープ」

「そもそもあなたをはじめとする評議会執行部がニューエイジ計画を強行したのが問題ではないですか？」

「いまはそんな事を言ってる場合ではないでしょう、エージェントスウェア」

　シティファーザーズ評議会の議場では先程からＳ級スペシヤルズエージェントたちが喧けん々けん囂ごう々ごうと議論を戦わせていた。実際に席に着いている者もいるが、大半は通信回線を通してモニターとカメラ、マイクとスピーカーで参加している。

　幾いくつかの席と用意されたモニターの大半は埋まっているが、肝心の対策はまったく進んでいない。

　評議会から離反者としてすでにエージェントの称号を外されたアシュータだが、その逃走を助けたのは同じニューエイジと呼ばれるシティファーザーズたちであった。彼らもまたアシュータ同様、遺伝子操作を受け生み出された人間。ランドキッドナップ現象発生以前の世界を取り戻すという目的が遅々として進まない現状を打破するため、シティファーザーズ評議会が十数年前より実行に移していた計画なのだ。

　生まれつき高い知性を持ったニューエイジと呼ばれる彼らならば、一気に目的を達成してくれるのではないかと期待したのだが、結果的には裏目に出た形となってしまった。

「落ち着いてください。アシュータと共に離反したニューエイジはほんの一握り。大半はこれまでどおり評議会に忠誠を誓っております」

　そう発言したのはアーサーであった。

「報告したとおりアシュータと直接話をしましたが、いささか彼らの自尊心をくすぐりすぎたのが原因ではないかと思います。もっともそれも含ふくめて本人たちの責任だという点については、まったく同意いたしますが」

「エージェントアーサー！」

　シティファーザーズ評議会でリーダー的な役割を担になうエージェントシードが、モニターの向こうから声を上げる。

「アシュータは君のストレンジネスアトラクターの研究成果を奪おうとして、このような行動に出たわけではないか。他人事のように言っていられる立場かね」

「エージェントシード。エージェントアーサーもアシュータの被害者です。いささか言葉が過ぎるのではありませんか」

　八つ当たりのようなエージェントシードの言葉を、さすがに他のメンバーがたしなめる。しかしアーサーはそれに構かまわずに答えた。

「いえ、エージェントシードのおっしゃる事ももっともです。そこで私から提案がございます」

「言ってみろ、エージェントアーサー」

　間をおかずにアーサーはエージェントシードに答えた。

「今回の事件、私に一任してくださいませんか？」

　アーサーの言葉の意味を測りかねたのか議場は静まり返る。

「どういう意味だエージェントアーサー。すでにアシュータと一部ニューエイジの離反については評議会直ちよつ轄かつの保安委員会が調査を始めている」

「それだけでは根本的な解決にはなりません」

　アーサーは通信会議用モニターに映うつるエージェントシードへ答えた。

「むしろこれはこれまでの問題を一気に解決するチャンスかも知れません」

　静まり返っていた議場だが、アーサーの言葉に今度はざわつき始める。

「なにか考えがあるようだな」

「はい」

　アーサーは頭を垂れてエージェントシードに答えた。

「アシュータたち離反者への対応とストレンジネスアトラクターの研究を一気に進ませる算さん段だんがあります。よろしければその実現のため、私の権限の拡大を認めていただきたいのですが」

　その提案にＳ級エージェントたちはしばし議論を交わすが、さして混乱もなく結論が出た。

「よろしい、エージェントアーサー。具体的になにをどこまで認めるかについては、今後、追って連絡する。それでよいか？」

「はい、エージェントシード」

　アーサーはそう答えてから付け加えた。

「権限を拡大していただけるのならば、まず一つお願いしたい事があります」




「……やれやれ、老人の相手は疲れますね。アシュータが離反するのもわかる気がします」

　議場を出たアーサーはそうぼやき、そして自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを漏もらす。

「まぁ、私も彼らからしてみれば充分に老人なのでしょうが……」

　同様の施し設せつは各所にあるが、この議場は関かん西さいにあるシティファーザーズの重要拠きよ点てんの一つに設もうけられていた。アーサーはアシュータが同志と共に逃走した後、シティファーザーズ評議会とその対策を検討するためここへやってきた。

　シティファーザーズの施設だけあって、この会議場も地下深くへ設けられている。アンドロイドたちが警備するエレベーターに乗ったアーサーは、地表近くの階層まで上がり、そして外界への出口近くにある部屋に入る。

　そこに待っていたのは達たつ哉やとボゥイだった。

「エージェントアーサー、評議会の結論は？」

　松葉杖を突き立ち上がるボゥイを横で達哉が支える。アーサーはしかしすぐにはボゥイのその質問には答えない。

「まずはあなたにとってよい話です。ボゥイ。評議会は暫ざん定てい的てきにあなたのエージェントとしての資格を復活させました。処分は一時保留です。エージェントボゥイ」

「あ、有り難うございま……」

　直立不動の姿勢を取りかけたボゥイだが、怪け我がの痛みに思わず顔をしかめる。

「ああ、もう無理するんだから」

　そんなボゥイに達哉は呆あきれた顔をすると、近くにあった椅い子すに座り直す手伝いをしてやる。それを終えた後、改めて達哉はアーサーの方へ向き直った。

「それで評議会はこれからどうするんだ？」

「アシュータは同志と共に、研究施設に立てこもっていますが具体的な場所はわかりません。評議会は投とう降こうするように呼びかけておりますが、まだ反応はありません。まあ彼らがこれからどう出るか、おおよそ予想はつきますが」

「立りつ花かについては何か情報はないのか？」

　達哉は真剣な顔つきでアーサーにそう尋たずねた。

「今のところはなにもありません。もっともアシュータも彼女がｅエｘクストレンジャーという事は知っているはずで、うかつな事はしないでしょう」

「そ、そうか……」

　現状は変わりないとはいえ、達哉は少し安心したようだ。

「それで評議会はどういう結論を出したんだ？　協力はできるのか？」

「協力？」

　達哉の言葉にアーサーは鸚おう鵡む返がえしに尋ねた。

「評議会が下した結論は離反したアシュータと仲間の身柄を確保すること。そしてストレンジネスアトラクターの研究続行です」

「いや、そうは言うけどさ……。でもこれはいいチャンスじゃないか」

「チャンス？」

　そう言う達哉をアーサーだけではなくボゥイも怪け訝げんな顔で見る。

「そう思わない？　むしろいいチャンスだって。アシュータはストレンジネスアトラクターを手に入れるのが目的だったんだろう？　でもカリスさんたちＴＺＹＸはそれが目的じゃないんだ」

「それはそうだが。達哉、ＴＺＹＸはストレンジネスアトラクターでこの世界を元の姿に戻す事に反対しているんだぞ」

　椅子に腰掛けたボゥイがそう諭さとす。

「そうだよ。でもＴＺＹＸの人たちだって元の世界があるんだ。記憶を失ってしまっても、その世界にはみんなを知っている人がいるはずなんだ。だから世界を行き来する手段は必要じゃないか」

「なるほど、感動的ですね。しかし我々シティファーザーズにとっては意味のない事です」

　達哉の言葉にアーサーは冷たく答えた。そんなアーサーに達哉は笑う。

「なんだよ、そんなどっかの特撮みたいな事を言わなくてもいいじゃないか。シティファーザーズだって同じじゃないか」

「同じ？　ほお、そう思うとはこれは相変わらずユニークな考え方をする。我々シティファーザーズのどこが、君たち転てん移い民みんと同じなのかね？」

　少し含みのある笑みを浮かべるアーサーに達哉は言った。

「そうさ、同じじゃないか。だってアーサーたちだって、元の世界を取り戻したいと考えているんだろう？　それは元の世界へ帰りたいと考えてるみんなと同じじゃないか？　仲間みたいなもんだろう」

　アーサーはそう言う達哉を一時、無表情のまま無言で見つめる。あまりに長く沈ちん黙もくを続けるものだから、さすがの達哉も当とう惑わくしてアーサーの周囲を歩き回り、やがてその眼前で手を振ってみせるほどであった。

「お～～い、生きてますか～～？　ありゃ、こりゃフリーズしちまったかな？」

「問題ありません。達哉の考えに面食らっていただけです」

「うぉ、びっくりした」

　出し抜けにアーサーからそう話しかけられ、達哉は反射的に一歩飛び退のいていた。アーサーはそんな達哉に笑みを漏らすと、突然アサクラの口調になると言った。

「いやはや、まったく。君は実に面白い事を言うね、達哉。正直、僕ぼくもシティファーザーズの力だけで、アシュータの一件を収拾するのは難しいと思っていたんだ。どうやって君たちを利用してやろうかと考えていたところだったんだけどね」

　そう言うとアーサーはついと達哉の方へ顔を寄せた。

「なるほどね、同じか。仲間ね。君は面白い、ユニークな事を言うよ。達哉」

　そんなアーサーにさらに一歩退く達哉だが、それでも臆おくさずに続ける。

「いや、だからさぁ。利用するされるなんて、そういうぎすぎすな関係じゃなくて。もっと前向きに行けないかなあ。一致団結とまではいかなくても、当面の問題を一緒に解決しましょうとか」

「エージェントアーサー、私も大筋で達哉の意見には賛成です」

　椅子に座ったままでボゥイが言った。

「すべてにおいて目的を同じくしているわけではありませんが、当面の利害は一致しています。ならば協力していける点については協力していくのが最善ではないかとも思います。『ヘキサスコラ』の設せつ備びを使えるのも大きな利点でしょう」

「……いいでしょう、エージェントボゥイ。確かにあなたの言う事にも一いち理りあります」

「いや、だからなんでいちいち言い方を変えるんだよ」

　目まぐるしく口調を変えるアーサーに達哉はうんざりとした顔でそう言った。そんな達哉にアーサーはにやりと笑う。

「まぁ公私の区別はちゃんとつけないといけないでしょ？　評議会は僕に今回の事件の対策を一任してくれた。それなりの権限も認めて貰もらえるはずだ。いいだろう、協力しようじゃないか。評議会は何とか説得する。ちょっと試したい事もあるしね」

「おお、そうこなくちゃ！」

　アーサーの答えに達哉は飛び上がって喜び、そして改めてひと言付け加える。

「っていうか、お前。そっちの喋しやべり方かたの方が合ってるぜ」

　そんな達哉にアーサーは声を上げて笑う。

「ははは、これだとＡ級エージェントとしての威い厳げんが出なくてねえ。ねぇボゥイ？」

　やにわに水を向けられたボゥイはぽかんとするだけで言葉もなかった。

「それはそうと、さっきの試したい事って何だよ？」

　そう尋ねる達哉にアーサーは意味ありげに笑って答えた。

「転てん移い現げん象しようの制せい御ぎよだよ」




「本当に私がｅｘストレンジャーというものだとしよう」

　立花はアシュータに向かってそう言った。

「私がお前たちに協力すれば、ストレンジネスアトラクターを呼び出し、それを利用する事ができるというのか？」

「もちろんだよ」

　アシュータはあっさりとそう答えたが、あとに条件をつけるのも忘れない。

「もっとも僕たちはもっとじっくりと事を進めるつもりだったんだ。でも急にこんな事になっちゃったからね。施設は確保したけど充分なデータや機材もない」

「後先考えずに行動するからだ」

　立花にそう言われてもアシュータは微笑ほほえむだけで何か言い返そうとはしない。

　ここは関西にあるシティファーザーズのストレンジネスアトラクター研究施設の一つ。各地にある同様の施設の中でも一、二を競うほど大規模なものだ。シティファーザーズの施設だけあって、地下深くに蟻ありの巣すのように広がっている。アシュータとその同志に連れてこられた立花だが、ここが地上から見てどの辺に当たるのだか見当もつかない。

「まぁ悲ひ観かんはしてないけどね。すぐに手に入ると思うよ」

　アシュータはそう言うと話題を変える。

「それはそうと、カリスたちが離反した」

「まぁそうだろうな」

　ニューエイジと呼ばれているアシュータの同志たちが用意してくれたお茶をすすりながら立花はうなずく。この部屋も立花のために用意されたもの。女の子が暮らすにはいささか殺さつ風ぷう景けいだが、それでも必要なものは充分に揃そろえられている。必要とあらば適切なプログラムを施ほどこされたアンドロイドが身の回りの世話も焼いてくれるはずだ。

「だけど立花。僕たちには転移民の助けが必要だ。彼らだって僕らと同じはずだ」

　立花は湯飲みをテーブルに戻すとそう言うアシュータを無言で見やる。

「彼らはもう戻る場所がない。だからこの世界をよりよくしていくしか方法がないんだ。そうするにはストレンジネスアトラクターが必要なんだよ。そうすれば自由に新しい世界を創造できる」

「ふむ」

　立花は一つうなずくとテーブルの上にあった急きゆう須すから自分で茶を注ぎ、また湯飲みに口をつける。茶をすすった後、立花はおもむろにアシュータへと尋ねる。

「一つ聞くが……。それにはどうしてもストレンジネスアトラクターが必要なのか？　そしてそうすれば私が会った、あのリッカという女の子と『黒い塔の都市』を救えるのか？」

「データや機材を確保してちゃんと精査してみないと確かな事は言えないけど可能だとは思う」

　そう前置きしてからアシュータは立花に言った。

「それにはｅｘストレンジャーとしての君の力が必要なんだ」

　アシュータのその言葉に立花は湯飲みを置いて考え込む。その機を逃のがさぬとばかりにアシュータはまくし立てた。

「いやｅｘストレンジャーとしての力だけではないんだよ。カリスたちが離反した以上、新たに転移民の人たちに協力を呼びかける存在が必要なんだ。つまり新たな転移民側のリーダーがどうしても必要なんだ」

「それを私にやれとでも言うのか？」

　立花はそう言うとまた茶をすする。

「他にはいないんじゃないかな。それに君なら僕たちの言う事をわかってくれると思う」

「私ならわかるとはどういう事だ？」

　立花が聞き返すとアシュータはにやりと笑う。それはこれまでアシュータが見せた事のない笑み。そしてそれが彼の本質だと悟さとらせるものだった。立花も思わず身を固くした程だ。

「君は元の世界の記憶を失い始めてるね。立花」

「た、ただのど忘れだ！」

　湯飲みをテーブルに叩たたきつけ、立花は座っていた椅子から立ち上がるとそう怒ど鳴なった。だがアシュータは余裕のある笑みのままで続けた。

「そうか、僕の見立て違いだったかな。でもまぁいいや。いずれにせよ、君たち転移民は元の世界の記憶を失う。特に元の世界の記憶が少ない子供の方がその影響は顕けん著ちよだ」

「なにが言いたい？」

　椅子に座り直すと立花は問う。

「だから言ってるでしょ。元の世界へ戻る事じゃなくて、新しい世界を作る方がよっぽど前向きだって。それこそが僕たち若者の仕事だ。おっさんたちには任せておけない」

「ランドゥの事か？」

　出し抜けに立花からそう尋ねられ、アシュータはぽかんとする。

「ランドゥ？　あぁあのハウンドのおっさんか。いや別にランドゥさんに限っての話じゃない。一般的な話だよ。シティファーザーズだって僕ら若者を年寄りが牛耳っていた。それが許せないかなって思っただけさ」

「思っただけで、よくもまぁここまで手の込んだ仕掛けをしたものだな。ハッタを使ってアーサーにハウンドをけしかけ、その隙すきに関西の研究施設を掌しよう握あくするとは」

　呆れる立花にアシュータは得意げな顔をする。

「でしょ？　まぁもうちょっと時間があったら、手荒な真ま似ねをする必要はなかったわけだけど。ヘキサスコラの転てん移いはまったく予想外だった」

「ほお」

　アシュータのその言葉に立花は意味ありげに笑う。

「今の言葉から察さつするに、これから手荒な真似をするという事か？」

　立花は揚げ足を取ったつもりだったが、アシュータはその反応も予想していたようだ。立花の方へ顔を近づけて言った。

「もちろん僕だってやりたくないんだけどさ。それはまぁ立花の協力次第だよ。君が転移民に協力を呼びかけてくれると僕たちは助かる。どうかな？」

「脅きよう迫はくしてるつもりかと尋ねても違うと言うだろうな」

　立花は一つ嘆たん息そくしてから答えた。

「アシュータ。正直、お前の事は気に入らぬ。気に入らぬが……、どうやら今は手段を選んではいられぬようだな」




「エージェントアシュータ」

　立花に与えた部屋から出てきたアシュータに数人が駆け寄ってきた。みなシティファーザーズの制服。アシュータ同様ニューエイジと呼ばれるエージェントであり、そしてその同志でもある。

「あの立花というｅｘストレンジャーは、協力を約束してくれましたか？」

「いやぁ嫌われちゃったなあ」

　髪を掻かき笑うアシュータに同志のニューエイジたちは、不安げな表情を浮かべる。しかしすぐにアシュータは笑いながら続けた。

「でも協力はしてくれるってさ。『黒い塔の都市』の事もあるけど、やっぱり記憶がなくなるのは不安みたいだ」

　その答えにニューエイジたちは安あん堵どしたようだ。アシュータはそんな同志たちを戒いましめた。

「安心するのは早いよ。あの子は決して僕たちを信用している訳じゃない。僕たちがストレンジネスアトラクターをどうしたいのか。それを使ってよからぬ事をしでかさないか、自分なりに見張っているつもりなんだろう」

　そしてアシュータは立花の部屋のドアへと頭を巡めぐらせる。無論、ドアには外から鍵かぎをかけてある。建前上、それは安全のためであり、連絡してくれればすぐに開けるとアシュータも約束しているが、実際にはまだ囚とらわれの身である事は立花自身もわかっていた。

「まあ別にそれはそれで構わないけどね。協力はしてくれるそうだから」

　大おお方かた、立花はドアに耳をつけてこちらの様子をうかがっているのだろう。アシュータにはドアの向こうで立花が後あと退ずさる光景が目に入るようだ。アシュータはにやにや笑いながら同志の方へ向き直る。

「それで状況はどうなってる？」

　アシュータの問いに同志の一人が答える。

「はい、エージェントアシュータ。評議会からは引き続き投降勧かん告こくが出ておりますが、今のところそれ以上の動きはありません」

「向こうもこちらの場所を摑つかみかねているようです」

　別の同志がそう補足した。

「確かにね。このＡ－３号研究施設は地下に大きく広がっているから、僕たちがどこにいるのかお年寄りたちもなかなかわからないんだろう」

　アシュータは満足げにうなずきながら言う。

「立花が協力を約束してくれたんだ。お年寄りたちに宣せん戦せん布ふ告こくとしゃれ込もうじゃないか。通信施設はどこにあったっけ？」

「はい、レベル14の西側です」

「そうだっけか。まったくＡ－３号施設だけでもだだっ広いのに、この第三ブロックと来たら、増築を繰り返して迷路みたくなってるからなぁ。もっと下に降りなきゃならないとは」

「お年寄りは地下に潜もぐるのが好きみたいですから」

　そう言うとアシュータとニューエイジたちは笑い、そしてさらに地下へと降りていくエレベーターの方へ向かった。

　……これは何かの策略か？　いや違うな。

　ドアの向こうで聞き耳を立てていた立花はそう判断した。

　アシュータは完全に油断していた。同志たちもそうだ。恐らくはすでに自分たちがなにを言っていたのかも忘れてしまっているだろう。

　いくら頭がいいとは言ってもやはり子供だ。ランドゥとは気配りが違う。

　部屋の中でほくそ笑む立花だが、胸中はひとり言でも口には出さない。盗聴器が仕掛けられているであろう事も明白だからだ。

　なんとかこの場所を伝える事ができればランドゥや達哉が駆けつけてくれる。問題はそのタイミング。アシュータたちの暴走を食い止めるために敢あえて敵の掌しよう中ちゆうに飛び込んだのだ。すぐさま逃げ出しては意味がない。

　達哉やランドゥもこちらの意い図とは汲くんでくれるはず。すぐには動かないだろうが……。

　そう思いを巡らせていた時、立花はある事実に気付いて愕がく然ぜんとなった。

　頭に浮かんだのはランドゥだけではなくなぜか達哉も一緒。それも最初に思い浮かんだのは達哉の方だったのである。

「ば、馬鹿者！　なんでお前が出てくる!!」

　立花は思わず声に出して頭の中の達哉を怒鳴りつけていた。




「それでアシュータの野郎の居場所はわかったのかよ？」

「いやぁまだなんだけどね。ちょっと面白いものが届けられたんで、顔を出しに来たんだよ。ビデオメッセージだ」

「ビデオメッセージだって？」

「ああ、あっちこっちの都市に送りつけられてるよ。それと僕たちシティファーザーズ相手にもね」

　立花を攫さらわれて数日後。『ヘキサスコラ』でこれからの対策を協議していた達哉やランドゥたちの所に、アーサーがビデオ装置を持って現あらわれたのだ。

「てめえはそっちの口調で統一したのか？」

　大会議室の机の上に足を投げ出した姿勢のままでランドゥがアーサーにそう尋ねた。

「別にそういうわけでもありませんが、こちらの口調の方が宜よろしいでしょうか？」

　慇いん懃ぎんな口調になるアーサーを、ランドゥは忌いま々いましげな顔で見るだけで何も言わなかった。それに構わずクリスは少し考えてから言う。

「ん～～、私はアサクラちゃんの口調が可愛いと思うな」

「おう、そうだな。俺もアサクラっぽい方が親しみやすいって感じだぜ」

　達哉もすぐに便乗する。アーサーはすぐには答えずボゥイの方へ頭を巡らせた。シティファーザーズの医療技術で、すでにボゥイは松葉杖なしでも歩ける程度には回復していた。アーサーの視線にボゥイは一時居住まいを正してから答えた。

「私は特に……」

　そう口に出しかけてから言い直す。

「いえ、その……。エージェントとして発言されると、いささか気後れというわけではありませんが。もちろん、私がＢ級エージェントとして復帰したのは事実ですが、まだ処分保留のままで……」

「なにぶつぶつ言ってるんだよ」

　そんなボゥイに達哉がすかさず突っ込んだ。

「だから私は一般論というだけで……！」

「あの、よろしいですか。皆さん」

　いつまで経たっても本題に入れないのを危き惧ぐしたほのかが声をかけた。

「アーサーさん、早速そのビデオレターというのを見せていただきたいのですが」

「ああ、俺からも頼む」

　会議室の机に着いていたカリスもそう言った。

「アシュータの奴め。完全に俺たちを騙だましていやがったんだ。何と釈明するかちゃんと見届けてやらないとな」

「まぁ彼の事だ。釈明なんてしないと思うけどね。開き直る事はあっても」

　結局、アーサーはアサクラの口調で行く事にしたようだ。そう言うと大会議室のモニターに持ってきたビデオ装置を取りつけようとする。

「ええとこの世界の接続端子は……。お、これで合うのか。よし、再生するよ。カリスの旦だん那なもにっくきアシュータの面を拝んでくれたまえ」

　皮肉な笑みでそう言うアーサーをカリスは憮ぶ然ぜんと見やるだけだ。

　大会議室のモニターが明るくなる。春はる川かわや芳よし里さと、ヘキサスコラ職員も身を乗り出し固かた唾ずを呑のんで画面を見つめる。

「あ～～、映ってる？」

　出し抜けに画面に映るなりそう言い出すアシュータに、皆は肩すかしを食らったようだ。ぽかんとしたり苦笑したりするが、その中でランドゥとアーサー、そしてボゥイだけは表情を変えずにその映像を見つめていた。

「なんかこいつ結けつ構こう間抜けだよなあ」

「それがあいつのやり方なんだよ。そうやって相手を油断させる」

　思わずそう言う達哉をカリスがたしなめた。

「ええと、そうだな。まずこのビデオメッセージはシティファーザーズ評議会、そしてこのパッチワークワールドに存在するあらゆる都市の転移民へ向かって送っております」

　妙みように鯱しやつちよこ張ばった口調でそう言うアシュータだが、それとは裏腹にその表情はどこか威い圧あつ的てきだ。

「まずはシティファーザーズ評議会のお年寄りの皆さんに通達です。現在僕たちはストレンジネスアトラクターの研究施設Ａ－３号の一部を制圧しています。でも研究施設を動かすのに充分なデータと機材がありません。そこでそれを要求します」

「要求はとうの昔にこちらへも来てるけどね」

　アーサーがそう補足する。ランドゥはそれにうなずいて言った。

「つまり転移民にも同じことを知らせて、シティファーザーズの反応次第で、自分たちにつくように仕向けるつもりか」

「まあそんなところだろうね」

「シティファーザーズのお年寄りはご存じですが、ストレンジネスアトラクター内にはランドキッドナップ現象が起きる前、この世界から消えた都市がデータ化されて残されてます。もしも要求を飲んでくれない時は、そのデータを破壊します」

「できるのか？」

　ランドゥはアーサーを横目で睨にらみながら尋ねる。

「さぁてね。彼らがどこまでＡ－３号施設で研究データの解析を終えたかはわからないからねえ。ブラフかも知れないし、そうじゃないかも知れない」

　モニターを見ながらそう言うと、アーサーはランドゥへと視線を戻す。

「でも評議会は脅迫に屈して、必要なデータや機材を小出しに渡す事にした。とりあえずの時間稼ぎさ。その方が旦那もありがたいだろう」

　ランドゥは舌打ちしてモニターへと視線を戻しただけ。

「まあ別に僕たちニューエイジは昔のこの世界なんてどうでもいいんだ。若いからね、評議会のお年寄りたちとは違う。僕たちは未来に生きるんだ。うん、転移民の皆さんもそうだよね」

　モニターの向こうでそう言うアシュータに、腕組みした達哉は難しそうな顔をしてぼやく。

「なんつうか、あれだなあ。前から思っていたけど、こいつ、妙に馴なれ馴れしくて、むしろ頭に来るよな」

「あなたがそれを言うの？」

「え？　言うけどなんで？」

　ほのかに突っ込まれても達哉は本気でピンと来ないらしい。そんな二人のやり取りを見てクリスは声を殺して笑う。

「そんなわけで転移民のみんなもよければ僕たちに協力してくれないかな。シティファーザーズのお年寄りからストレンジネスアトラクターを奪えば、この世界を新しく自由に作り替える事ができるんだ凄すごいじゃないか。元の世界へ戻る理由なんてないよ」

「ぬけぬけとよくも言う」

　カリスはそう吐き捨てる。

「まあその厚こう顔がんさが彼の非ひ凡ぼんなところさ」

「ははは、厚顔の美少年というわけですな」

　春川が親父ギャグならぬ爺じじいギャグを飛ばすが、一同の目は何故か達哉へと向けられた。

「ちょっと何で俺を見るんだよ!?」

「……まぁ美ではないから、安心していいわよ」

　ほのかが微妙なフォローをするが、達哉としてはやはりまだ釈しやく然ぜんとしない。

「おっと、問題はこれからだ。これから先の映像についてみんなの意見が欲しいんだ。何か隠されているようなんだけどね。僕らにはわからない」

　アーサーのその言葉に皆は怪訝な顔を見せ合わせ、そして再びモニターへ視線を戻した。そして次の瞬間、そこに映る姿にその場にいる誰もが声を上げた。

「残念ながら今までの転移民協力者はＴＺＹＸを離れてしまったんだ。その代わりに僕らに協力してくれる転移民のリーダーになってくれるのがこの子だ」

　アシュータにそう紹介されて出てきたのは橘たちばな立花だったのだ。

「立花お嬢じようさま!?」

　誰もが声を上げる中でも特に目立ったのが、大会議室の隅すみで普通の傘のように壁にもたれていた樋ひ笠がさであった。傘部分をばたばたさせてモニターのすぐ前まで転がってくる。その樋笠の前でモニターの立花は言った。

「いま紹介に与あずかったＴＺＹＸ転移民側の新リーダーの橘立花だ。知っている者もいるかも知れぬが、シティ『花はな形がた』の橘正ただ真まさの孫娘である」













　立花は凜りんとした声でそう言うが、その態度は何か落ち着かないように見える。

「どういう事だ？」

　カリスが当惑して尋ねるが、ランドゥはすぐに立花の思おも惑わくを見抜いていた。

「大方アシュータたちが暴走しないよう、側そばについて監かん視しするつもりだろう。まぁお嬢さんらしいじゃじゃ馬っぷりだ」

「でもさ、おっさん。アシュータはその事に気付いてないのか？」

「当然、気付いてるだろうね。まあお互いそれは知った上で利用価値があると思ってるんでしょ」

　達哉に答えたのはランドゥではなくアーサーだった。

「アシュータたちの主張についてすべて賛同しているわけではないが、確かにストレンジネスアトラクターを手に入れる事ができれば、多くの問題が解決するのも事実だ。当面の間、彼らに協力して欲しい」

「おお、お労いたわしやお嬢さま。きっとアシュータに脅おどされて心にもない事を言わされてるに違いありません」

　樋笠は嘆なげくがランドゥの意見は異ことなるようだ。

「心にもない事だと思うが、アシュータに言わされてるわけでもないだろうな」

　そんなランドゥに達哉も同意する。

「ああ、そうだな。あの立花が大人しく心にもない事を言わされてるとは思えないもんな」

「でも何か変ね。落ち着きがないみたいだけど……」

　クリスが言うまでもなく、皆がそれを感じていた。

「まぁそうなんだよ。どうもお嬢さんの態度がおかしい。でも僕らでは何もわからなくてね。君たちなら何かわかるんじゃないかと思って期待してるんだけど……。どうだい？」

「どうだいって言われてもなあ」

　達哉はまた腕組みして考え込む。

「あ、思い出しましたぞ！　そういえば立花お嬢さまがアシュータとやらに連れ去られる時に……」

　そう言いかけた樋笠を遮さえぎり、ほのかが声を上げた。

「立花ちゃんの手。何か数字を表してるんじゃないの？」

「数字？」

　言われた達哉たちはモニターの立花の指を見つめる。言われてみると確かに、頻ひん繁ぱんに指を動かし、何か数字を示しているようにも見える。

「手話かしら？」

　芳里がそう言うが春川が首を振る。

「いや、手話ではありませんな。数字なのは確かですが、それが何を意味してるのか……」

「旦那様でございます！　旦那様の暗号です!!　立花お嬢さまは連れ去られる直前にそう言っておられました！」

　樋笠が傘の部分をばたつかせながらモニターの前で転がる。

「なんだそりゃあ」

　怪訝な顔のランドゥに樋笠は答える。

「正真さまは若い頃、研究成果が盗ぬすまれぬようにいろいろな場所に隠していたのですが、それを忘れぬよう、野球のブロックサインを元にした数字の組み合わせによる暗号で記録していたのです」

「へえ、シティ『花形』の世界にも野球はあったんだ」

「感心するのはそこじゃないでしょ、達哉」

　そう注意してからほのかは樋笠に尋ねた。

「樋笠さん、じゃあ立花さんが何を伝えたいのかわかる？」

「ええと、アーサー殿。もう一度、巻き戻してくれませぬか？　Ａ－３とか第三号辺りまでは読み取れたのですが……」

　そう言う樋笠にアーサーはほくそ笑む。

「なるほど、一応確認して貰うけど、それだけでも大体予想がついたよ」

　そして映像を巻き戻しながら言った。

「アシュータがＡ－３号研究施設という所に隠れているのは確かだけど、あんまり広すぎてね。どこにいるのかわからないんだ。第三号というブロックは幾つかある。そのどこかにいるわけなんだろうな」
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「しかしまあ、そんな事が可能なのかね」

　そう言うランドゥにアーサーは答えた。

「理屈の上ではね。第一そうとでも考えないと、この『ヘキサスコラ』が元の世界とパッチワークワールドを何度も転てん移いする理由がわからない」

　首を捻ひねるランドゥに代わって今度はボゥイが尋たずねる。

「エージェントアーサー。ストレンジャーは一つの都市に一人と聞いていますが、なぜこの『ヘキサスコラ』だけが例外なのですか？」

「いや、それが僕ぼくたちの思い込みだったわけさ。エージェントボゥイ」

「……はぁ」

　アサクラの口調でエージェントボゥイと呼ばれるとまだ馴なれないようだ。ボゥイはいささか居心地の悪そうな顔でうなずく。

「そもそもストレンジャーは何万人、何十万人に一人の資質だ。元の世界の人口密度にもよるけど、一つの都市に何人もいる方が確率的には低い。そうでしょ？」

「確かにそれはそうですが……」

「なぁ、ええと。その……、アーサーさん」

　やにわにそう話しかけてきたのはハッタであった。ルーレット勝負に負けた後、ハッタは『ハッピーラッキー』を出ていろいろとランドゥたちに協力しているのだ。ハッタなりの罪滅ぼし、そしてアシュータへの意い趣しゆ返がえしのつもりでもあるようだ。

「アーサーでいいよ。なんだったらアサクラでもいい」

　そう言われたハッタは少し迷ってから改めて口を開く。

「ええと、アーサー。ストレンジャーは都市ごと転移してくるんですよね。二人いる時も同じなんですか？」

「断言はできないけどね。一緒に転移してくる都市は、ストレンジャーが無意識に生活圏内と考えてる範はん囲い内ないと推すい測そくされてる。複数のストレンジャーがほぼ同じ範囲内を生活圏と考えていれば、その中に含ふくまれる都市が転移してくる」

「つまり葦あし谷やくんは、『ヘキサスコラ』だけを生活圏内と考えていた訳ね」

　アーサーの説明を聞いていた芳よし里さとが達たつ哉やの方を見ながらそう言った。

「ははは、学校を愛してる証拠ではないですか」

「そうですよ、俺ほどこの『ヘキサスコラ』を愛してる生徒はいません！」

　春はる川かわの言葉に達哉は調子に乗って胸を張る。

「達哉が東とう京きようや日本全体を生活圏内と考えていたら、まるごと転移していた訳ね。そっちの方が結果的にはよかったのかしら」

　そんな達哉を呆あきれたように見ながらそう言うと、ほのかは改めてアーサーの方へと頭を巡めぐらせる。

「あの、それでアーサーさん。『ヘキサスコラ』のもう一人のストレンジャーって、本当に……」

「ああ、君の可能性がもっとも高いよ。穂ほ積づみさん」

　すでに何度も同じ質問を繰り返している。返ってくる答えはいつも同じだが、それでも納得できない。

「でも私、特別な能力なんてもっていないし……。ストレンジャーなんて言われてもピンと来ません」

　反論する言葉も同じだ。そしてアーサーもまた同じ説明を繰り返す事になる。

「君と達哉は幼なじみなんだろう？　それなら達哉と同じように『ヘキサスコラ』を生活圏内と無意識に考えてもおかしくないと思うけどね。それにストレンジネス能力はそれほど突とつ飛ぴな力じゃない。君が無意識のうちに使っていて気付いてない可能性が高い」

　そしてハッタを見やってアーサーは付け加えた。

「ハッタの旦だん那ななんて自分の能力を誤解していたじゃないか。そんなものだよ」

　そう言われてハッタはきまりの悪い顔をする。ほのかはそんなハッタに気を遣う余裕もない。

「でもそれを言ったら達哉だって……」

「いや、思い当たるところはあるんだよな」

　達哉は腕組みしながら言った。

「アーサーから俺がストレンジャーかも知れないと言われてからずっと考えていたんだけどさ。ほら俺って時々、時間感覚がおかしくなる。一秒が一分にも二分にも感じられる事があるって言っていたじゃないか」

「でもそれはよく聞く話じゃないの」

　ほのかの言うとおりだ。事故に遭あった人が、ほんの数秒の出来事を数分、数十分にも感じていた事例はよく報告されている。しかし達哉自身の自己評価は違うようだ。

「うん、でも俺の場合、ある程度コントロールできるような気がするんだよな」

「間違いない、そりゃあストレンジネス能力だ」

　ランドゥが言った。

「俺の能力だって、鍛えればある程度の達人にはできる範はん疇ちゆうだ。もっとも俺は大した訓練も修行もなしにできる。それがストレンジネス能力だってわけだ。お前のそれがストレンジネス能力でもおかしくねえ」

　実際にストレンジネス能力を使っているランドゥからそう言われてはほのかも認めざるを得ない。

「まあいいさ、実際に試してみればわかる。君で駄だ目めなら、これまでの転移の際、達哉と同様に危機感を覚えていた人間を片っ端から当たるまでさ。まぁ状況から言っても、君以外にはいるとは思えないけどね」

　アーサーにそう言われても、ほのかは黙だんまりを決め込むだけだ。

「それでよ、本当に『ヘキサスコラ』をアシュータたちが立てこもってる研究施し設せつの真上に転移させる事ができるのかよ」

　ランドゥは重ねてそう尋ねた。

「これまでの転移結果から察さつして、再さい転てん移いの出現場所にはある程度の法則性がありそうです。おそらくこの都市にいる複数のストレンジャーの位置が関係してると思いますが、まあ穂積さんがストレンジャーでなければ、考え直さなければなりませんがね」

「エージェントアーサー。口調が戻っています」

　ボゥイにそう指摘されて、アーサーは苦笑する。

「おや、これは失礼。いやぁ何か説明する時はこっちの方がやりやすいもんでね」

　そう釈明してからアーサーは続けた。

「データが少ないから確実な事は言えないね。でも僕の見立てが正しければ、『ヘキサスコラ』は一いつ旦たん、元の世界へ転移してからパッチワークワールドに再転移。そしてアシュータたちが立てこもるＡ－３号施設第三ブロックの真上に出現する」

　アーサーは大会議室の机の上に広げた地図を指さしながらそう言った。地図は大おお阪さか湾わん周辺のもの。アーサーのＡ－３号施設は、達哉の世界で言う和わ歌か山やま平へい野や近くにあるようだ。

「もちろん、僕たちシティファーザーズの施設はランドキッドナップ現象対策で地下深くに作られている。地上に都市が転移してきても被害はない。でも頭を押さえられるのは致命的だ。評議会も協力を約束してくれている」

　そしてアーサーは顔を上げる。

「『ヘキサスコラ』の再転移を確認次第、アンドロイドが他の出入り口を確保する。アシュータたちはこれで袋のネズミだ」

　アーサーのその言葉を受けてハッタが続けた。

「あとは僕が手配したハウンドたちが、アンドロイドたちと協力してヘキサスコラの地下へ突入して、アシュータを捕まえればいいわけだな」

　ハッタはギャンブルで貯め込んだ豊富な資金を使い、周辺のハウンドたちを大量に雇やとい上げたのだ。それで一気に勝負をつける算さん段だんなのである。

「ＯＫ。うまくいくといいな」

　いささか投げやりにそう言うと、ランドゥは大会議室を出ていった。それを見送ったアーサーは達哉たちに念を押す。

「ランドゥの旦那には気をつけておいてくれよ」

「え、なんで？」

　怪け訝げんな顔の達哉にクリスが言った。

「もう、鈍感ね。ランドゥは本当の仇かたきがアシュータだってわかったのよ。アシュータを倒すためならどんな無茶をするかわからないじゃないの」

「でもあれだろう、おっさんの家族はストレンジネスアトラクターの中にデータ化されているし、それを取り戻せば再生も可能なんだろう？」

「可能は可能ですが、まだそのための技術は完璧とは言えません」

　またアーサーの口調が変わるが、ボゥイも呆れたように嘆たん息そくするだけで注意しようとはしなかった。

「それに家族とは何年も離ればなれになってしまった事には変わりないじゃないの。今さら後には引けないわよ」

「そういうものかねえ」

　達哉は首を傾かしげるだけだ。

「ええと、それでアーサーさん。この装置ですけど……」

　ほのかが先程から気にしていた機械を見やり尋ねた。

「私と達哉がストレンジャーなら、これで本当にヘキサスコラが逆転移するんですか？」

　そんなほのかにアーサーは笑う。

「君が心配しているのは、この装置に危険性がないかどうかという事でしょ？」

「ええまぁ」

　曖あい昧まいにうなずくほのかの背中をクリスがばんばん叩たたいた。

「まったくほのかちゃんは臆病なんだから！」

「もう、背中叩かないでくださいよ。クリスさん。メガネが落ちます」

　ボゥイはほのかが見ていた装置に歩み寄り、もう一度、丹念にそれを観察する。大きさも形状もマッサージチェアくらい。ＨＭＤヘツドマウントデイスプレイがセットになっており、それが二台、この大会議室へ持ち込まれているのだ。

「安心していい、大した装置ではない。ちょっとしたバーチャルリアリティ再生装置だ」

「俺たちの世界でもちょっと流は行やったよなあ。３Ｄ映画とか」

　達哉は物もの珍めずらしそうに眺ながめながらそう言った。

「何の事はない。君たちに転移現象の切っかけとなる危機感を与えるだけだよ。ちょっとしたびっくり箱やお化け屋敷みたいなものだと思えばいい」

「……はぁ」

　まだ釈しやく然ぜんとしない顔でうなずき、しばし黙もつ考こうした後にほのかは言った。

「私……、そのびっくり箱はともかくお化け屋敷とかそういうのは苦手なんです」

「ああ、そういえばそうだったな」

　達哉がそう言うと皆は笑いに包まれる。そんな皆にほのかは頰ほおを赤らめながら反論した。

「もう、笑わないでください。こっちは本気で困ってるんですから！」

　そしてメガネをなおしながら付け加える。

「でもまぁ、こうなったらそうも言っていられません。私がストレンジャーかどうかはわかりませんが、できる事ならば協力します」

「そうこなくちゃね。それじゃあ予定通り実行は今日の正午だ。元の世界へ一度、転移するからその時に、何かやりたい事があれば準備しておくといい」

「正午か、ええと……」

　時間を確認しようと携帯を取り出した達哉だが、あいにくとバッテリー切れになってしまったようだ。別のポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「ＯＫ、二時間後と。忘れないようにしておかなきゃな」

　達哉が取り出したその懐中時計を目にしてハッタが訝いぶかしげな顔をする。

「おいなんだ、坊ぼう主ず。それランドゥから貰もらったのか？」

　今度は達哉が怪訝な顔を返す番だった。

「へ？　なに言ってるんだよ、これは俺の曾ひい爺じいちゃんがデザインした時計だぜ」

「ああ、聞いたことあるわね。達哉の曾お爺さんって、確か時計職人だったんでしょ？」

「うん、時計そのものが外国製なんだけど、蓋ふたや周りのデザインは曾爺ちゃんが自分でやったものだって。まぁ俺が生まれる前に死んじゃったんだけどな」

　それでも首を捻るハッタを見て、クリスも達哉の懐中時計を覗のぞき込んだ。

「ああ、これね。私も不思議に思っていたんだ」

「ランドゥが持っていた時計と同じなんだろう？　しかも元の世界から持ち込んできたはずのものだ」

「うん」

　ハッタに言われてクリスはうなずいた。達哉はその時になって以前にもクリスが懐中時計に興味を示していた事を思い出した。

「なに、おっさんがこれと同じ物を持っていたの？」

「そうよ、どうしたのか知らないけど最近は見かけないわねえ」

「あれは家族の形かた見みだ。一度は金に換かえるために売り払ったんだが、嫁さんがこんな立派なものは受け取れないって返して寄よ越こしたのがなれそめらしい。そんなもの、あいつがそう簡単に手放す訳がねえ」

「あ～～、それは初耳だわ。ちょっと妬やけるっていうか女の子としては複雑ね」

　ハッタの説明にクリスは少し渋い顔をした。

「う～～ん、でも妙みようだなあ。これは曾爺ちゃんが趣味で作ったもので、亡くなった時に形見分けした分ぶんしか残ってないはずだけど……」

「うん……、なんだって？　形見分けで貰ったって？」

　達哉のその言葉にハッタが首を捻る。

「そういえばランドゥも同じような事を言っていた覚えがあるな。こっちに来る前の話のはずだ」

「ランドゥと一緒に転移してきた人がいたの？」

　そう尋ねるクリスにハッタは頭を振る。

「いや、違う。ランドゥが元々いた世界の家族の話だ。どういう世界かは詳くわしくは聞いてなかったが、確かに時計職人だった爺さんだか曾爺さんの形見分けで貰った。そう言っていた記憶がある」

「ちょっと待ってよ。おかしいじゃないの。ランドゥがこの世界へ来たのは、何十年も前でしょ？　そんな昔の事を覚えているはずがないじゃないの」

　パッチワークワールドへ転移してきた人間は、数年のうちに元の世界の記憶を失ってしまう。シティファーザーズでも原因はわからないのだが、それは確実に誰にでも起きるのだ。

「私だってランドゥから元の世界の話は覚えてないって聞いてるわよ。懐中時計を見せて貰った時も、そんな話は言わなかったし」

「ああ、僕が聞いたのはランドゥがハウンドを始めたばかりの頃だったからな。十五年以上前の話だ。その頃ならランドゥにまだ元の世界の記憶があってもおかしくない」

　ハッタのその答えにクリスは怪訝な顔を浮かべたまま黙だまり込む。一方、手にした懐中時計を見つめていた達哉はハッとして声を上げた。

「なんだ、そういう事か！」

「どうしたの、出し抜けに」

　尋ねるほのかに向かって達哉は得意げな顔で答えた。

「なんだ、記憶がなくなるっていっても、いくらでも方法はあるじゃん」

「方法って、なによ」

　達哉の脳天気な口調が引っかかったのか、クリスが唇くちびるを尖とがらせてみせる。

「簡単な話だよ。みんなで元の世界の話をすればいい」

　そう言われてもクリスやハッタにはピンと来ないようだ。岡目八目というわけだろうか、客観的に話を聞いていたアーサーやボゥイの方が先に達哉の話を飲み込めたようだ。













「なるほど、本当に君は面白い事を考えるよ。達哉。確かに当たり前の事だが、どうして今までそれに気付かなかったのか、そっちの方が不思議なくらいだね」

「言われてみればそのとおりだ。転移前の記憶は消えるが、転移後の記憶は残る。転移前の記憶を誰かに話しておけばいいだけの事だ。クリス、お前たちはなぜそうしなかった？」

「なぜって……」

　ランドゥは出ていってしまったし、カリスはヘキサスコラを離れてアシュータの勧誘に乗らぬよう、他の都市を説得して回っている最中だ。パッチワークワールドへ転移して数年が経たつ転てん移い民みんは、この場ではクリスとハッタだけである。

　少し首を傾げて考え込んでからクリスは答えた。

「まぁ当たり前といえば当たり前なんだけど、記憶がなくなるとわかった時にはもう手遅れだった感じかな。同じ都市のみんなとはともかく、他の都市の人たちとはあんまり元の世界のことを話しにくい雰ふん囲い気きがあったし」

「そうだな。懐中時計の話も酒が入った勢いで出た事だし。他の都市の転移民同士の間では、元の世界の話はタブーみたいな暗黙の了承はあった」

「どうせ戻れないのなら、今さら話したくはないというわけですか」

　これまで黙って話を聞いていた春川がそうつぶやいた。

「しかしでもこれなら記憶がなくなるのを恐れる必要はないんじゃないかな。みんな一緒に元の世界の話をすればいいだけじゃないか。パッチワークワールドに来てから話を聞いた人なら、簡単には忘れないはずだし」

「そんな簡単なものかね」

　ハッタは納得がいかない顔だがアーサーは笑う。

「さてね。僕らには関係ない事だけど、試して損するほどのものでもなし。駄目もとでやってみちゃどうだい」

「まぁ、元の世界へ戻れるに越した事はありませんけどね」

　思わずほのかがそうつぶやいた好機を逃のがすアーサーではない。

「そう思うなら手伝って貰うよ」

「え、はい」

　反射的にほのかはうなずいてしまった。

「ほんじゃ元の世界へ戻った時に懐中時計の件も聞いてみるかな。何かわかるかも知れないし……」

　達哉は懐中時計をポケットにしまいそう言った。




「状況はどうだい？」

「予想以上です。さすがはｅエｘクストレンジャー」

　アシュータにそう尋ねられたニューエイジの技術者は感かん嘆たんした。別の技術者も興奮気味に続けた。

「評議会から渡された機材とデータではまだ先は長いと思っていましたが、これならストレンジネスアトラクターの呼び出しくらいまでならいつでもできそうです」

「そうか、まぁそこまでじゃ意味ないけどね。こちらが必要とする世界から任意の都市を持ってこられるようになってこそ、はじめて僕らの理想が実現する」

　アシュータはそう言いながら、モニターの向こうにいる立りつ花かへと目をやった。

　周囲を複雑な機材に囲まれたシートに着いた立花は眠っているだけのようだ。しかし各種センサーは立花が覚醒状態にあり、しかも何者かと話しているかのような状態にある事を示していた。

「ストレンジネスアトラクター内と接触してるのでしょうね。どういうことを話しているのか、モニターできませんかね。そうすれば内部の状況もわかるのに」

　そんな技術者の言葉をアシュータは笑う。

「いやいや、別にわかっても意味ないよ。だってデータだもん。今は立花に協力して貰って、ストレンジネスアトラクターのデータを集める事が先決でしょ。まぁ頑張って」

　技術者の肩を叩くとアシュータは実験室を出ていく。

「どうやったのかはわからないけど、どうも立花はこの前のビデオで僕たちがＡ－３施設のどこに立てこもってるのか教えたらしい。評議会がアンドロイドを準備したり、この辺りのハウンドたちも掻かき集あめられている」

　無言で顔を見合わせる技術者たちを安心させるようにアシュータは続けた。

「なあにどうって事はないよ。地上への出入り口は沢たく山さんあるんだ。すべて一気に押さえるなんて事は不可能だ。何とでも作戦は立てられるさ。ただいざという時に備そなえて君たちはいつでも逃げられるよう、持ち出すデータや機材準備だけはしておいてくれ」

「はい」

　アシュータの言葉に技術者たちはうなずいた。




「……とまぁ、こんな奴だ」

　立花は土の上に似顔絵を描き終えたところだった。

　少なくとも立花の意識では、ここがデータ化された都市という感じはしない。ごく普通の都市。ただ違うのは道行く人々が二人、つまり立花とリッカにまったく興味を払わないという点だろうか。

　そして頭上に聳そびえる黒い塔。言うまでもなくここはストレンジネスアトラクター内でデータ化されている都市。あの『黒い塔の都市』なのである。

　土もそこに似顔絵を描くのに使った木の枝もデータに過ぎない。しかし立花には確かな感触があった。枝を使い柔らかな土に描いた似顔絵に、リッカは思わず目を見張った。

「この人が、立花の言うアーサー？」

「そうだが、それがどうかしたのか？」

　リッカの様子に立花は怪訝な顔をする。アシュータの実験によってストレンジネスアトラクター内でデータ化された『黒い塔の都市』と接触した立花に、リッカの方からコンタクトを取ってきた。困こん惑わくするリッカに立花は事の経けい緯いを説明したのである。その中で出てきたアーサーという名前にリッカが興味を示したため、立花は土の上にその似顔絵を描いてやったのだ。

「ええと、ううん。きっと他人のそら似よ。だって生きてるはずがない。外の世界では何十年も過ぎているんでしょう？」

　自分に言い聞かせるようにそうつぶやくリッカに立花は言った。少しうち解けてきたのか、話し方も随ずい分ぶんと親しげになってきた。

「お前が言ってるのが誰の事かは知らぬが、シティファーザーズは見た目が若者でも実際にはかなり年を食っているそうだ。ボゥイという女も見た目は十四、五歳だが実際には十歳以上年上らしい。アーサーはもっと上になるのだろうな」

「そう……、そうなのね」

　リッカはそう繰り返して少し笑う。

「ううん、それでもきっと他人のそら似よ。それでいい」

　再び自分に言い聞かせるようにつぶやくリッカを立花は怪訝な顔で見るしかなかった。気を取り直してリッカは立花へ向き直って言った。

「とにかく私の言葉を伝えてくれてありがとう。アーサーが話を聞いていたのならば大丈夫だと思う」

「そうか……。それはよかった」

　立花はホッとして胸をなで下ろす。アシュータの事は信用できないと言った立花だが、結果的にはアーサーの方にもリッカの話を伝えてしまったのだ。それが正しかったのかどうか、迷っていた立花だが今のリッカの言葉で肩の荷が下りたように感じた。

「でも今の話を聞く限りアシュータというのは危険な人のようです。私も何か手伝えればいいのですが、この状態では何も……」

「この状況を伝える事ができただけでも今はよしとしよう。まだ奴らも自由にストレンジネスアトラクターを召喚する事はできぬようだからな」

　立花のその言葉にリッカは小首を傾げ何か考え込む。そして背後の黒い塔へ視線を巡らせながら言った。

「ストレンジネスアトラクターが召喚されれば、ある程度はあの黒い塔、『共きよう鳴めい塔とう』の制せい御ぎよができるかも知れません」

「本当か？」

　立花もリッカにならって黒い塔を見上げた。

「はい。私以外の人間があなたに関心を示さないのは、みんなまだデータの状態だからです。ストレンジネスアトラクターが召喚されたら、他のみんなも実体化されます」

　リッカは立花へと視線を戻して続ける。

「そもそもこの都市は共鳴塔の管理をするのが目的でした。その仕事に従事している人も沢山います。彼らが状況を理解すれば、アシュータという人の陰謀には抵抗するでしょう」

「そうか、それは心強いな」

「でもあなたに会えて本当によかった」

　リッカは笑う。

「うむ、こうして再会できたのも、考えてみればアシュータとやらが、何か企んでくれたおかげだ。この点に関しては感謝せねばなるまい」

　立花はそう言い二人は笑い合った。

「もっと時間があればあなたの、立花の世界の事や、私たちの世界の事、いろんなお話をしたいのだけれども……」

「そうだな。一人、お前に紹介したい奴もいる」

「私に紹介したい人？」

　尋ねるリッカに立花はうなずいた。

「うむ。達哉といってな。まぁ頼りになるのかならぬのか、今ひとつよくわからぬのだがな。いろいろと面白い奴なのは確かだ。きっとお前とも話が合うと思うぞ」

「達哉……？」

　少し小首を傾げてリッカは尋ねた。

「立花はその達哉さんが好きなのですか？」

　出し抜けにそう尋ねられた立花は一時ぽかんとする。そして次の瞬間、頰を真っ赤に染め、必死になって反論を始めた。

「ば、ば、馬鹿な事を言うな！　私が好きなのは、先程も話したランドゥというハウンドだ。達哉のようなそそっかしいお子様など相手にならぬ。もうちょっとしっかりすれば……。いや、これはそういう意味ではなく。ただ一般的な意味で……」

　一人で狼狽うろたえる立花を、リッカは楽しそうに見守るだけだった。

　その時だ。急に薄暗くなってきた。どうやらアシュータたちの実験が一段落したようだ。立花とデータ化された『黒い塔の都市』の接触が解除されるのだろう。

「まったく忙せわしない連中だ」

　周囲を見回し、うんざりとした顔でそうぼやいてから、立花はリッカへ向き直って言った。

「アシュータの企みを利用して、また何とか連絡をつけてみる」

　周囲の光景が暗くなる中で立花はリッカへ向かって言った。

「はい、私もできる限りの事はします。達哉さんとお会いできるのを楽しみにしています」

「うむ、それでは……」

『黒い塔の都市』との接触が切れる直前、ようやく立花はその事に気付いた。

　アーサーが話を聞いていたのならば大丈夫？

　リッカは確かにそう言っていたはずだ。

「おい、お前。ひょっとしてアーサーのことを知って……」

　しかし言い終える前にリッカの姿は完全に消えてしまった。

　ちょうど夢から覚めるような感覚だ。ハッとして見回すと周囲には機械の山。目の前にあるモニターには、アシュータに賛同したニューエイジの技術者たちの顔が映うつっていた。

「ご協力ありがとうございました。立花さん。しばらくお休みくださいとのエージェントアシュータからのお言付けです」

「いちいち命令されんでもそうさせて貰う」

　立花は不ふ機き嫌げんそうに言うと、実験用のシートから飛び降りた。




「ああ、爺ちゃん？　写メ見てくれた。……いや、鮭シヤケじゃないって。メールに添付した写真だって。母さんの携帯に送っただろう。……うん、ほのかの携帯から。ああ？　仲がいいって、当たり前だろう。幼なじみなんだからさ」

　そう言う達哉の横ではほのかが顔を赤くしていた。

　達哉とほのかがストレンジャーだろうと考えたアーサーは正しかった。アーサーの言う『お化け屋敷かびっくり箱』で、擬似的な危機を覚えた二人により、『ヘキサスコラ』は一旦、元の世界へ転移したのだ。

　すでに二回、パッチワークワールドから『ヘキサスコラ』が戻ってきたので、元の世界の方でもある程度の準備は進めてあったようだ。

　出現するなり、『ヘキサスコラ』の電話回線やインターネット回線に連絡が殺到。上空にはヘリが舞い始めた。

　しかし今回は元の世界へ戻る事が目的ではない。さらにまたパッチワークワールドへ再さい転てん移いしなければならないのだ。

　達哉はその僅わずかな時間を使って自宅に連絡。懐中時計の事を聞き出そうとしたのだ。

　平日の昼という事もあり自宅には父はおらず、母親を通じて近くに住んでいる祖父に連絡を取って貰ったのである。

　祖父は達哉の話だけではピンと来ていないようなので、ほのかの携帯で懐中時計の写真を撮り母の携帯に送信したのだ。

『お～～、これかこれか。思い出したわ。これはまた懐なつかしいな。まだ持っていたのか、お前』

　電話の向こうで祖父がのんびりとそう言う。何しろ時間がない。達哉はその祖父を急せかすようにして続けた。

「うん持ってたよ。それでちょっと聞きたいんだけど、これは曾爺ちゃんが装飾を施ほどこした物で、そんなに数はないんだよな？　誰にどれくらい配った？　その中で二十年くらい前から連絡が取れない人っていないか？」

「あ～～、そうだな。わしのは確か婆ばあさんの仏壇に……」

「爺ちゃんの事じゃないって！」

「待て待て、急かすな。いま思い出してる……。ええと、そうだな。全部とは言わないが……。確かわしの従兄弟の息子が二十年くらい前から行方ゆくえ不ふ明めいのはずだ。従兄弟もこの時計は形見分けで貰ったはずだから、息子に渡っててもおかしくないな」

　達哉の側そばで耳を澄すませていたほのかにも祖父のその言葉は届いていた。固かた唾ずを呑のんで見守っていたクリスもほのかの表情が変わった事に気付く。

「何かわかった？」

「ええ、お爺さんの従兄弟の息子……。って達哉から見ると何になるのかしら。とにかくその人が二十年くらい前から行方不明で、そのお父さんも同じ懐中時計を持っていたはずだって。だから息子に渡っててもおかしくないだろうという……」

「でもおかしいじゃないか」

　達哉は電話の向こうの祖父に反論する。

「二十年くらい前に『ヘキサスコラ』みたいに都市が丸ごと消えたら大騒ぎになっていたはずだろう？　そんなニュースあったのか？」

「私が小学校入るかどうかの頃ですねえ。ちょっと記憶にありませんねえ」

　芳里が首を傾げる横で、春川も考え込む。

「うむ、私もそんな事件があった覚えはないな。その人ごと都市が消えてしまえば、テレビや新聞でも報道されるはずだ」

「あ～～、なんでもな。結けつ構こう、あちらこちらを旅して回ってる変わり者というか風ふう来らい坊ぼうでな。山小屋とか無人島に住み着いていたらしいぞ」

「無人島に住んでいたら無人島じゃないじゃん」

「いまはそんな揚げ足を取ってる場合じゃないでしょ！」

　もっともな突っ込みだが確かにほのかの言うとおりである。

「お爺さん、貸して貸して！　ああ達哉。母さんだけど、今の話聞いて思い出したけど、お父さんも同じような事を言ってたわ」

「父さんが？」

「そろそろ時間だな」

　大会議室から外を見てアーサーが言った。

「竜巻が激しくなり始めた。見てみろよ、あの電波塔がもう見えない」

　アーサーの言うとおり、東京スカイツリーが完全に見えなくなっている。

「そうそう、瀬せ戸と内ない海かいの小島に住み着いていたとかいう人がいて……」

「その人の名前は!?　ランドゥとか言わなかったか？」

「ええと、ちょっと待って。お父さんにメールで……」

「時間がないんだよ、母さん！」

　達哉に急かされて母親は慌あわてて記憶を探り答えた。

「ランドゥ？　ランドゥじゃなくて、確か蘭らん丸まる……。じゃなかったわね。でもラントとか、そういう変わった名前だったような……」

　そこで通話は切れてしまった。

「ちぇ、お約束なところで切れるもんだなあ」

　達哉は大会議室に備え付けの電話を見やりながらそうぼやく。その横でほのかが考えを巡らせて言った。

「ラントか。花の蘭に人って書くのかしら。変わっているけど、あり得ない名前じゃないわね」

　しかしクリスは不満なようだ。

「ええ、でもラントはかっこよくないなあ。ランドゥの方がいいじゃん」

「でも都市が消えたっていう話がないのは変じゃないか？　島に住んでいたなら島一つごと転移してくるんじゃないのか？」

「小さな島だからなくなっても誰も気がつかなかったんじゃないの？」

　クリスがそう言うが春川が否定する。

「いやいや、さすがにそれはありませんよ。小島といっても管かん轄かつが決まってますからね。消えたら大騒ぎだ。でも無人島に無許可で誰かが住んでいたとすれば、その人や家がいきなり消えてもニュースにはならないかも知れませんなあ」

「恐らくそんなところだろうな」

　ボゥイが春川の言葉にうなずいた。

「ランドゥにとっての生活圏は、小島の小屋や山小屋だったのだろう。そうならば転移現象が起きても、小屋以外は転移してこないかも知れない」

「そんな馬鹿な話……」

　ほのかは思わず呆れるが、達哉はぽんと手を打つ。

「そういえば爺ちゃん、風来坊だって言ってたな。そういう人なら生活圏といっても都市とは限らないんじゃないの？」

「風の向くまま気の向くままですか。なるほど、それならあり得そうですな」

「本当かしら」

　さもありなんとそう言う春川だが、ほのかは首を傾げるばかりだ。

「まぁいいさ。一応、ランドゥのおっさんに報告しておこうぜ。おっさんは？」

「さっきから姿が見えないのよ」

　大会議室の中を見回すクリスの言うとおり、どこにもランドゥの姿はない。

「再転移現象が始まったね」

　窓の所から離れたアーサーはそう声をかけて大会議室から出ていく。

「念の為、生徒たちを安全な場所に避難させておいてくれ。まぁ頭をふさがれたアシュータたちに何かできるとは思えないけどね。ハウンドたちもいるし」

「なぁに任せておいてくだされ」

　そう答えると春川は側に置いてあったゴルフバッグから何かを取り出す。

「よもやこのサンパチが二十一世紀にもなって役立つとは思わなんだ」

「は、春川先生！　それ鉄砲じゃないですか！」

　芳里の言うとおり、春川がゴルフバッグから取り出したのは大日本帝国陸軍の正式小銃三八式歩兵銃であった。

「ははは、昔南方から撤てつ収しゆうする時にかすめ取ってきたものですわ。ちゃんと整備してありますから、今でもちゃんと撃てますぞ。弾が少ないのがちと気がかりですが」

「ななな、なんで鉄砲が学校に……。って、そもそも銃刀法違反じゃないですか！」

「なぁにこういう事態ですから。芳里先生もあまり堅い事はなしにしましょう」

　元海軍士官は飄ひよう々ひようとしてそう言った。

　そんなやり取りを背中で聞きながらアーサーは大会議室を出ていく。

「どうだい？」

「なにが？」

　大会議室を出てすぐの廊下に立っていたランドゥは、出し抜けに話しかけてきたアーサーににべもなく言い返す。

「どうって、自分の出しゆつ自じがわかったってことさ。達哉と親しん戚せきだったとはね。まぁらしいと言えばらしいじゃないか。笑える」

「笑えよ」

　ランドゥはそう言うとテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直して廊下を歩き出す。

「昔の事だ。どっちにせよ俺には関係ない」

「ふふ、まぁそう言うと思ったよ」

　その答えにアーサーは笑った。
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「一体何が起きた？　ランドキッドナップ現象か？」

　管制室へ飛び込んできたアシュータもさすがに狼ろう狽ばいを隠せない。Ａ－３研究施設西三号ブロックの地表へ通じる出入り口に突然、異い変へんが生じたというのだ。

　その影響だろうか。地下施し設せつ全体も地じ響ひびきに襲われていた。

「撤退してきた同志の報告によるとそのようです。現在、状況を確認中です」

「まさかこんなタイミングでランドキッドナップ現象が起きるとはね。ちょっと日頃の行おこないが悪かったかな」

　それでもまだアシュータには苦笑する余裕があった。しかしそれもすぐに吹き飛ぶ。

「西四号ブロック、東一号から四号ブロックまでの地表付近にシティファーザーズ評議会のアンドロイドが突入してきたとの報告です」

「南北全ブロックからも同様の報告が来ました。こちらはハウンド連中もアンドロイドと連携して突入してきたようです」

「ハウンドが？　評議会に雇やとわれたのか」

　さらにアシュータへの追い打ちは続く。インターフォンで会話していた別の同志が報告を寄よ越こしたのだ。

「地表を監かん視ししていた同志の報告によると、この施設の真上に転てん移いしてきたのは、あの『ヘキサスコラ』という学園都市だそうです！」

　その報告にはアシュータも肝を潰つぶした。

「なんだって!?　見間違いじゃないのか？」

「エージェントクーリエの報告です。彼は実際に『ヘキサスコラ』の調査報告を見ていますから、間違いはないかと……」

　再さい転てん移い現象か？　確かに『ヘキサスコラ』は元の世界へ転移して戻ってくるという離はなれ業わざを二度行っている。二度ある事は三度あるとも言うが、それがこのタイミングで、しかもアシュータたちが立てこもる施設の真上に出現するなどという事が、偶ぐう然ぜんに起こりえようものか。

「アーサーか！」

　アシュータは握りしめた拳こぶしで管制室の壁を叩たたく。

　裏目に出たか。立りつ花かに情報を流させれば、アーサーたちは戦力を集めようとする。その間、時間がとれる。ストレンジネスアトラクターの制せい御ぎよが可能になれば、多少の戦力などどうとでもなる。

　そう考えていたアシュータだが、アーサーはその上を行ったようだ。

「くそ、アーサーか！　あの老人め！　僕ぼくらをなんだと思っている!!」

　珍めずらしく感情を顕あらわにするアシュータに、周辺状況をモニターしている同志のニューエイジたちも言葉なく顔を見合わせるだけだ。

「ええと、その新たな報告が……」

　おそるおそるそう言う同志にアシュータは無言でうなずき報告を促うながす。

「『ヘキサスコラ』からもアンドロイドとハウンドが現あらわれ、地下へと突入を開始したようです」

　それを聞いてすぐにアシュータは言った。

「脱出ルートは？」

「それが……、今の状況ではすべて押さえられてしまってます。なにしろ真上に都市が転移してくるなど想定外でしたもので……」

「ここはパッチワークワールドだ！　ランドキッドナップ現象など、どこでも起きる！　想定外なんて言っていられるものか!!」

　突然、声を荒らげたアシュータに、ニューエイジの同志たちは目を丸くして言葉を失ってしまう。

「……いや、御ご免めん。ちょっと興奮してしまったようだ。何か対策を……」

　アシュータは言葉を切りしばし黙もつ考こうしただけで、その対策に思い至ったようだ。少し笑みを浮かべて言った。

「ｅエｘクストレンジャー研究室へ連絡だ。立花を使ってすぐにストレンジネスアトラクターを召喚しよう」

　なぜアシュータがそんな事を言い出したのかわからず、ニューエイジたちは顔を見合わせる。そんな同志たちにアシュータは説明した。

「ストレンジネスアトラクターの呼び出しくらいならいつでもできると言っていた。ストレンジネスアトラクターで頭の上に乗っかっているあの都市をデータ化してやればいい。そうすれば脱出経路も確保できるはずじゃないか」

　その説明に納得したのか、同志の一人がｅｘストレンジャー研究室へ連絡を取り始めた。そんな同志にアシュータは言った。

「僕もすぐにそちらへ行くと伝えろ」

「はい」

　その答えを待たずにアシュータは管制室を飛び出した。

　ニューエイジは知能は高いが経験に乏しい。ましてや戦闘経験などろくにない。すでにハウンドとアンドロイドの突入で浮き足立っている。少しでも不利になればあっという間に投とう降こうしてしまうだろう。

　まずいな、早めに手を打たないと……。

　アシュータはｅｘストレンジャー研究室のある階層へ降りるエレベーターへ飛び乗りながらそう考えていた。




「お前がついてくる事はないんだぜ」

　ランドゥは『スパイダー』を構かまえながら達たつ哉やにそう言った。

「そうそう、お子様は上で大人しくしていなさい」

『ドラゴンフライ』を手にしたクリスもそう達哉を茶化す。

「なに言ってるんだよ、立花がいるんだぜ。俺が行かなくて誰が行く」

　そんな達哉の言葉をランドゥは鼻で笑う。

「そんな生意気な台詞せりふは十年早いぜ」

　言うなりランドゥは隠れていた通路の影から飛び出す。目の前にはアシュータたちニューエイジの指揮下にあるアンドロイドの群れ。ランドゥはそのアンドロイドたちに『スパイダー』の対物ブレットを次々と叩き込む。

「頭のセンサーを狙ねらえ、クリス！　さもなきゃ足だ！　どっちかに当たれば動けなくなる！」

「任せて、ランドゥ！　ほら、達哉は私の後ろに隠れて！」

「男が女の後ろに隠れるなんてできるかって！」

「だからそんなのが十年早いっていうのよ！　手ぶらで意地を張るのはお子様の言う事よ」

　クリスの言うとおりだ。地下にある研究施設にアーサーが用意したアンドロイドと共にランドゥたちも突入した。達哉は立花を救い出そうとして同行したのだが、何しろ武器は扱あつかえない。春はる川かわの三八式歩兵銃を借りてこようとしたものの、まったくの素人しろうとが練習もせずに撃てるはずもない。結局、手ぶらでランドゥとクリスの後をついてきたのである。

「いいか、達哉。お前は地上との連絡を絶やさないようにするのが仕事だ！」

　ランドゥは肩ごしに達哉へ向かって叫んだ。パッチワークワールドでは電波が遠くまで届かないうえ、この施設はアシュータたちが支配下に置いている。達哉はアーサーから通信用の無線機とその中継器を預かってきたのだ。ところどころに中継器を設置して、地上まで電波が届くようにする。それが今のところの達哉の任務である。

「わかっているって。ええと、この辺でもまだ電波は届くかな？」

「アシュータの野郎が、こっちに気付いて電波妨害してくるかも知れねえ。ちゃんとアーサーと連絡を取って確認してみろ！」

　銃撃音で掻かき消されないよう大声を張り上げてランドゥは指示した。

「わかっているって……。おーい、アサクラ。いや、アーサーか。まぁどっちでもいいか。聞こえるか？」

「ああ、聞こえる。感度は良好だけど、少し困った事が起きたって旦だん那なたちに伝えて欲しいんだが」

「ああ、困った？　何があったんだ」

　古い電話のような無線機を耳に押しつけて達哉は聞き返した。

「とにかく急いで立花を取り戻さないといけない。どうやらアシュータたちは僕の予想よりもｅｘストレンジャーについて理解していたようだ。いやむしろｅｘストレンジャーの影響が僕の予想を越えていたと言うべきかな」

「なに言ってんだかわからないよ。もうちょっとはっきり言ってくれないか!?」

「ボリュームを調整した方がいいわよ」

「あ、そうか」

　横で見ていたクリスからそう注意されて達哉は無線機のボリュームを最大にした。

「……が現れた」

　途中からしか聞き取れなかった。達哉はアーサーに繰り返し尋ねる。

「なんだって？」

「ストレンジネスアトラクターが『ヘキサスコラ』の真上に現れたんだ」

　アーサーは繰り返した。

「どうやらアシュータたちは、ｅｘストレンジャーである立花を使って、ストレンジネスアトラクターを『ヘキサスコラ』の真上に召喚する事に成功したようだ。このまま『ヘキサスコラ』をデータ化して消してしまうつもりだろう」

「なんだって？　おい、おっさん！　大変だ！　『ヘキサスコラ』の真上に今度はストレンジネスアトラクターが現れたってよ！」

「ああ、なんだそりゃ？　こっちが奴らの上に出たと思ったら、奴らもその上に呼び出したってわけか？　堂々巡りだな、こりゃ」

　そうぼやくランドゥだが、目の前にドアを固めていたアンドロイドを倒して、部屋の中へ飛び込んでいった。

　中にいるのはニューエイジと呼ばれるシティファーザーズたち。彼等は他のシティファーザーズとは違い外見通りの年齢。達哉たちと同じくらいという事になる。

　黒い軍服風の衣装を着たニューエイジたちは、ランドゥが飛び込んでくるなり、怯おびえた表情を浮かべ、特段の抵抗もなくあっさりと手を挙あげた。

「よぉし、いい子だ。おい、クリス。達哉。念の為、ふん縛じばっておけ！」

「だ、大丈夫です！　私たちは抵抗しません。投降します」

　演技とは思えない。ニューエイジたちは震える声でそう言った。

「わかっているって。念の為だ、念の為」

　ランドゥはそう繰り返して、クリスや達哉と共に、ニューエイジたちを縛り上げる。

「どうやらここは管制室のようだな。……おい、ガキ共。お前等のボスはどこだ。アシュータはどこに隠れていやがる？」

　戦闘はおろかろくに苦境に立った事のないニューエイジたちは、案の定、精神的には脆もろかった。いとも簡単に口を割ってしまう。

「エージェントアシュータはｅｘストレンジャーの実験室に向かいました。ここから三フロア下です」

「そこに立花がいるんだな？」

　達哉が念を押すまでもなくニューエイジはうなずく。

「急ごうぜ、おっさん。このままじゃ『ヘキサスコラ』がデータ化されちまう！」

「わかってる。おい、クリス。お前、ここに残って施設内の状況を俺や上のアーサーたちに連絡しろ」

「ええ、私が？　いやよ、達哉にやらせればいいじゃないの」

　ランドゥの指示にクリスは思わず唇くちびるを尖とがらせた。

「達哉みたいなそそっかしいのにそんな重要な仕事を頼めるか。なぁ、達哉」

「おお、俺みたいなそそっかしいのにはまったく向いてないものな」

　そう言う二人にクリスは嘆たん息そくする。

「はいはい、わかったわよ。状況が落ち着き次第、すぐに後を追うからね。それでいいわね」

「任せた」

　言うなり達哉は無線機の中継器をクリスに押しつけた。

「達哉、行くぞ。あそこにエレベーターがある」

　言うやいなやランドゥは管制室を飛び出していった。

「ちょっと待てよ、おっさん！」

　そんな二人を見送り、クリスは苦笑する。

「男の子っていいなあ」




「このままでは危険ですね」

　またシティファーザーズのエージェントアーサーの口調に戻っていた。それだけに事態が深刻だとボゥイやほのかにもわかる。

『ヘキサスコラ』の真上には、あの黒いリング上の物体が現れていたのだ。それがゆっくりと降下してくる。

「生徒たちを避難させた方がよいでしょうか？」

　芳よし里さとがおろおろしながらもそう尋ねたが、アーサーは厳きびしい顔つきでしばし考え込んでから答えた。

「難しいところですね。データ化される事自体には危険性はないと思います。かえって『ヘキサスコラ』から出る方が危険とは思いますが、問題はその後ですね」

「ランドゥと達哉が失敗すると、データ化されても元に戻れる可能性がなくなる。そういう事ですね、エージェントアーサー」

「その通りです。……おや、これは悪かったね。ボゥイ。こちらの話し方がいいでしょ？」

「緊急事態ですから、私としてはどちらでも構いません」

「そうですか、では話しやすい方でやらせていただきます」

　そう前置きしてからアーサーは言った。

「このままではあと数分で『ヘキサスコラ』はデータ化されてしまうでしょう。そんなに余裕はありません」

「アーサーさん。地下のクリスさんから連絡がありましたよ。葦あし谷やくんたちが立花さんの居場所を突き止めたらしい」

　三八式歩兵銃を肩にかけて、地下へ繋つながる無線機と会話していた春川がそう言ってきた。

「そうですか、しかしこのままでは間に合いそうに……」

　言葉を途中で切り、アーサーは窓から顔を出して空を見上げた。

「どうかしましたか、エージェントアーサー？」

　尋ねるボゥイにアーサーは答えた。

「見てください、ストレンジネスアトラクターの降下速度が落ちてます。現状ではほとんど停止しています。何か予想外のトラブルがあったのかも知れません」

　アーサーの言うとおりだ。ボゥイ、そしてほのかも窓から頭上を見上げると、ゆっくりと降下してきたはずのストレンジネスアトラクターが、今は停止しているように見える。

「達哉たちが立花ちゃんの救出に成功したんでしょうか？」

「いえ、連絡があったのは今さっきですから、まだ到着していないでしょう」

　ほのかの言葉にアーサーは頭を振った。

「いずれにせよ今はランドゥと達哉に期待するしかありません」




「どうした？　どうしてストレンジネスアトラクターの降下速度が落ちた？」

「わかりません。エージェントアシュータ。ｅｘストレンジャーや装置には異常はないのですが……」

　ニューエイジの技術者たちも戸と惑まどうばかりでアシュータの問いには答える事ができない。アシュータは自みずからモニターを確認するが、確かに見た限りでは異常はない。

「無理矢理、立花を装置に連れてきたのがいけなかったのか？　ｅｘストレンジャーの感情がストレンジネスアトラクターに影響を与える可能性もあり得なくもないが……」

　そうつぶやくアシュータに呼びかける者がいた。

「アシュータ……。アシュータという人がそこにいるのですか」

　立花の声だ。装置に繋がるシートに座った立花の声をマイクが拾い、モニターのスピーカーを介かいして聞こえてくるようだ。

　声は確かに立花のものだが、アシュータは別の人格が立花の身体を使って喋しやべっているのだと直感した。

「私たちは『共きよう鳴めい塔とう』を使い、いまストレンジネスアトラクターの召喚に抵抗しています。都市の再生以外の目的で、ストレンジネスアトラクターを使用する事には、できる限り抵抗するつもりです」

「まさか……、データ化された都市の住民？」

　技術者の一人がそうつぶやくがアシュータは即座に否定する。

「あり得ないよ。データはデータだ。何もできない」

「しかしストレンジネスアトラクターは召喚され、一部実体化しています。ならば中の都市データも、一部実体のように振る舞う可能性も……」

「ない、ない！　ないってば!!」

　アシュータはだだっ子のように頭を振るだけだった。

「やっぱりお前等はガキだ」

　出し抜けに背後から声が響く。振り返るとそこには『スパイダー』を手にしたランドゥと達哉の姿があった。

「アンドロイドはどうした？　他の同志たちは!?」

「ロボ公どもはスクラップだ。お前の仲間たちは逃げたか投降した。せっかくこっちも手駒揃そろえてきたってのに、張り合いのない連中だぜ」

　その答えに技術者たちはうなだれ沈ちん黙もくしてしまった。

「立花!?　おい、立花は無事なのか？」

「ああ、無事だよ。僕があの子に害になる事をするわけがないでしょ」

　それでもさすがにリーダーを名乗るだけあって、アシュータは平静さを繕つくろいながら達哉にそう答えた。

「お嬢じようさんを解放しろ。そしてストレンジネスアトラクターを止めるんだ。今すぐに、両方ともやるんだ!!」

　ランドゥはそう怒ど鳴なりつけ『スパイダー』の銃口を上げた。技術者たちはひぃと小さく悲鳴を上げ、アシュータの命令を待たずにランドゥに言われるまま操作を始めた。

「中に入るにはそっちのドアだ。達哉」

　アシュータはそう言うと部屋の隅すみへ顎あごをしゃくった。達哉は一時、アシュータを睨にらみつけたものの、すぐに立花のいる部屋へ通じるドアへ向かう。

「さぁて、坊や。俺がなんでここへ来たのかわかるか？」

　ランドゥは一歩、アシュータへ歩み寄りながらそう言った。

「おい、おっさん。あんまり手荒な事をするなよ」

　達哉はそう忠告してからドアをくぐる。

「言われなくてもわかってるって」

「復讐なんて意味ないでしょ。だってランドゥさんの家族はデータになってるけど、生きているんだ」

　そう弁明するアシュータに『スパイダー』の銃口を突きつけながらランドゥは言った。

「元に戻せる保証がないのなら、生きてると言っても意味はねえだろう？」

「なんでそんな昔の事に拘こだわるかなあ」

　アシュータはわざとらしく嘆息して髪を掻いてみせる。

「そりゃ仕方ねえ。おっさんだからな」

「そうだね、仕方ないか」

　ランドゥの言葉にアシュータは意味ありげににやりと笑う。

「おっさんには未来は作れないからね」

「てめえ……」

　その時だ。達哉が立花をだき抱えて戻ってきた。

「馬鹿者！　どこを触っている!!」

「仕方ないだろう。他に引っかかるような所がないんだから」

　達哉の腕の中でじたばたと騒ぐ立花だが、ランドゥの姿を見つけるなり顔を輝かせた。

「ランドゥ！　やはり助けに来てくれたのだな！」

「助けに来たのは俺も一緒だろう」

　憤ふん然ぜんとする達哉にランドゥは少し笑う。

「まぁそうだな。立花お嬢さんも少しは達哉の事を誉ほめてやれ」

　言われた立花は抱えられたまま達哉の顔を見上げ、そして少し頰ほおを赤らめた。

「そ、そうか。まぁ少しは誉めてやるとするか。こう見えても私は心が広いからな」

　達哉はそんな立花の揚げ足を取る。

「こう見えてもって事は、外見からそう思えないのは自覚してるんだな」

「何を言っている！　乙女おとめに対して言うべき事ではないだろう」

　立花がそう反論した時だ。ランドゥは視界の隅でアシュータが動くのを捉とらえた。

「おい、何しがやる。妙みような事は止やめろ！」

　しかしランドゥが叫んだ時には遅かった。アシュータが何かのレバーを下げると同時に実験室の照明が消え、パネルから火花が飛び散った。どうやら電源を意い図と的てきにショートさせたようだ。

「畜生め、どこへ行きやがった!?」

　ランドゥは自分の脇を誰かが駆けていくのを察さつして手を伸ばしたが、生あい憎にくと空くうを切るだけに終わってしまった。

「おい達哉。お嬢さんを連れて先に上に昇ってろ。俺はあいつをとっ捕まえてくる！」

　言うなりランドゥは通路へ飛び出した。通路の照明も消したらしい。周囲は真っ暗だったが、走っていくアシュータの足音は聞こえてきた。

　こっちか。ランドゥは降りてきたエレベーターとは反対側へ向かうアシュータの足音を追い始めた。

「おい、おっさん！　一人で大丈夫か」

「大丈夫なものか、さっさとランドゥを追え。達哉！」

　立花はそう言うが、ランドゥは暗闇の中で答えた。

「心配するな。もうあのガキは何もできない。さっさと『ヘキサスコラ』に行ってろ！」













「まぁ、それもそうだな」

　確かにアシュータは逃げ出し、立花を助けた事でストレンジネスアトラクターを召喚する装置も停止したはずだ。むしろいつまでも立花をここに置いておく事が危険だ。アシュータがまたアンドロイドをけしかけてきて、立花を奪い返すかも知れない。

「よし、一いつ旦たん『ヘキサスコラ』に逃げるぞ！」

「待て、ランドゥを追えと言ってるのだ！　下ろせ達哉!!」

　達哉はじたばたと騒ぐ立花を引きずるようにして上へ昇るエレベーターへ向かった。




「クリスさんから連絡です。立花さんを連れた葦谷くんと合流したそうです。いま三人でこちらへ戻ってくるところだそうです」

　無線機からの連絡を受けてそう報告した春川にボゥイは怪け訝げんな顔をする。

「三人？　達哉、立花、クリスの三人か？　ランドゥはどうした」

「なんでもアシュータを追いかけているそうです」

「それはありがたいね。彼はちゃんと評議会で査問にかけないと」

　アサクラの口調でそう言うアーサーに、ボゥイは少し不満げな顔をしてみせる。

「私の時は問答無用で殺さつ処しよ分ぶんでしたが」

「君の処置は僕に任されていたからね。アシュータは評議会がどうしても自分たちで裁さばきたいんだってさ」

　そう言いながらアーサーは窓の方へ向かう。

「さて、ストレンジネスアトラクターも消えたようだし……」

　窓から外へ視線を送ったアーサーは思わず後の言葉を飲み込んだ。後ろで見ていたほのかやボゥイたちもその理由はわかる。

　窓の外にはランドキッドナップ現象に伴ともなう竜巻が生じていたのだ。

「え、なんで？　逆転移はストレンジャーが危険を感じて能力がネガ発現しないと起きないんじゃなかったの？」

「そのとおりです」

　アーサーはほのかの言葉にうなずく。

「ストレンジネスアトラクターの出現と消滅で、何か不測の事態が起きてるのかも知れません」

「まさか、また別の場所に転てん移いという可能性も……」

「否定できませんね」

　アーサーにそう言われたボゥイは血相を変えて春川の持つ無線機をひったくる。

「おい、達哉、クリス！　聞いているか!?　ランドゥを呼び戻せ！」

「え～～、なに？　なに言ってるのよ、よく聞こえないわよ」

　クリスが無線機の向こうからそう言ってくる。

「ランドゥを連れ戻せと言っている！　ランドキッドナップ現象が起きてる。このままでは『ヘキサスコラ』が転移してしまうぞ！」

　無線機が達哉に代わったようだ。しかしちゃんと情報が伝わっていないのは変わりない。

「だから立花はちゃんと助けたぜ。ストレンジネスアトラクターは消えたんじゃないのか？」

「ストレンジネスアトラクターの話ではない！　ランドキッドナップ現象だ！　お前たちはどこにいる？　取り残されるぞ!!」

「いま『ヘキサスコラ』の前庭へ戻ってきたところだけど。……あ、あれ？　なんだ、あれ。竜巻？」

　なかなか事態を飲み込めない達哉にさすがのボゥイも焦じれる。

「だからさっきから言っているだろう！　ランドキッドナップ現象だ！　ランドゥがまだ地下から戻っていないのなら取り残されるぞ！」




「別に殺しやしねえ。ガキを殺すと後味が悪いからな。アーサーに引き渡すだけだ。あとはお前と連中の問題だ」

　その頃、ランドゥは地下深くでようやくアシュータを追い詰めていた。

「なんでだよ！」

　この辺りの照明は消えていないが、少し離れたお互いの顔が見える程度の明るさしかない。薄暗い照明の下でアシュータはランドゥに食ってかかった。

「なんで僕の邪魔をする!?　僕たちが新しい世界を作るのがそんなに気に入らないのか!?」

「いや、別に」

　ランドゥは頭を振った。

「お前が何を考えてるかは気にならねえ。ただお前が気に入らねえだけだ」

　そんなランドゥにアシュータはにやりと笑ってみせた。

「僕がなぜここへ逃げ込んだかわかるか？」

「当たり前だ！　二度も同じような手が通じるか！」

　言うなりランドゥは空いた方の手で、コートの下から『しばき棒』を取り出し、それをアシュータへと向けて投げつけた。『しばき棒』は見事にアシュータの手に当たり、隠し持っていた何かのスイッチが床に転がる。スイッチの正体を想像する事は容易たやすい。大おお方かた、ランドゥが立っていた辺りに爆薬でも仕掛けてあったのだろう。

　アシュータは一時『しばき棒』に怯ひるむが、すぐさま床に転がったスイッチへと飛びつき、拾い上げようとする。

「おっさんが！」

　アシュータは吐き捨てるようにして言った。

「おっさんには未来は作れない。僕たち若者に任せておけばいいんだ！」

「そうとも限らないぜ」

　一瞬、早くランドゥはスイッチに飛びついたものの、手の中に入れるには至いたらず、そのまま弾はじき飛ばすのが精一杯だった。

「おっさんにも未来は作れるさ。ただ見届けられないだけだ！」

「そうだろうな」

　アシュータがスイッチに伸ばす手を、ランドゥは立ち上がりながら蹴けり飛ばした。その時だ。頭上から何か地響きのような音が聞こえてきた。

「なんだ？」

　ランドゥは首を傾かしげる。先程、同じ事を経験していたアシュータには、それがランドキッドナップ現象に伴う地響きとわかっていても、ランドゥは想像もつかない。当とう惑わくするランドゥにできた一瞬の隙すきを突いてアシュータはまたスイッチに飛びついた。

「この野郎！」

　ランドゥもそんなアシュータに飛びかかり、二人はそのまま床に転がった。

「離せ、おっさん！」

　アシュータの手はスイッチまであと少しのところで空を切った。

「離してもいいが、いま爆破したら、お前も一緒に吹っ飛ぶんじゃねえのか？」

「僕を気遣うつもりか？」

　アシュータを組み敷きながらランドゥは笑う。

「はっ？　馬鹿も休み休み言え、くそガキ！　子供が死ぬのは後味が悪いって言っただろう！」

　その時だ。アシュータはスイッチに伸ばしたのとは反対側の手が何かに触れたのに気付いた。

　先程ランドゥが投げた『しばき棒』だ。アシュータはそれを握り、ランドゥへ叩きつけようとした。しかしランドゥのストレンジネス能力はアシュータの動きを読み切っていた。咄とつ嗟さに『しばき棒』を持つ腕をはねのけるが、その時、アシュータを押さえつけていた腕が緩ゆるんでしまった。

　アシュータはランドゥを振り払い、這はいずるようにしてスイッチへ向かい、そしてそれを手に取った。

「ガキ扱いするな！　僕は、世界を変えるんだ!!」

　そう叫びアシュータは爆薬のスイッチを入れようとする。そんなアシュータに向かってランドゥは言った。

「てめえ一人で何とかなると思ってるから、ガキなんだよ！」
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「それは本当なのか爺じいさん!?」

　思わずそう声を挙あげる達たつ哉やを立りつ花かが叱しつ責せきする。

「馬鹿者！　お爺さまに対して何という失礼な口の利き方だ!!」

　そう言ってから立花は付け加えた。

「ま、まぁお前が喜ぶのもわからないではない。もっとも私はランドゥに限って心配はないとは思っていたがな」

　そう言う立花が懸けん命めいに喜びを押し隠しているのは祖父の正ただ真まさが一番よくわかっていた。

「ランドゥの事だから問題はないとは思いますが、怪け我がなどはしている様子ではありませんでしたか。お爺さま」

　慎重に言葉を選びながらそう尋たずねる孫娘に、笑いながら正真は答える。

「うむ。いささか疲れていたようだが、特に変わったところもなく健康そうだったな」

「そうですか」

　それを聞いて立花はひとまず安心したようだ。

『ヘキサスコラ』は元の世界へ転てん移い後、再びパッチワークワールドへ再さい転てん移いしてきた。出現場所は関かん東とう。元の出現場所からはまた離れていたが、関かん西さいよりはまだ近い。再転移後、達哉は立花を送り届けるため、数日をかけてシティ『花はな形がた』へやってきたのである。

　そこで達哉と立花は思わぬ情報を聞いたのだ。

　ランドゥがつい先日、シティ『花形』へやってきたというのである。

「ところで立花。お前には話していなかった事があってな。私はランドゥ殿から家族の形かた見みという懐かい中ちゆう時計を預かっていたのだ。仇かたきを討つまでそれを預かっておいてくれと頼まれてな。ランドゥ殿なりのけじめだったのだろう。それを受け取りに来たのだ」

「懐中時計!?」

　正真の言葉に達哉は慌あわててポケットの中から自分の懐中時計を引っ張り出した。

「爺さん、ひょっとしておっさんの懐中時計ってこれと同じものか？」

　達哉が取り出した懐中時計に正真は驚きを隠せない。

「これは一体……。確かに同じもののようだが、なぜ達哉殿がこれを!?」

「いやまぁ、いろいろと話すと長くなるんですけどね。どうもおっさんと俺は親しん戚せきみたいなんですよ。それでこの懐中時計は、俺から見た曾ひい爺じいさんの形見で。おっさんのお父さんも持っていたらしいんです」

　そのやりとりを横で聞いていた立花は複雑そうな顔をしていた。

「まぁランドゥの経歴がわかったのはいいとしてもだ……。達哉と血縁というのは、いささか納得がいかぬな」

「まぁまぁ立花お嬢じようさま。血縁といってもそれほど近しい間柄ではありませんし……」

　樋ひ笠がさが立花をそうなだめる。

「なるほど、ランドゥ殿の素す性じようがわかったとはそれは僥ぎよう倖こう。達哉殿と血縁と言われれば、なるほど、さもありなんという感じだな」

　そう言って笑う正真だが、今度は立花はもちろん達哉も何か複雑そうな顔だ。

「ん～～、なんかみんなそう言うんだよなあ。ほのかや春はる川かわ先生、芳よし里さと先生。それにアーサーやボゥイまで。なんで俺とおっさんが親戚だってのが、それらしいんだ？」

「うむ、その点に関しては私も達哉と同意見だ」

　立花は憮ぶ然ぜんとしたままでうなずいた。

「ははは、まあよいではないか。しかし困ったな。ランドゥ殿はなにやら急いでいるらしくて、すぐにまた旅立ってしまったのだ」

「ああ、言われてもみればそうだよな。だって俺たちがシティ『花形』に来るまでに、おっさんは関西からここまで来たって事だろう？　何を焦あせってるんだろう」

　首を傾かしげる達哉に立花が言った。

「アシュータに逃げられたのではないか。アーサーが評議会に連絡を取ったら、まだ身柄を確保していないと言われたそうではないか」

「しかしそれなら、仇を取るまでは爺さんに預けておくはずだった形見を受け取りには来ないんじゃないのか？」

「う～～む……」

　達哉の指摘に立花も考え込む。そんな孫の様子に正真は笑って言った。

「まあランドゥ殿にとっては、もはや敵かたき討うちなど意味がない事になってしまったのかも知れぬな」

「そうそう、それが一番。大体、敵討ちなんて今時流は行やらないって」

「流行る流行らないの問題ではないだろう！」

　手にした樋笠を振り回して達哉に反論する立花の姿を、一時さも楽しそうに見つめてから正真はおもむろに言った。

「さてしかし困ったな。ランドゥ殿はどこへ行くか何も言ってくれなかったし……」

　その言葉に立花はハッとするや、姿勢を正して祖父に向かって言った。

「お爺さま、よろしければランドゥを捜してきたいのですがよろしいでしょうか？」

「ほぉ、それはなぜだ。立花」

　孫娘のそんな反応を慈いつくしむように正真は尋ねた。立花はその祖父の期待に精一杯応こたえようとしていた。

「はい、まだアシュータの消息は知れませんし、シティファーザーズも今回は協力してくれましたものの、今後どうなるかも予測できません。先程お話ししたようにアーサーは味方してくれそうですが、評議会も一枚岩ではないようです」

「いや、あいつも結けつ構こう信用ならないぞ」

「達哉は黙だまっていろ、気が散る！」

　そう一いつ喝かつしてから立花は我に返り、一つ咳せき払ばらいをしてまた姿勢を正してから続ける。

「ええと……。各都市への同盟の件についても、まだ話を進めていかなければなりません。それにはランドゥの力が必要です。ランドゥはハウンドの中でも名前を知られています。協力して貰もらえればそれに越した事はありません」

「ふむ、それもそうだが。さてお前一人ではさすがに不安だ」

「大丈夫です、お爺さま。樋笠と箱はこ崎ざきもおります!!」

　立花はそう答えるが、達哉は正真が自分に視線を送っている事に気付いていた。

「あ～～、俺ですか？」

「ははは、別に無理とは言わないがな。達哉殿。お主ぬしは一つの都市の中に留まっているタイプでもなかろう」

「別に達哉がいなくとも……」

　そんな立花を遮さえぎり達哉は言った。

「ははは、まあ俺はヒーロー属性ですから！　やっぱりここはほら、草くさ冠かんむりじゃなくて、火ひ偏へんの燃えで!!」

　そして達哉は少し真面目な顔になって続ける。

「父さんからいろいろと話を聞いてきたんですよ。まあそんなに時間はなかったんですけど。おっさんの正体……、てのも変ですけど、その人に関する話なんですけどね。写真もメールして貰ったし、できれば見せて話してやりたいなと思ってまして」

「よろしい」

　そう言うなり正真は窓際へ歩み寄り、カーテンを開けた。この部屋は屋敷の三階にある。カーテンを開ければ橘たちばな邸ていの広い庭が見渡せるはずだ。

「来たまえ、達哉殿。立花」

　達哉と孫娘を呼び寄せると、正真は目の前の庭に停とめてあるそれを指さした。

「ランドゥ殿のバイカートは、私が改造したものだ。あれはランドゥ殿のものよりも、いささか小振りだが、達哉殿にはちょうどいいであろう」

　そこには荷車カートが取り付けられたバイクが停められていた。確かにランドゥのバイカートよりは二回りほど小さいが形状はそっくりである。

「え、あれ。ひょっとして俺に？」

　そう言う達哉に正真はうなずく。

「うむ、孫を頼んだぞ。あくまでランドゥ殿を捜し出すまで貸すだけだ。まぁその後、どうするかはお主次第だ。達哉殿」

「いやでも俺、免許ないんですけど」

「気にするな。この世界全体で通じる免許などどこの都市も発行しておらん」

「まぁそれもそうですか」

　そう言って達哉と正真は笑う。そんなやりとりに立花は狼狽うろたえた。

「ちょ、ちょっと待ってください。お爺さま！　私にまた達哉と旅に出ろと言うのですか!?」

「旅はよいぞ、立花。自分を見つめ直す機会にもなる。都市の中にいては自分の事を語る機会もない。しかし旅に出れば人に自分の世界の事を話す機会もあるだろう。そうすれば誰かがそれを覚えていてくれる」

　みんなが元の世界の事を話せば、それは必ず誰かが覚えていてくれる。達哉からそんな話を聞いていた正真の言葉には、立花も反論の余地はなかった。

「……はぁ」

「すでに箱崎も待機しておる。頼んだぞ、立花」

　祖父から頼むと言われては立花も後には引けない。不ふ承しよう不ぶ承しようながらうなずいた。

「承知いたしました」

「それに『黒い塔の都市』のみんなもいるしな。アーサーたちにも協力して貰って、あっちのリッカたちも救い出さないと」

　達哉にそう言われて立花は決心を固めたようだ。

「うむ、そうだな。頼んだぞ、達哉」

　そんな立花の頭をぽんと叩たたいて達哉は言った。

「こちらこそ頼んだぜ、立花お嬢さん！」

「ええい、頭を叩くな。私は子供ではない、乙女おとめだ!!」
















「っていうか、なんであんたが平気な顔して乗ってるのよ！」

「このエアクッション艇ていはもともと私のものだ。お前はただの運転手に過ぎない。わかったらさっさと出せ。クリス」

　ボゥイはエアクッション艇の運転席に着いたクリスに向かってぞんざいな口調でそう命じた。

「あんた、またシティファーザーズエージェントの資格剝はく奪だつされたんでしょ！　そんな偉えらそうな口利ける立場？」

「ふむ、そんな立場ではないかも知れぬな」

　ボゥイはにやりと笑ってクリスに向かって言った。

「私のエージェントへの復帰は一時的なものだったからな。アシュータの件が片づいて処分命令が復活した。まあ情状酌量の余地はあると資格剝奪ですんだが、もとより私も復帰するつもりなどなかったからな」

「なによ、その説明的な台詞せりふ」

　妙みような余裕を見せるボゥイにクリスは膨ふくれてみせる。

「資格剝奪されたのをいい機会に、各地を見て回るのも面白いかと思ってな。それに未確認だがこの近くでアシュータを見かけたという噂うわさもあるようだ。まずはその真しん偽ぎを確かめるつもりだ」

「そうね、ランドゥもアシュータを追ってるかも知れないし」

「うむ、そうだな。今ならお前を運転手にしてやってもいいぞ。嫌なら降りろ」

「はぁ？　なに言ってるのよ、大体自分のものだっていっても、逃げる時にパクってきただけじゃないの！」

「エージェントアーサーが帰き還かんする時に置いていった。だからシティファーザーズは所有権を放ほう棄きした。そうなると乗ってきた私のものになるだろう」

「ならないわよ。『ヘキサスコラ』に置いていったんだから、『ヘキサスコラ』のものになるんじゃないの？」

「少なくともお前のものではないだろう、クリス」

　ボゥイから真っ当な指摘をされて思わずクリスは口をつぐむ。

「あのぉ、いいでしょうか？」

　先程から口を出すチャンスをうかがっていたほのかがようやく話を切り出す。

「ああ、いいわよ。どうしたの？」

　こちらもボゥイの追及から逃のがれる好機と見たのか、クリスが妙に上じよう機き嫌げんで答えた。

「ええとそのぉ……。達哉の事、よろしくお願いいたします」

　達哉は立花と共にシティ『花形』から帰還するなり、ランドゥを捜しに行くとすぐまた旅立ってしまったのである。ボゥイとクリスはほのかたち『ヘキサスコラ』関係者の依頼で、二人を捜しに行く事になったのだ。

「任せておいて、ちゃんと連れてくるから」

「そうだな、こいつはともかく。私はできる限りの事はすると約束しよう」

　自分の方を指さしてそう言うボゥイにクリスはうんざりとした顔をしてみせる。そんな二人を見てほのかは一つ嘆たん息そくしてからつぶやいた。

「なんかお二人ともランドゥさんを捜すのが目的で、達哉と立花ちゃんの事はどうでもいいみたいに見えるから……」

　ほのかのその言葉にボゥイとクリスは年とし甲が斐いもなく赤くなる。

「な、な、なによ。別に私はランドゥの事だけが気がかりとかそういうわけでも……」

「そ、そうだ！　おかしな事を言うな、穂ほ積づみほのか！　なぜ私があんなハウンド風ふ情ぜいを追いかけなければならないのだ！」

　そんな二人の反応にほのかは思わず吹き出した。そんなほのかにボゥイとクリスも笑い合う。

　しばし笑った後、エアクッション艇のエンジンをかけようとしたクリスだが、その手を止めてほのかに尋ねた。

「一緒に来る？」

「……え？」

　最初、ほのかはクリスの言った意味が理解できなかったようだ。きょとんとして二人を見返すだけである。

「達哉を捜したいのだろう？　私たちが頼りにならないというのなら、一緒に来ないかとこいつは言っている」

　ボゥイが嚙かみ砕いて教えてやって初めてほのかは理解した。

「ええと、でも私は『ヘキサスコラ』高等部の生徒会長だし、学園のみんなにも責任はあるし……」

「いま『ヘキサスコラ』のストレンジャーはお前一人だ。穂積ほのか。お前一人だけでストレンジネス能力がネガ発現してしまうと、『ヘキサスコラ』は元の世界へ戻ってしまい、パッチワークワールドへ戻ってくる事ができないかも知れないぞ」

　ボゥイはそう言うがクリスは首を傾げる。

「あれ、そうだっけ？　アーサーはストレンジネスアトラクターの影響で、『ヘキサスコラ』はストレンジャーなしでも定期的に逆転移を繰り返すようになった可能性があるって言ってなかった？」

　そんなクリスにボゥイは呆あきれたように頭を掻かいてみせた。その態度にようやくクリスもボゥイの意い図とを悟さとったようだ。

「あ、あ、そうか。そうか。そうだね、ほのかちゃん。一緒に来たら？　大体、あなたこっちの世界へ来てからずっと『ヘキサスコラ』に閉じこもりっぱなしでしょ？　折角来たんだから、ちょっと冒ぼう険けんしてみないと」

「私はそんな……、冒険なんて」

　躊ちゆう躇ちよするほのかの手を取り、クリスは強引にエアクッション艇の中へ引きずり込んだ。そしてすぐさまドアを締め、エンジンをかける。

「さぁ、冒険の旅にレッツゴー！」

「ちょ、ちょっと待ってください、クリスさん！　停めて、停めて!!」

　しかしほのかの抵抗もむなしく、エアクッション艇は『ヘキサスコラ』の校庭を走り抜け、そして校外へと向かう。

「あの、すいません。少し留守にします！　達哉たちを見つけたらすぐに帰ってきますから!!」

　校門のところで三八式歩兵銃を構かまえて警備をしていた春川にそう声をかけるのが精一杯だった。春川はそんなほのかを笑顔で見送った。

「もう、学校の仕事だってたくさん残っているんですからね！」

「まぁいいではないか。お互い少しは外の世界を見るのもいい経験だと思うぞ」

　頰ほおを膨らませるほのかにボゥイは笑ってそう言った。

「さて、出てきたはいいものの。これからどっちに行きましょうかねえ。ねえ、ほのかちゃん。達哉がどっちに行ったかわかる？　幼なじみの勘とかでさ」

　クリスは冗談で言ったつもりだったが、ほのかは真面目な顔で考え込み、さらに目ま蓋ぶたを閉じて意識を集中させ始めた。しばらくしてようやく目ま蓋ぶたを開けると、ある方向を指さして言った。

「何となくあっちの方じゃないかって気がします」

「何となく？」

　首を傾げるクリスとは対照的に、ボゥイはさもおかしそうに笑う。

「ははは、なるほど。そういう事か」

　不思議そうな顔のほのかとクリスに向かってボゥイは得意げに説明した。

「いや、なに。ほのかのストレンジネス能力の事だがな。案外、達哉限定のテレパシーのようなものかも知れないと思ってな」

「……はぁ？」

　思わぬ言葉にほのかは呆あつ気けにとられた。

「そんな役に立たない能力なんて……。確かに子供の頃から達哉の居場所は何となくわかったけど……」

「だよねえ、それってストレンジネス能力じゃなくて、やっぱり愛の力じゃないの？」

「そっちの方がよっぽどあり得ません！」

「まあいい。いずれはっきりする」

　赤くなってクリスに反論するほのかを見てボゥイは笑いながら言った。

「冒険は始まったばかりだからな」








　あとがき




　そんなわけで『パッチワーク！ワンダーランド』はこの第三巻で完結という事に相あい成なりました。いささか短めでしたが、最後までご愛読ありがとうございました。

　まあ本音を言えばもう少しやってみたかったところはあるのですが、いろいろと私の力が足りず申し訳ありません。




　さて最後となりましたので、ちょっとした裏話などを。




　この作品、おっさんの主人公のランドゥですが、実はビジュアルイメージが俳優の役やく所しよ広こう司じさんだったのですよね。

　それもダイワハウスＣＭのダイワマンシリーズの役所さんです（笑）。

　なんというかあの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きと、時代劇などに出ている時の役所さんとのギャップが、良い味を出しているなあと思いまして。

　さてダイワマンといえばダイワマンＸとして唐から沢さわ寿とし明あきさんが登場しております。二巻のあとがきでも触れましたが、唐沢寿明さんは達たつ哉やの脳内イメージ曲である『熱ねつ血けつキッドの唄うた』が流れた「熱血飲料」ＣＭに、主人公として登場しておりました。

　ランドゥのイメージとして最初から役所広司さんはありましたが、その時点ではダイワハウスのＣＭで競演していた唐沢寿明さんが、昔「熱血飲料」のＣＭに出演していたとはつゆ知らず。




　こちらの勝手なイメージとはいえ、妙みような繋つながりがあったものだなと、あとから感心してしまいました。

　こうなったらダイワウーマンを演じている黒くろ木きメイサさんをイメージしたキャラを出しておけば良かったかなと、いささかそれが心残りです（笑）。




　最後になりましたが、三巻まで素す晴ばらしいイラストをご提供いただきました、マニャ子先生。ありがとうございました。

　また何か機会があればイラストをお願いできればと思います。




　さてファミ通文庫の新作の方ですが、年内早ければ秋頃からと考えております。すでにいくつか構想がありますのでお楽しみに。

　その前の二〇一一年七月にファミ通文庫より発売されるアンソロジー『ショートストーリーズ　３分間のボーイ・ミーツ・ガール』に短編を書かせていただいたので、こちらの方もよろしくお願いいたします。




　それではファミ通文庫の新シリーズでお会いいたしましょう。
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